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一

は じめ に

平 成7年 度 は,東 京 国立文 化財研 究所 の 前身 であ る美術研 究 所設 立以 来65周 年

を迎 え た。 平成5年 に改 組 され た国際文 化財保 存修 復協 力 室は,さ らに 国際的 な

文化財保 存修復 に関 す る協力 の ために 国際文 化財保 存修 復協 力 セ ン ター として拡

充 し発足す るこ と とな った。また,諸 外 国か らの 強い要 望 に応 えては じめ られ た,

「紙 の保 存修 復 」国際研 修 も第4回 目を数 え,12ヶ 国12名 の研 修生 を受 入 れ実 施 さ

れた。 一方,昭 和61年 か ら進 めて きた敦 焼莫 高窟 壁画保 存修 復事 業 につ いて は,

平成2年 度 に敦 焼研 究院 と合 意轡 を取 り交 わ し,平 成3年 度 よ り6力 年 にわ たる

本格 的 な 日中共 同研 究が 進め られ てい る。 さ らに 海外所 在の 日本 古美術 品修 復事

業 も平 成5年 に引 き続い て,ワ シン トン ・フ リー ア美術 館所蔵 の 日本絵 画 の修復

を実施 し,ま た ス ミソニ ア ン研 究機構 との保 存科学研 究 交流や 文化 財保 護 に関す

る 日独 学術 交流 も引 き続 き順 調 に進行 中で ある。その他 の国 際交流 事業 と して は,

本年度19年 目 とな る国際研 究集 会 を 「敦 煙莫 高窟 の保 存 」の テーマ の もと,17名

の研 究 者 を海外 か ら迎 え て,充 実 した討議 が行 われ た。 この他 文化 財 に関す る個

別 的 な研 究 成果 につ いて も,高 い評価 を得 るこ とが 出来 た こ とは,喜 びに堪 え な

いo

また,長 年 の宿 願 であ った施 設新 営 に向 け て実 施 設計の ため の経 費が認 め られ,

本格 的 な発掘 作 業に 漕手 で きたこ とは特筆 に値 す るこ とであ る。

この年 度 を終 わ るに当 って,11名 の 職 貝 を転 出等 で見送 るこ とに な ったが,当

研 究所 の発 展に尽 力 され た諸氏 の御 努力 に対 し心 か ら敬意 と謝 意 を表す る次 第で

あ る。

平 成8年4月 東京国立文化財研究所長

渡 邊 明 義
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1.沿 革

1.設 立の経緯

束 京国 立文化 財研 究所 は,昭 和27年4月1日 に発足 したが,そ の前 身で あ り母

体 とな った ものは,昭 和5年 に創 設 された政 府機 関の帝 国 美術 院1野ナ属 美術研 究所

で あ る、,

この 美術研 究 所 は,大llヨ3年7月,帝 国 〕庭術 院 長r爵116(黒 田清 輝の遺i亨に よ り

美術 奨励'1僕 の ため に寄 附出 絹 した資金 で遺,漱 行 人 が選 択 決定 した 事 業で あ

るOす なわ ち遺 、1執行 人代 表伯 爵樺[II愛輔 は,故 臼爵の遺志 に したが って この資

金 で行 うべ き'J'rク)選 択 を伯爵牧 野伸 顕1こ一 任 したO牧 野伯 爵 は帝 国 美術院 長福

原錬二 郎 及び 東京)ミ術 学校 長 畳1沐直彦 とはか っ て諸 ノ11fllの.i.Jliを徴 し,ま た,わ

が 国 美術研 究の 必 要に照 らして次 の 劇業 を行 うこ とと した、,

(1))ミ 術 に関 す る),礎 的 調 査研 究機 関 と して)ミ術 研究 所 を設け る こ とQ

(2)黒 川r爵 の作ll;llを陳列 して 同r爵 の功績 を記念 す るこ と。

(3)前:項 の 目的 をaす るため に適 当な建物 を造 営 す るこ と。

(4)°」喋 成 、ン1のヒは ・切 これ を政府 に1附 す るこ と。

2.年 代 別重 要事項

日召不ロノ古イ1読12ナ」

昭和2年2月

同 年10月

前記 の 事業を遂行 す るため 委貝会が組 織 され,東 京 美術 学校

長 正木 直彦が 委 貝長に就 任 し,箕 術研 究所事 業 につ いて は東京

美術 学校教 授 矢代 幸雄,黒 川子爵 作 品陳ダilにつ いては 東京 美術

学校教 授 久米桂 一郎 ・同岡 川三良ll助・同和 田英作 ・同 藤 島武二

及 び大給 近清,建 物 造営 につ い ては東 京 美術 学校教 授 岡 田信一

郎,会 計事 務 につ いて は遺 言執行 人打 川伝riを 各委員 と して事

務 を分 掌進 行 させ た。

美術 研 究所 準備 事 業 を開始 した、、

東京 市上 野公 園内に鉄 筋 コン ク リー ト造,i地 階2階 建,延

而積1,192m・ の建 物1棟 を起」:した(本 館)。
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沿 革

昭和3年9月 前記の建 物 が竣工 したの で,黒 田記 念館 と名付 け,美 術 研究

所 開設 のため 必要 な備 品 ・図書 ・写真 等の研 究 資料 を設備 し,

また,館 内 に黒 田子爵 記念室 を設け,黒 田清輝 の作 品 を陳列 し

た。

昭和4年5月 遺言執 行 人代表 者樺 山愛輔 は,建 物 ・設備 ・研 究 資料 等一切

の外 に金15万 円 をそ えて帝 国美術 院長 に寄 附 を願 い出 た。

昭和5年6月28日 勅 令 第125号 に よ り帝国 美術 院 に 附属 美術 研究 所 が 置かれ,東

京 美術学 校長 正 木直彦 が 同研 究所 の主 事 に補せ られ た。

同 年10月17日 美術研 究所 開所 式 を挙行 した。

昭和7年1月 美術研 究所 の研 究成 果発 表機 関誌 と して,定 期i二ll行物 『美術

研 究』 を創刊 した。

同 年4月18日 株式 会社 朝 日新 聞社 よ り明治 大正 美術 史編纂 費 として本 年か

ら向 う5か 年 間毎年5千 円,合 計2万5千 円 を帝1`klx術 院に 寄

附 したい との 申出が あ った。

同 年5月26日 帝 国美術 院 は この 申 出を受理 した。

明 治大正 美術 史編 纂委 貝会規 程 を設け,美 術研 究 所 は明治 大

正 美術 史 の編纂 に関 す る事 務 を行 うこ とに なった。

昭 和9年10月18日

昭和10年1月28日

同 年4月

同 年6月1日

昭 和12年6月24日

毎年10月18日 を開所 記 念 日と定め た。

鉄 筋 コン ク リー ト造,2階 建,延 面積129m'の 書庫 が竣rし た。

『日本 美術 年鑑 』の 編纂事 務 を開 始 した。

勅令 第148号 に よ り美術研 究所 官 制が公 布 され た。

研 究資料 閲 覧規定 を制定 し,閲 覧事 務 を開始 した。

勅令 第281号 に よ り美術研 究 所官 制 中改正 の件 が 公布 され,従

来,帝 国 美術 院に 附置 され てい たの を文部 大 臣の 直轄 に改め ら

れ た。

同 年11月29日 美術 研 究所 長職務 規程,美 術 研究所 事務 分掌 規程 が制 定 され

た。

昭和13年2月12日 木 造,平 屋建,延 面積97m・の写真 室1棟 が竣 工 した。

昭和19年8月10日 黒 田清 輝の 作品,並 びに写真 原版 を東 京都 西 多摩 郡小 宮村 谷

間家 倉庫 に疎 開 した。
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沿 革

昭和20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本

間家倉庫3棟 に疎開した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避ける

ため,さ らに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村

上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。

昭和21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し,引 揚げを完

了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版の引

揚げを完tし た。

昭和22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。

美術研究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置

いた(保存科学部の前身)。昭和23年度より専任の職員を配置し,

研究を開始した。研究室は国立博物館本館地下の修理室の一室

(66耐)に 設けた。

昭和25年8月29日 文化財保護法の制定にともない,美 術研究所は文化財保護委

員会の附属機関となった。

同 年8月29日 文化財保護委貝会事務局設概にともない,保 存科学研究室は

国立博物館保存修理課から文化財保護委貝会事務局保存部建造

物課に所属換えとなった。

昭和26年1月31日 美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資

料部 ・庶務室が置かれた。

昭和27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定

められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置

かれ,美 術研究所組織規程が廃止された。

また,文 化財保護委貝会事務局保存部建造物課保存科学研究

室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を

同大学から借用し,研 究を開始した。
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沿 革

昭和28年4月26日 保 存科 学部 研 究室 と して,東 京 国立博物 館構 内 の倉庫132m2を

改造 の うえ移 転 した。

昭和29年7月1日 東 京文 化財 研 究所組 織 規程 の一部 が改 正 され,東 京 国立文 化

財研 究所 とな った。

昭和32年3月22日 東 京国立博 物 館構 内に 木造,外 部鉄 網 モ ル タル塗,平 屋建,

8mYの 保 存科 学 部の 薬品 庫が竣 工 した。

同 年11月30日 従 来の2階 建 書庫 の うえに さらに1階 を増 築3階lfと し,増

築分 延 面積71m・が竣工 した。

昭和34年4月30日 東 京国立文 化 財研 究所研 究受 託 規程が 定め られ,こ の年度 か

ら受 託研 究 が 開始 され た。

昭和36年9月16日 東 京国立文 化 財研 究所 組織 規租 の一部 が改 正 され,従 来 の庶

務 室 は庶 務 課 となった。

昭和37年3月31FI東 京国立 博物 館 内に保 存科 学部庁 舎(保 イ∫:科,,,,,f.部実験 室)と

して,鉄 筋 コン ク リー ト造,2階 建,延 面積663m・ の建物1棟 が

竣 工 した。

同 年7月1日 東 京国立文 化 財研 究所 組織 現租 の一部 が改 正 され,新 た に保

存 科学部 に修 理 技術研 究 室が 置か れた。

同 年7月20日 芸能 部研 究室 は,保 存科 学 部庁舎 の竣工 に ともない,旧 保 存

科 学部庁 舎 に移 転 した。

昭和43年6月15日 文部 省 設置法 の一一部 が 改正 され,本 研 究所 は文化庁 附属 機 関

とな った。

昭和44年8月23日 保 存科 学 部庁 舎に 隣接 して新 営 され る別 館庁 舎(延1,950.41

mり の起 工 式が行 わ れた。

昭和45年3月25日 前 記の別館 が竣 工 した ので,同 年5月26日 竣工 式が 行 われ た。

同 年3月25日 芸能部 は,別 館3階 に移 転 した。

同 年5月8日 保 存科 学 部 は別 館 の地 階 ～2階 に実 験用 機械 類の移 転据 付 を

完 了 した。

同 年6月29日 保 存科 学部 庁舎 の1階 の模 様 替工事 に着 手 し,同 年10月15日

工 事 が完 了 した。

同 年11月2日 所長 及 び庶 務課 は,本 館 か ら保 存科 学部庁 舎 の1階 に移 転 し
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沿'1`

た(本 館 は,美 術 部庁 舎 となる),,こ れ に よ り研究 所 の所在地 表

示 は 「12番53号 」 が 「13番27s,'-Jに 変 更 され た。

昭和46年4月1日 保 存科 学部庁 舎 及 び別 館 の敷 地2.658m'を 東 京国 立博 物館 か

ら所 管換 され た。

昭和48年4月12H文 部省 設置 法施行 規llllの一・部が 改 正 され,新 たに修復 技術 部

が 設け られ4部1課 とな り,修 復 技術 部に 第一修 復 技術 研 究室

及 び第:修 復 技術研 究 室が ・r'かれ,保 イ∫二科学 部修 理技術 研 究室

は廃 止された。

昭 和52年4月18日 史音i～省設置 法施行 規1!llの ・部が 改 正 され,情 報 資料 部 の新 設

に よ り5部1課 とな り,情 報資料 部に 文献 資料研 究室 及 び写真

資料 研究 室が 置か れ,美 術 部資料 室は廃 止され た、,

昭 和53年31」20it本 館構 内の 写場 等(木 造,'1え屋建,延 面積144m2)を 取 りこわ

し,情 報 資料 部研 究棟 と して,鉄 筋 コン クリー ト造,地 下1階,

地 ヒ3階,延 面積569.95m2の 建 物 が竣1:し た。

昭 和53年4月5【1文 部 省設 置法施 イf規llllの一・部が 改 　i:され,新 たに修 復 技術 部

に 第 一三修 復技 術研 究室 が置か れ たO

昭 和59年61」`LHII文 吝[～省紺 織 令 が改1Kさ れ,本 研 究 所 は 文化 庁 施 設 等機 関 と

なった,,

11/成2年lolll日 文部 省設ii'll法施イ」:規llljの一・部が 改 正 され て新 たに ア ジア文化

財保:イ∫:研究室 がii'己かれ,5部1室1課 となっ た,,

1'成5年4月1日x部 省設ii'己法施行 規 則の一 部が 改li{され てア ジア文 化財保 存

研 究室 は,国1際 文化 財保 イ∫:修そ夏協力室 となっ た。

'i乙成7年4月1日 文 部 省設 置法施行 規、則の一 部が 改 　i:され て国際 文化 財保 存修

復協 力 室が廃ILさ れ,新 た に国際K化 財 保存 修復 協 力セ ン ター

が 設置 され た。 同セ ン ター には,企 画J:及 び環境 解析研 究指導

室 が置か れ,1セ ン ター5部1課 となっ た,,

同 年4月1日 東京 芸術 大学 と 「東京芸術 大学 大学1ちヒ美術 研究 科 文化 財保 イ∫:

学 専攻 の教 育研究 に対 す る連携 ・協 力に関す る協定ll円 が 交わ

され,連 携併任 分 野 と して独立 専攻 大学 院 文化財 保 イ∫:J-`)'攻(シ

ステ ム保.,,,,,」.f.)がi1L"f'.nXlli.され た。
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沿 革

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～平成8年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長嘱務代理

所

所

所

所

所

所

長

長

長

長

長

長

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

隆

郎

義

太

直

幸

英

幸

豊

塾

敏

栄

幸

一

延

杏

明

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

田

川

邊

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

濱

西

渡

(日召禾05.6.28～ 日召禾[16.11.24)

(日召不06.11.25～ 日召不010.5.31)

(昭 禾010.6.1～ 日召不011.6.21)

(昭 禾011.6.22～ 日召禾017.6.28)

(H召不017.6.29～ 日召不022.8.15)

(日召不022.8.16～ 日召不023.5.10)

(日召不023.5.11～ 日召禾日24.8.30)

(i昭不024.8.31～ 日召不【127.3.31)

(日召不027.4.1～ 日召不日28.10.31)

(日召禾[128.11.1～ 日召示040.3.31)

(II{;1140.4.1～ 日召X1153.4.1)

(II召禾053.4.1～ 日召利]62.3.31)

(昭 和62.4.1～ 平 成3.3.31)

(平 成3.4。1～ 平 成8.3.31)

(平 成8.4.1～ 現 在)
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II.機 構 ・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公

表を行うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は

次のとおりである。

1.機 構

所 長

脇 課 課長補佐一[灘
課 長

響 β一[ゴ ヨ講1

轡 一El灘 箋
化学研究室

保存科学部 物理研究室

部 艮 生物研究室

主任研究官

第一修復技術研究室

修復技術部 第二修復技術研究室

部 長 第三修復技術研究室

主任研究官

響 一[ゴ ≡欝 奎
国粥 齢 処一コ:1篇

_
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機 構 ・職 貝 ・予算

員2.職

(平成8年3月30日 現在)

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野

所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術 史)

庶 務 課 課 長 山 代 文 雄

課 長 補 佐 篠 原 一 夫

庶 務 係 係 長 浅 見 清

係 貝 宮 腰 香代f一

'1乎務 補 佐 員 武 田 知r

n 鈴 木 紀 枝

会 計 係 係 長 大 堀 岳 満

係 貝 渡 邉 弔 夫

事 務 補 佐 員 時 川 真 理

11 瀧 澤 桂 子

11 後 藤 由希子

労 務 補 佐 貝 菊 地 廣II'

Y:術 部 部 長 鶴 Ⅲ 武 良 (中 国 絵1111映)

主 任 研 究 官 島 尾 新 (日本 中 世絵画 史)

// 山 梨 絵美子 (日本 近代 絵 画 史)

11 岡 田 健 (ql国 彫 刻 史)

11 田 中 淳 (ll本 近 代 絵lllli史)

第 一 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋 絵画 史)

調 査 員(非) 肥 田 路 美 (日 本 絵Illli史)

第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代 絵 画 史)

芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日 本ii"%h史)

演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 悪 子 Gi本 近 世演劇)

調 査 員(非) 細 井 尚 子 (中国演劇)

Il:楽 舞 踊 研 究 室 室 長 羽 田 拠 (日本 中 世演劇)

研 究 員 高 桑 いつみ (日本 音 楽 史)

調 査 貝(非) 石 井 倫 子 (日本 中世 演 劇)

民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)

調 査 員(非) 山 本 宏 子 (民俗音楽)
一
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機 構 ・職 員 ・f算

、

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野

保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計 測 工'7:)

主 任 研 究 官 佐 野 」一 絵 (光化 学)

化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)

物 理 研 究 室 室 長事務 取扱 三 浦 定 俊 (計測工学)

生 物 研 究 室 室 長 門 倉 武 夫 (環境科学)

研 究 員 木 川 り か (生物化学)

調 査 貝(非) 山 野 勝 次 (応川昆虫学)

修 復 技 術 部 部 ⊥乏 増 川 勝 彦 (装横技術)

i=.イr:研 究 官 川野邊 渉 (高分r化 学)

第一・修 復 披術 研 究 室 室 長 中 里 瀞 克 (漆芸技 法)

第:修 復披術研究室 室 長 松 本 修rI (建築 史)

研 究 員 尾 、ン1和 則 (装横技術)

技 術 補 佐 員 坂 本 雅 美

第:こ修 復 技術 研 究 室 室 長 占 木 繁 夫 (考 占学)

技 術 補 佐11 犬 竹 和

情 報 資 料 部 部 長 廣 井 雄 一 (日 本 二1二芸 史)

1:イ 「:研 究 官 井f誠 之輔 (東洋絵画史)
11 長 岡 龍 作 (日本 彫刻 史)

文献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 辿 夫 (日本中世絵画史)

研 究 員 勝 木 言一・郎 (中国絵画史)
「F務 補 佐 員 中 村 節 子

写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)

～1こ 門 職 員 野久保 昌 良 (美術写真)

調 査 員(非) R錨 敏 子 (日本 絵画 史)
1剛際 文 化 財 保 イ∫:1修復 協
力 セ ン タ ー

セ ン タ ー 長 宮 本 長二郎 (建築 史)

企[山1室 室 長 ,.t志 辰 夫

係 長 松 ド 冬 樹

係 員(併 任) 占 野 貴 子

調 査 員(非) 大 江 佐知t一

環境解析研究指導室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質 改.良学)

研 究 員 朽 津 信 明 (地質 学)

保 存 科 学 部 客 員 研 究 員 二 宮 修 治 (無機化学)

修 復 技 術 部 11 松 川 史 朗 (腐食工学)

情 報 資 料 部 n 伊與川 光 宏 (情報工学)
国 際文化 財保 イ∫二修 復 協
力 セ ン タ ー

11 中 川 武 (建築 史)
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一
機構 ・職員 ・予算

'ド成7年 度 にお け る異動 者

所 属 官 職 名 氏 名 異 動 日 異動 内容

庶 務 課 主 任 渡 邉 重 夫 平7.4.1 昇 任

事務補佐員 後 藤 由希子 平7.4.1 採 用

事務補佐員 小 倉 聖 子 平7.8.21 採 用

美 術 部 調査員(非) 肥 田 路 美 平7.4.1 採 用

修復技術部 部 長 増 田 勝 彦 平7.4.1 J1・ 任

室 長 松 本 修 自 平7.4.1 昇 任

国際文化財
保存修復協 セ ン ター 長 宮 本 長二郎 `{'7.4.1 配 置 換
カ セ ン ター

企 画 室 室 長 1'i志 辰 夫
'1'7

.4.1 配 置 換

係 長 松 ド 冬 樹 '1'7.10.1 昇 イ「:

環境解析研
究 指 導 室

室 長 西 浦 忠 輝 '1'7.4.1 配 置 換

研 究 貝 朽 津 信 明 '1'7
.4.1 配 置 換

客員研究 貝 中 川 武 '1'7.4.1 採 川

'1え成7年1に お け る退耳哉者等

　

所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考

所 長 西 川 杏太郎 `1'3
.4.1-一'1'8.:x.31 退 職

庶 務 課 係 長 浅 見 清 ・ド6
.4.1～11/.u.3.31 転

係 長 大 堀 岳 満 '1りO
.4.1～'F8.3.31 転

i三 任 渡 邉 敵 夫 r6.4.1～'F8.3.31 転
婁1二務 補 佐 員 勝 木 なほf 'F4

.1.1～'F7.7.31 退1職

美 術 部 室 長 三 輪 英 夫 II(;53.8.1～ 」F8.3.31 転 出

調 査 員(非) 肥 田 路 美 、iZ7
.4.1～ 」F8.3.31 退 職

芸 能 部 調査員(非) 山 本 宏 子 きiえ4
.4.1～ 玉F8.3。31 退 職

保 イ∫:科学 部 室 長 門 倉 武 夫 昭37.4.1～ 平8.3.31 退 職

情報資料部 部 長 廣 井 雄 一 平5.1.1～ 平8.3.31 転 出

国際文化財
保存修復協 室 長 貴 志 辰 夫 平4.10.1～ 平8.3.31 転 出
カ セ ン タ ー
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機 構 ・職 貝 ・予 算

3.名 誉研 究員

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間 名誉研究員

発令年月日

白 畑 よ し 昭5.6.30～ 昭27.8.1 53.10.18

高 田 修 美 術 部 長 昭27.12.1～ 昭44.3.31 n

登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 昭27.10.1～ 昭50.4,1 n

岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～ 昭51.4.1 1/

関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4.1 //

秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～ 昭42.2.1 54.10.18

久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～ 昭57.4.1 57.10.18

川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～ 昭57.4.1 〃

関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭18.12.15～ 昭58.4.1 58.10.18

横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16～ 昭51.4.1 59.10.18

上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.11.3～ 昭59.4.1 //

江 上 繧 情報 資料 部 主任研 究官 昭38.5.18～ 昭59.3.31 //

田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～ 昭60.3.31 60.10.18

猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～ 昭60.3.31 u

伊 藤 延 男 所 長 昭53.4.1～ 昭62.3.31 62.10.18

柳 澤 孝 美 術 部 長 昭21.9.30～ 昭62.3.31 //

三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10。1～ 昭63.3.31 63.10.18

樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～ 昭63.3.31 11

田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～ 平 元.3.31 1.10.18

見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34.4.1～ 平 元.3.31 //

濱 田 隆 所 長 昭62.4.1～ 平4.3.31 3.10.18

関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3.3.31 //

佐 藤 道 子 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3,31 4.4.1

馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～ 平4.3.31 //

新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～ 平5.3.31 5.4.1

石 川 陸 郎 保 存科学 部主任 研究官 昭32.4.15～ 平5.3.31 rr

西 川 杏太郎 所 長 平3.4.1～ 平8.3.31 8.4.1

門 倉 武 夫 保存科学部生物研究室長 昭32.4.1～ 平8.3.31 //

三 輪 英 夫 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭53.8.1～ 平8.3.31 n
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機 構 ・職 貝 ・予 算

4.平 成7年 度予算

()は 補正後 を表す
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機 構 ・職 貝 ・f算

5.平 成7年 度特 別研究一 覧

(補正 後)

事 項 金 額

千円

中国仏教美術基準作品調査研究 6,902

伝統芸能(無 形文化財)に おける 「鬼」の実証的研究 4,965

文 化財 の保 イ∫二を 目的 と した レ ンガ の劣化 現 象 と保 存対 策に関 4,974

する調査研究

研究用機器維持費 5,000

文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究 :1111

文化 財施 設の保 存(収 蔵 展ノ」1)環 境の研 究 7,846

研究用機器整備(水 浸有機物文化財の保存処理システム) 44,000

有形 ・無 形文化 財研 究支 援 デー タベ ー スシ ステ ムの構築 に関 3,025

する調査研究

言十 156,712

6.平 成7年 度科学研究費補助金交付一覧

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

千円

重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 6,500

(1) 手法に関する研究

重点領域研究 美術史研究支援ツールの研究 廣井 雄一 2,800

(2)

総合研究(A) 美術工芸品等の防災に関する調査研究 西川杏太郎 7,000

総合研究(A) 古代東アジアの青銅製品鋳造に関する基 平尾 良光 1,000

礎的研究
一般研 究(A) 文化財の修復に用いられた材料の効果に 増田 勝彦 9,000

関する追跡研究
一般 研究(C)

中 央ア ジア ・クチ ャ地 方に おけ る中国絵 中野 照男 500

画様式の移入
一般 研 究(C) 環境の湿度変化が国宝中尊寺金色堂に与 三浦 定俊 1,400

えた影響に関する研究
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機 構 ・職 員 ・予 算

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

一般 研究(C) 古代日本の動物遺体のDNA解 析 木川 りか 1,200

一般 研 究(C) プラズマ処理による象嵌遺物の保存処理 青木 繁夫 1,100

法の開発研究

試験研究(B) 木造古建築の保存を目的とした外装塗装 西浦 忠輝 1,600

(丹色塗装)の 物性評価

国際学術研究 タイ国レンガ造遺跡の劣化現象と保存対 西浦 忠輝 2,700

策に関する調査

国際学術研究 科学技術を利用した文化財研究手法の開 西川杏太郎 2,000

発の総括

国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の保存対策 宮本長二郎 2,100

に関する共同研究

国際学術研究 漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂塗膜の劣化 三浦 定俊 6,000

と保存に関する研究

計 44,900

7.平 成7年 度受託研 究一覧

研 究 課 題 受 人 額

円

重要文化財正法寺惚門彩色復元の調査研究 450,000

装横材料の生化学研究 200,000

太宰府市大字観世音寺1丁 目寺内出土の漆手箱復元に関する 800,000

研究

重要文化財旧札幌農学校演武場(時 計台)塗 装の研究調査 361,000

重要美術品,鉄 製狛犬及び三十八間星兜の保存修理研究 964,000

計 2,414,000
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III.調 査 研 究

1.中 長期研究計画一覧

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

美 術 部 美術に関する基礎資料の研究

日本絵画史年紀資料集成15世紀 鈴木 廣之 平3.4
～ 平8 .3

室町水墨画資料 島尾 新 平6.4
～ 平11 .3

絵画に見る武装資料 廣井 雄一 平6.4
～ 平11

.3

明治後期～昭和前期美術資料 三輪 英夫 平6.4
～ 平11

.3

中国仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平5.4
～ 平10 .3

束アジアにおける造形と社会 島尾 新 平6.4
～ 平11

.3

芸 能 部 *伝 統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4

究 ～平8 .3

*近 現代における能楽技法の伝承に関 羽田 艇 平7.4

する研究 ～ 平11 .3

*元 禄期の浄瑠璃 ・歌舞伎の研究 鎌倉 恵子 平6.4
～ 平10

.3

*「 翁 」の技 法 集成 羽 田 示旦 平6.4
～ 平9

.3

*日 本音楽の伝承に関する研究 蒲生 郷昭 平6.4
～ 平9 .3

*伝 統的唱歌の研究 高桑いつみ 平5.4
～ 平8

.3

*芸 能に用いられる武器の研究 中村 茂子 平5.4
～ 平8 .3

保存科学部 *文 化財施設の保存(収 蔵 ・展示)環 三 浦 定 俊 平7.4

境の研究 ～ 平12 .3

*新 しい文化財防虫防徽法の研究 三 浦 定 俊 平6.4
～ 平13

.3

*古 代東アジアにおける背銅製品の変 平 尾 良 光 平7.4

遷に関する研究 ～ 平12 .3

情報資料部 *美 術 情報処 理 シ ステム の研 究 一デ ー 廣井 雄一 平 元.4

タの 共有 化 を中心 と して一 ～ 平11 .3

一15-
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美 術 部

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

情報資料部 *検 索辞書システムの研究

*デ ジタル画像データの蓄積と活用に
関する基礎的研究

米倉 迫夫

鈴木 廣之

平6.4
～ 平11

.3

平6.4
～ 平11

.3

修復技術部 *文 化財における環境汚染の影響 と保
存修復法の開発

*文 化財の伝統的修復材料の研究(第
2期)

増田 勝彦

中里 壽克

平4.4
～

平5.4
～ 平8

.3

国際文化財保存修復協

力センター

*世 界,特 にアジア諸国における文化
財保存に関する情報の収集

*屋 外石造文化財の劣化と保存修復処
置に関する研究

*文 化財の保存を目的とした,レ ンガ
の劣化現象と保存対策に関する調査

*敦 煙文化財の保存修復に関する日中
共同研究

松 本 修 自

西 浦 忠 輝

西 浦 忠 輝

宮本長二郎

平3.4
～ 平12 .3

平3.4
～ 平12 .3

平6.4
'1'15

.3

'1'3
.4

～ 平13
.3

2.美 術 部

(1)概 要

美術 部は 日本 ・東洋 の古 美術並 びに 日本の近 代 ・現代 美術 とこれ らに関連

あ る西 洋美 術 につ い ての基 礎的 調査研 究 を行 い,か つ,そ の 成果 を公 表す る

こ とを活動 の 目的 と して い る。 美術 部は 二室 よ り構 成 され,第 一・研 究 室は古

美術 を担 当 し,第 二研 究室 は近代 ・現代 美術 を担 当 してい る。

調査研 究 は各時 代 にわ た り,絵 画 ・彫 刻 ・工1¥の 各分 野に つ いて,作 品 と

文 献 資料 との両 面か ら実証 的 に進め,と もに基礎 となる研 究 資料の作 成 と整

理 とにつ とめ てい る。 その 他,現 代 美術 の動 向に 関す る調査 と資料収 集 も並

行 して行 って い る。 また 当部 では,作 品に対す る科 学的 な鑑 識法 を早 くか ら

積 極 的に活 用 して きた。 これ も当部 の研 究活動 の特 色 であ る。 なお 情報 資料

部 員 との 間で は,研 究や調 査 の面 にお いて緊密 な協 力体 制が とられ て い る。

そのほか 他機 関 との共 同研究 に よ る広領 域 の研 究に も参加 して い る。なお,

研 究 員 それ ぞれの研 究課題 と内容 は(2)の各論 の項 に示す とお りであ る。
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美 術 部

調査研 究 の結果 は,機 関 誌 『美術研 究』(昭 和7年 創rl」)やその他 の学 会 誌

に発表 し,単 行 の研 究報告 も随 時刊 行 してい る。 さらに,研 究成 果の一 部 を

広 く一般 の理 解 に資 す るため に,情 報資料 部 との共 同 で毎年 一 回公開 学術 講

座 を開催 して い る。 また毎 年 『日本 美術年 鑑』(昭 和11年 創刊)を 発行 して い

る。

なお美術部 は黒 田清輝 の遺産 に基 づ いて創 立 された 美術研 究所 を前 身 とす

る。現 在 も黒 田清輝 の作 品 その他関 係資料 を保 管 し,毎 週一 回木 曜 の午後 に

は その 多 くを陳 列す る黒 田記 念室 を公開 してい る。

第一研究室

江戸時代までの日本美術及び東アジア地域の美術に関する調査研究並びに

資料収集,公 表を主務とする。また,『美術研究』の編集を担当している。

第 二 研 究 室

明治以 降 の 日本 近代 美術 に関す る調 査研究 と,こ れ に 関連す る西 洋美術 及

び 日本近世 の洋風 美術 の調査 研究,と くに現 代 美術 に関す る調査 研 究 におい

ては,そ の 年度 に収 集 した資料 を整理 し,そ の成 果 を 『日本美術 年鑑 』 と し

て毎年刊 行 して い る。 平成7年 度は,平 成6年 の 内容 を もった平成7年 版 を

刊行 し,引 続 き平 成8年 版 の編 集に 着手 した。

また,昭 和52年 度 以 来実 施 して きた黒 田 清輝 巡 回 展 は 当研 究 室 が 中心 と

な って行 ってお り,平 成7年 度 は米 子市 美術館 で開催 した。

(2>各 論

1.美 術 に関 す る基礎 資料 の研 究

(1)明 治 後期 ～昭 和前期 美術 資料(中 長期:5年 計 画の 第2年 次)

1)明 治期 美術 展覧会 資料 の研 究成 果 と して 「内 国勧業博 覧会 美術 品出

品 目録 」(東 京国 立文化 財研究 所 編)を 刊行 した。

2)シ カ ゴ万 国博覧 会(1893年)パ リ万 国 博覧会(1900年),セ ン トル イ

ス万国博 覧会(1904年)の 出 品 目録 をデー タベー ス化 した。 また,前
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美 術 部

年 度撮影 した 「温 知 図録 」(東 京国立博 物 館蔵)の 内容に 関す る調査 を

継 続 した。

3)国 画創 作協 会,春 陽会,1930年 協会 の 出 品 目録 を収集 整理 した。

(2)室 町水墨 画 資料(中 長期:5年 計画 の第2年 次)

1)下 記 の作 品の調 査 を行 った。

室町 水墨 画及 び関連 作 品(個 人蔵,東 京 ・兵庫)

東京 国立博 物館 所蔵 狩 野家模 本 中の雪 舟画(束 京国立博 物館

と共 同)

また中 国江南地 方(蘇 州 ・杭 州 ・紹興 ・天 台山 ・寧波 ・普 陀

山 ・上 海)の 仏教 史跡 の調 査 を行 った。

2)13世 紀 か ら16世 紀 にお け る水墨 画 に関す る基礎 資料 の収 集 と研 究 史

の整 理 につ いて は,下 記 の研 究会 を行 った。

頂相 の諸相 一追 善供 養 との関 連 一(1995年6月)

唐土勝 景 図巻に つ いて(1995年8月)

中国 江南 の仏教 史跡(同 上)

3)収 集資 料に つ いては,逐 次,整 理 を行 い,併 せ て デー タベ ー ス化 を

進め た。

(3)日 本 絵画 史年紀 資料 集成15世 紀(中 長期:6年 計画 の第5年 次)

1)昨 年度 まで に,源 豊宗 『日本美術 史年 表(増 定版)』(座 右 宝刊行 会,

1972),『 原色 図典 日本美術 史年表』(集 英杜,1987),考 古学 会編r造

像銘 記(改 定版)』(考 古 学会,1936),お よび久野健 『造 像銘 記 集成』

(東京 堂 出版,1985)か ら計445件 の項 目 を採録 して 「一'i.世紀 絵画 史

年表 」(改 定 第1稿)を 作 成 した。

2)本 年 度 は情報 資料部 の保 管す る展 覧会 図録 の調査 を行 ない,ま た京

都国 立博 物館 編 『学 叢』掲 載 の 「修 復 文化 財 関係 銘文 集 成 」(7号,

1985～17号,1995)を 参 照 し,延 べ 数 で536件 の 項 目 を新 たに採集 した。

採 集 した項 目は1件 ご とに調査票 を作 成 し,図 録 等 の当該 頁の コピー

を添付 してフ ァイル に収 納 し,次 年度 の研 究 に備 えた。

また,「 一 五世 紀絵 画史年 表」(改 定 第1稿)に つ いて,重 複 項 目 を

削除 し,名 称,所 蔵 な どの誤 りを訂正 し,さ らに本年度 新 たに採 集 し
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美 術 部

た項 目か ら追 加 して 「増補 改定 第1稿 」 を作成 した。 ただ し時間 の制

約 か ら,採 集 項 目のす べ て を年 表に 追加す るこ とが で きず,絵 画 を中

心 に計85件 の項 目の追 加に とどま った。

(4)絵 画 に 見 る武 装 資料(中 長期:5年 計画 の第2年 次)

1)下 記 の寺院 に於 て関係 資料 の 調査 を実 施 した。

岩手 県 中尊寺 藤 原;1,衡棺 内納 置品

宮城 県塩 釜神 社 刀装類

愛知 県猿投 神 社 金 銅 丸鞘 太刀等

川F多県 ヒ杉 神社 甲冑 ・馬 具

2)前 兀年絵詞,後 乱年絵 詞,'iえ治物 語絵 巻 等か ら武装 に関 す る部 分 を

抜粋 し,ま た,i;..物語,参 考源'1え盛 衰記,太'ド 記等か ら関係 記事 を収

集 した(1

2.東 ア ジア美術 にお ける造 形 と社 会(中 長期 二5年 計画 の 第2年 次)

(1)制 作 と'!:受の場 につ い ての研 究

1)占 代 的 空間 意識 と彫像 の機能

彫像 に付 加 され た物 語,堂 宇内の特 定 の安 置空 間(後 戸),山 城 ・大

和 を起 点 に認 識 された境 界観 の分析 を通 して想定 され る,8・9世 紀

に彫像 が猫 得 した特殊 な(障 凝 神){,1仰 につ いて,関 係 資料 を収 集 し

た、,

2)唐 本 ・宋 本画像 の 意味 と機能

高 麗仏画 全般 にttil(!する独 白性 を考察す る とともに,東 ア ジア 絵画

史グ)枠組み につ い て検 討 した。 成果 は「高麗仏 画の領 分 」(『高麗仏 画』

韓国 ・時空社,1996。3〔i二lj行f定 〕)に 発 表。 また 日本 に 請来 され た宋

本 画像 につ い て報告 した。(長 野 ・定勝 寺蔵1午陀LLI図(『 美術 研 究』364

号,1996.3〔f二1」イ11二定 〕)。唐 本 ・宋 本画像 の制 作 された場 の 問題 を具

体 的 に把 握 す るために,中 国漸 江省の 有 力 寺院 を訪問 した(中 国五 山,

天 目山,天 台 山,dG:陀 山等Σ,

3)絵 画 の享受 と 〈見立 て〉 の 表現

中世 の文芸 思潮 か ら法解釈 まで広 く見 られ る 「准拠 」概 念 に着 目し,

室町時代 の絵 画 ・文学 に 見 られ る 「な ぞ らえ る」表現 技 法 の背景 を探 っ
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美 術 部

た。 また室 町時 代 との関連 か ら,江 戸時代 の 「見 立 て」 を成立 させ た

条件 を考察 した。成 果は 「類似 の発 見一 室 町の 〈擬 〉,江 戸の 〈見 立て〉

一 」(『日本 の美 学』24
,1996.4〔 刊行 予定 〕)に まとめ た。

(2)流 通 と交 流につ いて の研究

1)15・6世 紀の 唐絵 とや ま と絵

『朝 鮮王 朝実録 』 を中心 に 日本 ・中 国 ・朝鮮 ・沖縄 の外 交 資料 に注 目

し,束 ア ジア交 流 史の なか で の屏 風絵 の役 割 を検 討 して,こ の地域 に

おけ る共通 様式 を考察 した。 成 果は 「絵画 の アル ケ オロ ジー一 室町 時

代 に おけ る屏風絵 の意 義一 」(『国華』1200)に 発表 した。

2)室 町 時代 にお け る美術の 流通 と価値 観 の形 成

座敷 飾関係 の 資料 の収 集 ・分析 を継 続す る と同時 に,唐 物の 売 買 を

中心 とした美術 の流通 システム につ いての 検討 を加 え た。

3)技 術 と素 材につ い ての 史的研究

従 来,素 材あ るい は造 像技 法の概 念 と して考 え られて きた 「檀像 」

を,機 能の 面か ら検 討 し直 した。

3中 国仏 教美 術基 準作 品調査 研究(6年 計画 の 第4年 次)

本 研 究は,中 国仏教 美術作 品 の うち,銘 記,落 款,印 章,賛 文等 に よっ

て,制 作年,制 作 地,作 者,発 願 者 な どが 明 らか な もの を 「基 準作 晶」 と

して調査 し,基 本 的 なデー タや詳 細 な写真 を整備 す る こ とに よって,中 国

仏教 美術 の体 系 を見 直 し,そ の特 質 を明 らか にす るための 「もの さ し」 を

作 ろ う とす る もの であ る。

本 年度 は下 記の 調査,研 究 を行 な った。

(1)研 究 会(研 究協 力者 会議)の 開催

中 国仏教 美術,中 国 ・日本 とも深 く関 わ りの あ る朝 鮮半 島の仏教 美術,

また 日本 に おけ る中国 仏教 美術 の受 容 の諸相 につ い て研 究 を重 ね て きた

研 究者 を招 き,各 自が もつ デー タ を持 ち寄 り,問 題 の所 在 を明 らかに す

る と ともに,今 後 の調査 研究 の方 法等 につ いて討 議 した。

本年 度 の研究発 表者 は次 の4名 であ る。

西上 実(京 都 国立博物 館)

井手 誠之輔(東 京 国立文化 財研 究所)
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藤岡 穣(大 阪市 立美術 館)

岡 田 健(東 京 国立文 化財研 究所)

(2)現 地調査

日本 国内で は,年 紀 を有す る中国仏教 美術 作 品 を中心 に調査,写 真 撮

影 を行 な って い る。 本年 度 は,関 西方 面(大 阪 市立 美術館,京 都 国 立博

物館 等),東 京(根 津美術 館等)で 調査 を実施 した。 また,中 国大陸 で は

陳西 省 ・山東 省 ・河北省 ・河南 省 ・漸 江省 ・江 蘇省 ・四川 省 の石 窟寺 院

及 び博物 館 での調 査 を実 施 し,さ らに欧米6力 国の 美術館 ・博物 館 で そ

の所 蔵作 品の 調査 を実施 した。

(3)基 礎 資料の収 集

既 に 国内の 各機 関,個 人等に分 散 して蓄積 されて い る中国仏教 美術 作

品 のデー タ,写 真 等 を借 覧 し,必 要 に応 じて その複 製 を作 るな ど して,

基礎 資料 の収 集 を行 なっ た。 本 年度 は引 き続 き,米 国お よび欧州 所 在 の

中国仏教 美術 作 品の写真 約6000枚 を整理 した。

(4)デ ー タベー スの 作成

中国仏 教 美術研 究の ため の基礎 史料 と して,本 年度 は 『宋高僧 伝』(中

華 書局刊)を 入 力 した。

4近 百年 来中 国絵画 史研 究

徐 悲鴻 生誕 百年記 念展(北 京 ・徐 悲 鴻記 念館,6月)

虚 白斎 二十世 紀絵 画展(香 港 芸術 館,10月)

台湾 当代 芸術 展(高 雄 市立 美術館,11月)

呂勝 中作 品(福 岡市美術 館,11月)

の調査 を行 っ たほか,北 京 故宮博 物院 に おい て清 朝洋 風 画の調 査(8月)

を行 った。

3.芸 能 部

(1)概 要

芸能部は,日 本の伝統芸能に資するために必要な基礎研究を行うことを目
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的 とし,演 劇研 究室 ・音楽舞 踊研 究室 ・民 俗芸能 研 究室 の三室 に よって構 成

され て い る。 芸能部 の研 究 目標 としては,諸 芸能 の理 念 ・構造 ・技法 お よび

その継承保 存 に関 す る研 究 な どがあ り,そ の研 究 に必要 な資料 の収 集 ・整備,

お よび記録 の作成 の ため の撮 影 ・録 音 ・録 画 な どの 作業 を行 う。研 究 の成果

は,刊 行 ・夏 期学術 講座 ・公 開学 術 講座 な どに よって公 表す る。

平 成7年 度 は,特 別研 究 「伝 統芸 能 にお け る く鬼〉の実 証的 研 究」(4年 計

画)の 第4年 次 にあ た り,資 料収 集,記 録 作成,実 地調査 を行 い,研 究 会 を

開催 した。研 究成 果 は夏期 学術 講座 ・「芸能 の科 学」24な どで公 表 した。

演 劇 研 究 室

日本 古典 演劇 につ いて芸能 学 的 に調査 ・研究 を行 い,ま た,こ れ ら諸共能

の周辺 に あ って,伝 統 芸能 の成 立 に深 い関 係 を もつ 諸分 野に つ いて も調査研

究 を進 め てい る。

平成7年 度 は,個 人研 究 と して 「元禄期 の 浄瑠璃 ・歌舞 伎の 研 究」「中岡演

劇 の研 究」,共 同研究 と して 「伝 統芸 能 におけ る く鬼〉の実証 的研 究1に 参加

した。

音楽舞踊研究室

日本の音楽について,装 能学的 ・音楽学的な調査研究を行い,こ れら伝統

音楽の成立に深い関係をもつ周辺分野についても,調 査研究を進めている。

平成7年 度は,個 人研究として,「日本音楽の伝承における研究」「近現代

における能楽技法の伝承に関する研究」「伝統的唱歌の研究」「能と蹴鞠の研

究」を行ったほか,共 同研究 「伝統芸能における く鬼〉の実証的研究」「翁の

技法集成」に参加した。

民俗芸能研究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,そ れらの保存 ・継承に資

するために必要な研究を行っている。

平成7年 度は,個 人研究として「芸能に用いられる武器の研究」「民俗芸能

における水とメンタリティーの研究」を行ったほか,共 同研究 「伝統芸能に
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おけ る く鬼〉 の実証 的研 究 」 に参 加 した。

(2)各 論

1伝 統芸 能 にお け る 「鬼」 の実証 的研 究(4年 計画 の第4年 次)

日本 の民俗行 事 や宗教 行 事,能 ・狂言 ・歌舞伎 などの伝統 芸能 に は,「 鬼」

が い ろい ろに 形や性 格 を変 え て登場 す る。本研 究 は,「鬼」の 多面的 な性格,

芸能 的表現 の 多様性,歴 史的変遷 を総 合 的に把 握 し,解 明す るこ とを 目的

とす る。本 年度 は その4年 次 で,下 記の調 登 ・研 究 等 を行 った。

(1)研 究 会開催;門 屋 光昭 氏(盛 岡 大学教 授,北 上 市立 鬼の館 館長)を 招

いて講 話 を聞 き,質 疑 応 答 を行 った。

(2)実 地調 査;沖 縄 県立 芸術 大学 蔵 のア カマ タ ・クロマ タ関係 資料,愛 知

県 東栄町 御 園の花 祭 り,五 條 市 陀 々堂(念 仏寺)の 鬼走 り,京 都観 世会

館 での大 蔵流 鬼狂 言,京 都 府大 江町 の町 立 日本 の 鬼の交 流博物 館 の展示

資料 を調 査 し,茂 山千 之丞,野 村万蔵 の 狂 一3謡を記録 した。

(3)成 果公 浅;研 究 貝の個 別研 究 の成果 を 「芸能 の科学 」24で 公 表 した。

2.元 禄期 の 浄瑠 璃 ・歌 舞伎 の研 究(6年 計画 の第2年 次)

元禄期 の 浄瑠 璃 につ い て,鬼 の登 場す る場 を中心 に調査 した。 〈鎌 倉>

3.「 翁」 の技 法 集成(5年 計画 の 第2年 次)

本年度 は,芸 能部舞 台 で金剛 流の 翁,観 世 流の翁(お きな)と 千歳(せ

ん ざい),宝 生流 の翁 と千歳 の実 技 者の 型 を撮影 記録 す る と ともに,技 法 に

関 す る聞 き取 り調 査 を行 った。なお,撮 影 した フ ィル ムの一 部 はphoto-CD

化 し,型 の比 較 を試み て い る。 〈羽 田 ・高 桑 ・石 井>

4日 本音 楽 の伝承 に関 す る研 究(3年 計 画の第2年 次)

日本音 楽 の変化 の諸相 につ いて考察 す る。本年 度 は下記 の研 究 を行 った。

(1)語 り物音 楽 の特 質 と,伴 奏楽 器 の機能 につ いて考 察 し,公 開学 術講 座

で公表 し,併 せ て実 演者 の協 力 を得 て,常 磐 津節 と長唄 を例 に語 り物 と

歌 い物 を比較 した。

(2)初 期 か ら明治 まで の長 唄の 鬼につ い て,性 格 の変遷,三 味 線の 調弦 の

変 化等 につ い て考 察 した。
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(3)『 教 訓抄 』 語彙 索 引作 成 を継 続 し,「家 系 ・芸系 編」 を完成 した。

〈蒲生>

5.近 現代 に おけ る能 楽技 法 の伝承 に関す る研究(5年 計画 の 第1年 次)

近 代以 降 も変 遷 し続 け てい る能 楽 の,特 に 技法の伝 承 と演 出の あ り方 に

関 わ る事 象 を重点 的 な研 究課 題 とす る。

本年度 は,明 治以降 に創作 され た新作能 と第二次 世 界大戦 後に1演 され

た復 曲の流 れ を跡づ け,新 作 や 復 曲が行 われ る要 因,そ の意 義 につ いて考

察 した。 〈羽 田>

6.伝 統 的唱 歌の研 究(5年 計 画 の 第3年 次)

'1`'か ら鎌倉 時代 にか けて の雅楽 の 唱歌 を考察 し,能 の 「翁1の 詞t;rと

う とうた ら り」 との 関連性 を考 察 した。<高 桑>

7.芸 能 に 用 いられ る武器 の研 究(3年 計 画 の第3年 次)

民俗 芸能 にお け る棒の 用途 につ い て調査研 究 を行 った。<中 村>

8.中 国演劇 の研 究

人形戯 『目蓮 戯』 中 の 「李世 民 遊地 府」 の台 本検 討 と中国 泉州 での実 演

調査 を行 い,地 獄 の演 出につ い て考察 した。 成 果は 「芸能 の科 学124で 公

表 した。 〈細井>

9.能 と蹴 鞠 の比 較研 究

蹴鞠 と能 の身体 技法 の共通 点 につ いて考 察 し,成 果は 「芸能 の科掌124

で公表 した。<石 井>

10.民 俗芸 能 にみ る水 と メンタ リテ ィーの 関係 の研究

筑後 川流 域の河 童 に まつ わ る民俗 芸能 を と りあげ,由 来記 と説fiiに現 わ

れ る河童 の様相 か ら芸 能の成 立 を考 察 した。成 果 は 「芸能 の科 学 」24で 公

表 した。 〈山本>

11.日 本 の 『目蓮記 』 と中 国泉州 人形戯 『目蓮戯 』の 調査研 究(2年 計 画 の

第1年 次)

江 戸時代 初期 まで 浄瑠璃 で行 われ て いた 『目蓮記 』 と中国 で現 在 も上 演

され てい る 『目蓮戯』 を比較検 討す るこ とで,宗 教 と芸 能の 関係,今 は行

われ てい ない浄瑠 璃 の演 出方法 等 を考察 す る。 なお本研 究 は 日本 学術振 興

会 国際共 同研究事 業 の調査 研究 費 を得 て行 って い る。
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本年 は泉 州 で,『 目蓮 戯』及 び芸 能 と関 わ りの深 い道 教儀 礼 の実 演調査 と

記録撮 影 を行 っ た。 また 日本 国 内で行 われ て い る盆 踊 りの 『目連』 につ い

て も調査 に着 手 した。 〈鎌 倉 ・中村 ・細 井 ・山本 〉

4.保 存科 学部

(1)概 要

文化財の材質 ・構造 ・技法および劣化機構の科学的ならびに文化財のおか

れている保存環境の科学的研究を行い,こ れらを基礎 として文化財保存技術

に関する研究を行っている。言い替えれば,文 化財の自然科学的研究,文 化

財を試料とする科学技術史的研究,文 化財保存科学のための科学技術の応用

研究の3方 面である。研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の三

室からなり,研 究成果は修復技術部と共同編集の機関誌 「保存科学」などに

公表され,文 化財の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料 として役立てられ

ている。

化 学 研 究 室

化,.,,,f.研究室 で は文化 財の 材質 な らびに保 存環 境に 関す る問題 点 を化学 的手

法 を用 い て調 査 ・研 究 して い る。X線 分析 法,質 量分 析 法 な どを用 い,主 と

して金属 文化 財 に関す る劣化,保 存対 策,材 料産 地 の推 定 な どの研 究 を進め

てい る。 また,文 化財 を取 り巻 く環境 か らの大 気汚染,酸 性雨 な どの影 響 に

つ いて 汚染度 の測 定,影 響 評価法 の研 究 を行 ってい る。

物 理 研 究 室

物理研 究室 で は文化財 の 材質 な らびに保 存環境 に 関す る問題 点 を物理 的手

法 を用 いて調 査 ・研 究 して い る。文化 財 の材質,構 造 の調 査 方法 と して γ線 ・

X線 ・赤外 線 な どを用 いてい る。 また展示,収 蔵,梱 包 ・輸送 な どの文 化財

を保 存 す る環 境 の評価 と劣化 防 止の方 法に つ いて研究 を行 ってい る。
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生物研 究室

生物研究室では文化財の保存に関する問題点を生物学的に調査 ・研究して

いる。文化財の生物による劣化,す なわち微生物や昆虫などによる被害の実

態を調査して,これらの加害生物がおよぼす劣化の原因を機構を明らかにし,

加害生物の防除法の研究と開発を行っている。

(2)各 論

1文 化 財 に おけ る環 境汚 染の影 響 と保存 修復 法 の開発(中 長 期:5年 計 画の

第5年 次修 復技術 部 と共 同)

(1)気 象 お よび大気 中 の酸性 汚染物 質 な どの観 測 と評価法 の石1院

鎌 倉 市 内4地 区お よび東 大寺 にお いて観 測 と調 査 を引 き続 き行 った。

測 定項 目は温湿度 ・日照 ・瓜 向 ・風 速 ・雨llヒ・雨 水 ・ミス トお よび大気

中の酸性 汚 染物質 な どで,影 響 評価 に は大理イ1とプ ロン ズテ ス トピー ス

を用 いて い る。

(2)大 理 石 お よびブ ロ ンズテ ス トピー スを用 いた酸 性汚染 物質 の 影響評価

法に 関す る研 究

1)大 理石 テ ス トピー スに よる実験

前年度 に 引 き続 き文化 財環 境 にお いて酸性 汚 染物質 の材 質へ の影響

を評価 す る方法 につ いて検 討 した。実 験 は,前 年度 か らの継続 で,大

理 石 テス トピー ス を環 境 中に暴 露 し,同 地 点 で峻性 汚染物 質 濃度 を測

定 した。 実 験地点 は東 文研 屋上(上 野 公 園),高 徳 院ほか3地 点(鎌 倉

市 内),東 大寺(奈 良 市),京 博(京 都 市)お よび東 京学芸 大学(小 金

井 市)の5地 点 で行 なっ た。 汚染 物質 と して1ヶ 月毎 の湿 性降 下物(降

雨)中 のSO42-,NO3-,C1-,Na+,NH4+,K+,Mg2+,Ca2+を 測 定

した。

主 な地点 の結 果 を要 約す る と,酸 性 汚 染物質 の 内,降 雨 中の陽 イオ

ン,陰 イオ ンを比較す る と地域 的 な特 徴 が認め られた。鎌 倉 では他 の

4地 点 と比 べ てC1-,が 多 く,そ れ に対 応 してNa+も 多 く,海 に隣接 し

て い る地 点の特徴 が 測定 され た。SO42-,NO3濃 度 は京都,奈 良 では
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他 の 地点 よ りや や低 い値 が得 られ た。

東 文研 で1ヶ 月毎,高 徳院 で3ヶ 月毎の 暴露結 果 は,東 大寺 の15ヶ

月暴 露結 果 と比 較す る と,東 文 研,高 徳 院 では 雨水 中の陰 イオ ン総 量

と相 関が み られ,東 大寺 では これ らよ り低 い値 で あっ た。 東大 寺 では

酸 性 ガ ス,酸 性 ミス トの 測定値 が 地点 よ り低 い値 で,こ の結果 を裏付

けて い る と考 え られた(東 大寺 に おけ る雨水 組成 との 関係 は検 討 中で

あ る)。

2)プ ロ ンズ テス トピー スに よ る実験

雨水 採 取器 ロー ト内に ブ ロ ンズ板(Cu:85%,Zn:5%,Pb:5%,

Sn:5%)テ ス トピー ス を設置 して ブ ロ ン ズ板 表 面 を通過 した雨 水 中

のCu,Pb,Zn,Sn量 をICP法 で分 析 し,降 雨水 組成 との 関係 を検 討

した。 降 雨 によ り溶 出す る金属 イオ ンは,雨 水 中の陰 イオ ン総 量 と相

関が み られ,測 定地 域の上 野 〉鎌 倉 〉小 金井 の順 で地 域の特 徴 が見 ら

れ た。<門 倉>

2.文 化 財施 設 の保存(収 蔵展 示)環 境 の研 究(中 長期:5年 計 画 の第1年 次)

(1)収 蔵庫 内の空気 環境 の評価 法 の確 立 の ための 甚礎研 究

今 年度 は特 に酸 性物 質の定性 分析 法,特 に酸性 環境 の実 施 設に おけ る

評価 ノ∫法につ いて検 討 した。特 定物 質 の検知 管 に よ る検 出は検 出 限界の

ため に適 用 が 困難 で あ った。 空気 のサ ンプ リン グに よる空気 中の全 成分

の分 析 は,評 価すべ き対 象 を絞 りこめ ず検 討 中で あ るが,応 用 可能性 は

低 い。吸 収液 中へ 捕捉 す る方法以外 には,現 状 では定 性分析 す ら難 しい

こ とが判 明 した。

対 策 につ いては,各 種 添着 剤の使 用 と ともに,化 学 吸着 剤 を利用 した

空気 清 浄化 につい て,基 礎 的な検討 を行 った。

(2)展 示 ・収蔵 方法 の安 全 性評価

揺 れ の特 性 お よび転 倒 条 件 に 関す る基礎 的 な情 報収 集 を 中心 に行 っ

た。 地震 動 お よび 輸送 に関す る研 究会 を各1回 開催 し,他 分 野 を含 め て

研究 の現 状 を把握 し,将 来 の研 究 方向 につ いて検 討 した。 また,揺 れの

特性 の研 究 を行 うため の計測 システム を組 み上 げ,実 際 のデー タ収集 に

備 えた。
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また,免 震 方法 に関 して,各 社 の免震 原理 や 各機 器の仕 様が 出そ ろ っ

たの で,各 社 の起震 実験 に立 ち会 い,デ ー タ収 集 を行 った。

(3)調 査結 果 の公表

平 成5年 度 の保 有環 境 調査 結果 をま とめ,月 刊文化 財 に発表 した。 平

成6年 度 の 調査結 果 につ いて 「保 存科 学」35号 に掲載 した。 〈:モ浦 ・佐 野>

3.新 しい文 化 財防 虫防徹 法の研 究(中 長 期:7年 計画 の第2年 次)

(1)新 しい 虫害防 除法 に関す る基礎 研究

文化 財の 煉蒸 ガ ス として長 らく使用 され て き た臭化 メチ ルが,ハ ロン

の使 川撤 廃 の ため,数 年 内に使用 で きな くなる。 そ こで,代 替策の 導入

が緊急 の 課題 とな ってい る。 す で に欧 米 な どでは,代 替 策 として,酸

化 炭 素燥蒸 法や,凍 結処理 法,低 酸 素濃度 殺 虫法 な どが検 討 され始 め て

い る,,そ の なか で 文化財 材質 に対 して影響 が 少 ない点 では,低 酸 素濃度

殺虫 法が,最 も好 ま しい と考 え られ る。 そ こで,こ の ノ∫法 が実際 の防除

法 と して使 えるか どうか,昨 年度 よ り コクゾウやII本 の1三な 文化財害 虫

で あ るヒ ラ タキ クイム シ,ジ ンサ ンシバ ンム シ,ヒ メカ ツ オプ シム シな

どを使 って 基礎 実験 を進 めて い る,,昆 虫の種 類 に よっては,か な り短期

間に 効 果が 認め られ,有 望 であ るこ とがわか った。 しか し,殺 虫にか な

りの 長期 間 を要す る昆 虫 もあ り,従 来 のガ ス燃 蒸 と比 較す る と実 川化 の

面で不利 で あ るこ とは否め ない、,そこで,本 年度 も,期 間 を短縮 す るた

め の実験 を継続 して行 った。 その 結果,文 化 財 の防 虫剤 として ・般 的 に

使川 され て い るパ ラジ クロロベ ンゼ ン を併用 す ると,期 間 短縮 に有効 で

ある こ とが 明 らか に な ってき た、,

(2)畑 蒸 お よび防 虫防徽 法に関 す る現状 調査

一 昨 年
,昨 年 にひ きつづ き,保 存担 当学芸 貝研修 にお いて,企 國 の美

術館,博 物館,資 料館 の学芸 貝 を対象 に煙 蒸お よび 防虫 防徽法 に関 す る

ア ンケー ト調査 を実施 した。 その 結果,3年 間 ともほぼ50%の 館で年1

回の定期 的 な収蔵 庫 燃蒸が行 われ て い るこ とが 明 らかに な った。z,の

時期 としては,虫 や カ ビの活動周 期か らす ると暖か い時期 が一般 的 には

好 ま しいが,必 ず しも暖か い季節 に収 蔵庫 嫌蒸 が行 われ て いる とは 限 ら

ず,年 末 ・年始 の休 み を利 用 して行 っ た り,予 算の 関係 で年度 末に行 っ
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てい るケー ス もあ った。全 く被 害が み られ ない ときに も,f防 策 と して

年1回 の収蔵 庫kを 行 うこ とが必要 か ど うか も考 える時期 に きて い る

とい え る。定 期 的 な清 掃 と生物 被害 の点検 作 業を行 うこ とで燥蒸 の頻 度

を減 らせ る可 能性 が あ るこ と,ま た,煙 蒸の時 期 を暖か い時 期 に設定 す

るこ とで投薬 量 が減 らせ る こ とな ど,今 後学 芸員研修 な どを通 して知 ら

せ て い く必要 が あ ろ う。 〈木 川>

4古 代 東 アジ アに おけ る青銅製 品 の変遷 に関 す る研 究(中 長 期:5年 計 画

の第1年 次)

ll∫銅 器資料 の 化,.'rI　IL成お よび鉛 同位 体 比か ら1酢∫銅 器の産地 や 製法 に関 す

る研究 を進 め てい る、,今年度 は弥 生時代 の資 料 を ・嚢点 的に 集め るため に,

衷 京国 、ンニ博物 館,東 都 国 、ン:博物 館所 蔵の 弥生 時代 資料,大 分 県教 育委 貝会

な どか ら提供 され た弥 生時 代 資料 を中心 に約100点 の 鉛 同位体 比 を測 定 し

た。 これ らのデ ー タを従 来か ら蓄秋 してい る値 と比ll咬検 討す るこ とを試 み

てい る、,

ICI代中国 出f一の資料 と して,商 時代,一'i'一頭K化 な どの資料 を約30点 鉛

同付二体 比分析 した、,<'1初己>

5文 化 財の材 質 ・構 造 ・技 法 に関す る研究

(1)鉛 同位体 比 を利川 した銅製 品の材 料産地 推 定

k化 庁,ii京II{位 博物館,県 や 市町村 の教 育 委員会 ・発掘 事務 所 ・埋

蔵 文化 財 セ ンター な どが所 蔵 す る,約200点 の 銅製 品,発 掘 品 な どに関 し

て鉛 同位 体 比測定 を行 った、,中国や トル コ出 ヒの金 属資 料 を約100点,鉛

1司付:体比分 析 した、,〈'F尾〉

(2)蛍 光X線 分析 法 を利川 した研究

文化庁,東 京国立 博物館,県 や 市町 村の 教 育 委員会 ・発掘事 務所 ・埋

蔵文 化財 セ ン ター などが所 蔵す る約150,!'.(グ)銅製品,発 掘 品 な どに 関 して

蛍 光X線 分 析法 に よ る化 学組 成の 測定 をイ1:った。 〈'四己〉

(3)X線 回折 法 を利川 した研 究

文 化庁 お よび 島根 県の教 育 委貝会か ら,荒 神 谷遺跡 出 土青 銅製遺 物 に

発生 してい る錆の 結晶組 成1則定の 依頼 を受 け,約500資 料 を測 定 した。孔

雀石(マ ラカ イ ト)は すべ ての資 料 に検 出 され,構 同鉱(ア ズラ イ ト)
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や,白 鉛 鉱(セ ルサ イ ト)が 検 出 され る場合 が あ った。 赤 銅鉱 も認 め ら

れ たが,あ ま り顕著 な 回折 ピー クは見 られ なか った。 〈平尾 〉

(4)ICP発 光分 光分 折 法 を利用 した研 究

文化 庁 お よび島根 県 の教 育 委貝会 か らの依 頼 で,荒 神 谷 遺跡 出土 銅製

遺物 お よび関連 資料 につ いて,内 部 金属 お よび粘 土 の化 学 組成 を測定 し

た。今 年度 は銅 剣等 に関 す る再 測定 資料 を測定 し,先 に測 定 した値 と比

較検 討 した。 〈平尾 〉

(5)赤 外線 エ ミシオ グラ フィお よびX線 透視 撮影 に よ る調 査

下 記の 作品 のX線 透 視 撮影 とエ ミシオ グ ラフ ィに よる調 査 を行 っ た。

〈三 浦〉

絵画

工芸品

作品名

国宝山水辟風

一遍上人絵伝

仏画貼り交ぜ屏風

漆箱

所蔵者(依頼者)

文化庁

文化庁

東京国立博物館

東京国立博物館

(6)光 学顕微鏡 ・走査電子顕微鏡を利用した調査研究

東大寺法華堂塑像弁財天立像の模造および修復材料の選定の為,繊 維

の分析,お よび仕上げ土材料の考察を行った。形態観察等から提供され

た試料については,楮 であることがわかった。〈佐野〉

(7)GC-MSを 利用した調査研究

漆の熱分解による分析の可能性について,国 内外研究者と分析法およ

び分析結果の検討を重ねると共に,基 準試料の交換および装置の改良を

行った。<佐野>

6.文 化財の劣化に関する研究

(1)化 学発光法を利用した調査研究

文化財試料の測定時に問題 となるS/N比 に関する検討を行い,微量の

発光に対する計測の問題点を明らかにした。応用として,漆 塗膜の硬化

時の発光の観察,和 紙の経年劣化による発光の増加,X線 や紫外線,可

視光線などの各種の電磁波による和紙の劣化への影響について検討し

た。結果は 「保存科学」35号に発表した。〈佐野〉
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(2)電 子 ス ピン共鳴 法 を利用 した調 査研 究

染料 の光 に よる変化 に対 し,具 体 的 な化 学反応 の検 討 を行 って い る。

〈佐 野〉

(3)LC-MSを 利用 した調査 研究

収蔵 中の染 織 品に あ らわ れ たシ ミに対 し,そ の要 因 と対 策 を検討 す る

ため,環 境調 査 とあ わせ て保 存材 料 の材質 チ ェ ッ クや シ ミを形 成 す る化

学物 質 との 因果関 係 につ いて検 討 を行 ってい る。 〈佐 野>

7.環 境 に関 す る調査研 究

(1)温 度 ・湿度 ・水分

次 の地 点 で,温 度 ・湿 度 な どの気 象観 測 を継続 して行 って いる。〈三浦 〉

史跡 等の 名称 観 測項 目 観 測開始 時期

中 尊 、,金色堂 温湿度 ・変 位 ・含水準1986年3月

鎌 倉市 内4地 点 温湿度 ・雨量 ・日照 ・風1992年12月

向 ・風 速

(長谷寺 大仏,八 幡 宮,帰 源院,永 福 寺跡)

(2)法 隆寺 再現 壁画 展 に と もな う環 境調 査

平成7年(1995年)9月22日 か ら11月26日 にかけ,再 現 金堂 壁 画の一

般 公開 が東京 都 美術館 企画 展示 室で行 われ た。 この公 開 に あた り法隆寺

の依 頼 を受 け,平 成7年8月 か ら公 開終 了直後 まで再 現壁 画 の収蔵 ・展

示 に関 わ る環 境 の調査 を行 った。 調 査結果 は,「 保 存科 学 」35号に発表 し

た。 〈三 浦 ・佐 野 ・木 川〉

(3)古 墳 の保 存環境 に関 す る調査研 究

虎塚 古墳(茨 城 県 ひた ちなか 市)は,石 室 内部の公 開施 設が 完備 され,

常 時石 室 内お よび観察 室 内の環境(温 湿度)を モニ タ リン グ し,春,秋

の年2回 一定 期 間(8日 程 度)一 般公 開 を実施 して い る。 公 開 に先立 ち

計 器及 び石室 内部 の点 検 を行 ってい る。 これは考 古学 者 との共 同作 業 で

本 年度 まで特 に 異常 は認め られ なか っ た。 〈門倉 〉

(4)美 術館 ・博 物館 等館 内環 境調査 につ いて く三浦 ・佐 野>

1)国 宝 ・重 要文 化財 などの指定 贔 お よび東京 国立博 物収 蔵 資料 の借 用

展示 に関 して館 内環 境調 査 を行 い,報 告 書 を作 成提 出 した。
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北海道

茨城

栃木

千葉

東京

神奈川

福井

石川

山梨

長野

岐阜

愛知

r.

滋賀

京都

大阪

兵庫

不IB歌lII

鳥取

広島

III口

香川

高知

福岡

江別市陶芸の里セラミックアー トセンター

大宮町歴史民俗資料館

那須野が原ハーモニーホール

千葉市美術館

日本刀装具美術館Bunkamuraザ ・ミュージアム

横浜市立歴史博物館 横浜美術館

高浜町郷土資料館 敦賀市立博物館

金沢市立中村記念美術館

櫛形町立春仙美術館 宝珠寺収蔵庫

須坂市立博物館 茅野市尖石考占館

岐阜県陶磁資料館

高浜市やきものの里かわら美術館

亀山市立歴史博物館

滋賀大学経済学部附属史料館

城陽市立歴史民俗資料館

大阪府立近つ飛鳥博物館

神戸市塊蔵文化財センター

有川市郷土資料館

米子市立美術館

福山市靹の浦歴史資料館

吉川報数会史料館

香川県立文書館

高知県立歴史民俗資料館

王塚装飾古墳館

現地調査は久能山東照宮博物館,宮 崎県立美術館,千 葉市美術館,神

戸市埋蔵文化財,松 浦武四郎記念館,長 野県立歴史館,東 京芸術大学芸

術資料館取手館,須 坂市立博物館,信 州須坂 ・田中本家,真 田宝物館,

瑞厳寺宝物館,横 浜美術館,王 塚装飾古墳館,江 戸東京たてもの園,下

関市立考古博物館,春 日市ふれあい文化,滋 賀大学経済学部附属史料館,

琵琶湖博物館,大 宮町歴史民俗資料館,日 本刀装具美術館,岡 崎市美術
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博 物館,高 浜市や き もの の里か わ ら美術館,高 知 県立 美術館,東 京都 美

術 館,国 土 地理院 地 図 と測 量 の科学館,大 原 幽学 記念館,一 関市 博物館

(仮)の27館 。

また,全 国150館 の 新設既 設 美術館 ・博物 館 等文化 財展 示収蔵 施 設に対

して環 境 改善 に関す る相談 を受 け,助 言 を行 った。

北海道

岩手

宮城

秋川

山形

福島

茨城

栃木

群馬

埼:1

千 葉

東京

神奈川

江別市陶芸の里セラミックアー トセンター

北海道開拓記念館

一関市教育委貝会博物館建設対策室

村田町歴史みらい館 瑞厳寺宝物館

宮城県立歴史博物館 東北陶磁資料館

秋田県立博物館 米沢市 ヒ杉文化振興財団

酒田市民美術館

保原err歴史文化資料館

下嚢市ふるさと博物館 東京芸術大学芸術資料館取手館

八T・代i町資料館 茨城県立五浦美術館 常陽芸文センター

国土地理院地図と測量の科学館 大宮町歴史民俗資料館

字都宮文化の森美術館 小杉方奄記念日光美術館(仮)

那須野が原ハーモニーホール 輪王寺宝物殿

富岡市美術博物館 高崎市美術館 群馬県立近代美術館

西毛考古資料館

久喜市公文=ti.'Fi館入間市立博物館 朝霞市教育委員会

成田lii書道美術館 大原幽学記念館 千葉市美術館

佐倉市美術館 松戸市立博物館 伊能忠敬記念館

江戸東京博物館 日本刀装具美術館 東京都美術館

共立女子大学 江戸東京たてもの園 東京都写真美術館

上野の森美術館 荒川区郷土資料館 宮内庁書陵部図書課

日本銀行金融研究所貨幣博物館 東京都養育院 真如苑

Bunkamuraザ ・ミュージアム 学習院女子部図書館

相模原市立博物館 横浜市立歴史博物館

横浜美術館 鎌倉国宝館
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新潟

富山

石川

福井

山梨

長野

岐阜

静岡

愛知

三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

コ

新津市立博物館 新潟県立歴史民俗文化館

新湊市博物館

石川県七尾美術館 金沢市立中村記念美術館 真脇縄文館

金沢美術工芸大学美術館

三方町立郷土資料館 高浜町立郷土資料館

敦賀市立博物館 福井市立美術館 永平寺町教育委貝会

櫛形町立春仙美術館 宝珠寺収蔵庫

長野県立歴史館 信州須坂 ・田中本家 須坂rli立博物館

マリーローランサン美術館 茅野市尖石考占館

松本市立博物館 日本民俗資料館

真田宝物館 下諏訪町立諏訪湖博物館 禄山X術 館

岐阜県陶磁資料館 白鳥町文化博物館(仮)

久能山東照宮宝物館 三島大社宝物館 佐野)こ術館

MOA美 術館

春日井市立道風記念館 高浜市やきものの里かわら美術館

岡崎市美術博物館 メナー ド美術館 名占屋市立)き術館

松浦武四郎記念館 猿田彦神社 亀山市 、冗歴史博物館

式年遷宮記念神宮美術館彫刻館 三重県公文iii館(仮)

三重県博物館(仮)

滋賀大学経済学部附属史料館 五箇荘町歴史博物館

滋賀県立琵琶湖博物館開設準備室

舞鶴市郷土資料館 城陽市立歴史民俗資料館

京都大学施設部建築課

泉佐野市郷土資料館 大阪府立近つ飛鳥博物館

大阪城天守閣

大阪青山短期大学歴史文学博物館 大阪狭山市郷土資料館

小野市立好古館 龍野市歴史文化資料館 神戸市立博物館

神戸市埋蔵文化財センター 神戸山手女子短期大学

姫路市美術館

五條市文化博物館
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和歌山

鳥取

島根

岡山

広島

山fl

香川

愛媛

高知

福岡

佐賀

大分

宮崎

沖縄

保存科学部

和歌山県立博物館 田辺市立美術館 有田市郷土博物館

米子市立美術館 鳥取市立美術館準備室

安芸市産業考古館 和鋼博物館

成羽町美術館

宮島町立宮島歴史民俗資料館 瀬戸田町平山郁夫美術館

広島県立歴史博物館 広鵬県立美術館

頼山陽史跡資料館 福山市靹の浦歴史民俗資料館

下関市考古博物館 徳山市美術博物館 吉川報敷会史料館

山口県立萩美術館 新南陽市郷土資料館

香川県立文1垂撃館 香川県歴史博物館準備室

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館

愛媛県立歴史文化館 愛媛県立美術館

高知県立美術館 高知県立歴史民俗資料館

Fi市ふれあい文化センター 王塚装飾古墳館

太宰府市文化ふれあい館 福岡市新図i館 準備室

唐津市立近代図書館 河村美術館

有田ポーセ リングパーク

伊万里有田焼伝統産業館

耶馬渓風物館

宮崎県立美術館 宮崎県総合博物館

浦添市立美術館 沖縄県立芸術大学資料館

2)保 存環境 調査 結果 の集 計 と検 討

平 成6年 度の 調査 報告t・il.L17Yt/L'11館37館の調 査結 果 の集計 を行 い,「保 存

科学 」第35号 に発表 した。 また平成5年 度 ・6年 度 の集 計結 果 を ま と

め て,概 要1996に 掲 載 した。

8.文 化 財研 究 法の 開発 ・応用

(1)遺 跡探査 に関 す る調 査研 究(修 復 技術部 と共 同)

平 成4年 度か ら科学 研究 費(重 点領 域)に よ り 「化 学的 ・光学 的 情報 を

用 いた遺 跡探査 の手 法 に関す る研 究」の テーマ の下 に研 究 を行 ってい る。

今年 度 は群 馬県子持 村 田尻 遺 跡に お いて気球 か ら撮 影 した可視 か ら熱 赤
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外領 域に わ た る分光 画像 を利 用 して,遺 跡 の範 囲や 形状 を探 査 した。 地

中 レー ダー の探 査結 果 と比較 して良 い一 致 を得 た。 また探査 結 果 を もと

に ボー リン グを行 い,そ こか ら採 取 した土壌 試料 を化学分 析 した。古代

の道 と思 われ る部分 で は有機 物 の堆 積 が見 られ るが,古 墳周 溺 では その

よ うな傾 向が見 られず,周 溝 が で きて早 い時 期 に,榛 名 山か らの火 山灰

で埋 まった ので は ない か と推定 した。 また2月 に群 馬県 北橘 村 で ス カ イ

ポー ル を利 用 して可視 か ら熱 赤外領 域 にわ た る分光 画像 を撮 影 し,遺 跡

探査 を行 っ た。 〈三 浦>

9.生 物劣 化 に関 する調 査 ・研 究

(1)生 物 劣化 に関 わ るバ クテ リア

1)出 土木 材の保 存処 理 に用 い られ る合 成樹脂(PEG)を 分解 す るバ ク

テ リア

昨 年度,出 土木材 のPEG(ポ リエチ レン グ リコール)含 浸処理 中 に

発生 した微 生物 を調べ た結果,PEG400を 分 解 す るバ クテllア が 発生

してい る こ とを報告 した。 この こ とよ り,出 土木 材の処ll'1に使川 され

るPEGの 劣化 に は,化 学 的要 因以外 に も,生 物 的 要因 が関 与してい る

とい う知 見が得 られたが,本 年 度は,こ れ らのPEG分 解 バ クテ リアの

同定 を行 った。生化 学 的性 質や遺 伝子DNAの 塩 基配列 を調べ た結 果,

PEG400を 分 解 す るバ クテ リアは,Agrobacteriumsp.とAc・inetobacter

砂.であ るこ とが 明 らかに な った。これ らの種 は,一 般 的 に 一ヒ壌 に 存在

す る もの であ る。

(2)糸 状 菌(カ ビ)の 調査

1)法 隆寺金 堂壁 画展 にお け る糸 状菌 の調査

平成7年9月 か ら11月 にか けて,東 京都 美1術館 におい て法 隆寺金 党

再 現壁 画展 が開催 された。 会期 前,会 期 中に再 現壁画 お よび収蔵 環 境

の カビの調査 を実 施 した。 会期 前 に行 った調査 では,再 現 壁画裏 面 の

徽 様 のス ポ ッ トか らは,活 動 中の カ ビは検 出 され なか ったが,収 蔵環

境 の 空中落下 菌数 を調 べ る と,通 常 レベ ル よ りも高 い落下 菌数が 検 出

され た観 測点 が あ った。 空調の 吹 き出 し口か ら直接風 が あた る ところ

は落下菌 数が 多い傾 向が み られ たの で,作 品に 直接風 が あた らない よ
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うにす るこ と と,環 境湿 度 を60%程 度 に下 げて カ ビが 活動 しに くい 条

件 にす るこ とを助言 した。 また,会 期 中,再 現壁 画の側 面 の木 組み の

部分 に カビ様 の変色 ・綿 状の 汚れ がみ られ る との報告 を受 け たの で,

調査 した。その結 果,該 当箇所 か ら検 出され た カビの コロニ ー数 はバ ッ

クグラ ウン ドレベ ルで あ ったため,活 動 してい る カビに よ る変 色 では

ない と結論 した。

2)瑞 厳 寺 障壁画 の糸 状菌 調査

瑞厳 寺 にお いて再 現 され た障壁 画に カ ビが発生 してい る との 報告 を

受 け,画 面に発 生 して い るカ ビの 調査 を実施 した。 その結 果,画 面 の

カビ発生 部か ら検 出 され た主 な もの は,Aspergilles畝,Penicillium

砂.およ び αα40砂o珈 〃側 ρ.であ り,条 件 的 好乾性 の ものが 多 く検 出 さ

れ た。 障 壁画 の ある室 内 は,通 風 が悪 く湿度 も高 い状 態 にあ って カ ビ

が発 生 しやす い状 況に あ るため,瑞 厳 寺 と共同 で有効 な改 善策 を検 討

す る必要 が あ る。

3)正 倉院 宝物 の糸状 菌調査

平 成7年11月 の正 倉 院宝物 の定 期点 検時 に,カ ビ とみ られ る試料 を

何点 か 調査 した。

その結 果,活 動 してい る カビはい ずれか ら も検 出 され なか っ た。 こ

れ らに は,カ ビでは ない場 合 と,保 存状態 が良 好 であ るためす でに死

滅 して い るカ ビであ る揚合 の両 方が 含 まれ る と考 え られ た。

4)高 松塚 古墳 の 糸状繭 調査

平成7年3月28日 よ り3日 間,高 松 塚古 墳の 定期 点検 に伴 っ て,糸

状 菌の 調査 を実施 した。 目視 観 察 では大 きな異常 はみ られず,良 好 な

保 存状 態 にあ る と考 え られた。観 測 定点 か ら培 養 した結 果検 出 され た

主要 な種 としては,Penicillium砂.,Trichodermasp.,Fusarium畝,

Aspergillussp.が 挙 げ られ,こ れ らは昨 年の結 果 とほぼ 同 じで あっ た。

これ らは,石 室 内の常 在 菌 と考 え られ るが,現 在進行 中の被 害 を及 ぼ

して い るわけ では ないの で,今 の とこ ろ大 きな問題 は ない と思 われ る。

ただ し,Fusarium砂.は 赤色 の色 素 を生産 す るの で,生 育 して拡 が ら

ない よ うにひ きつづ き泣 意が必 要 であ る。 〈木 川〉
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(3)虫 害対 策

1)展 覧会会期 中に おけ る虫害 対策

山種 美術館 にお いて,展 覧会 会期 中 に展示 ケー スお よび展 示室 内 で,

カツオブ シム シが発生 した との報告 を受 け た。 通常の ガ ス燥 蒸 がで き

ない状 況 であ った ため,展 示 ケー ス 内は,目 張 りしてDDVPを しみ

こませ た樹 脂 を配 置す るこ と,展 示 室床 は水 溶性 の薬 剤 を散 布す る旨

の対 策 を助 言 した。 〈木 川>

10.受 託研 究

(1)装 こ う材料 の生 化学 的研 究(修 復 技術 部 と共同)

紙本 の修復 に おい て,効 果的 に糊 ぬ き を行 うた めに酵 素(ア ル フ ァア

ミラー ゼ)を 使 用 す る試み が進 め られて お り,そ の有効性 が確 認 され て

い る。 本年度 よ り,こ の処理 を よ り安 全確 実 に行 うため の 基礎 実験 お よ

び影響 評価実 験 を開始 した。酵素使 用 後の 絵絹 に残 留 してい る酵素 鼠二を,

プルー でん ぷん のプ レー トを用 い て簡 便 に見積 もる方法 を確lrし た。 ま

た,工 房 に おい て,糊 ぬ きに最低 限必 要 な酵素 量 を決め るテ ス トを した。

使 用後 に酵素 を失 活 させ る試み として,イ ン ヒビター を何 種類 か試 した

が,少 量で満 足 で きる効 果 を示 す ものは なか った ため,酵 素の 除 去は洗

浄 のみ で対処 す る こ とと した。 〈木川 〉

、

5.修 復技 術部

(1)概 要

文化財の修復に関する調査研究,科 学的修復方法の開発研究,応 用および

その公表を主務としている。研究の対象は美術工芸品,建 造物,考 古資料,

民俗資料等の有形文化財をはじめとした,文 化財すべてを含んでいる。

組織としては,文 化財を構成する主材料に合わせて三室からなっている。
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第一修復技術研 究室

工芸品,建 造物など木材および漆を主な材質 とする文化財の修復に関する

科学的,技 術的研究を行い,そ の成果の公表を行っている。

第 二 修 復 技 術 研 究 室

紙 と布 を素 材 とす る文化財 の修 復 技術 を研 究 して いる。

絵 画 ・文 書類 の素材 と して,和 紙,絹 布,麻 布,木 綿 布 とそ れ らの繊 維,

顔 料,染 料,接 着剤(膠,糊 な ど)を 対 象 とす る。 繊維 の 強度変化 ・変色 な

どにつ いて の基礎 的研 究 と,紙 ・布 と しての 劣化要 因探 求 に よ り,修 復 技術

開 発 に資す る。現 代 の修復 技術 に不 可欠 な合 成樹脂 その他 の新素 材 も,文 化

財修 復 の観 点か ら検 討す る。 平 成 元年度 か ら始 まっ た 「在外 日本 美術 品の修

復 協 力」 には,修 復 技術 専門家 の立場 か ら修 復 全般 に 関わ る と同時 に,平 成

4年 度 か らは,「 紙の保 存修 復 」国際 研修 を も担 当 してい る。

第三修復技術研究室

建造物,考 占資料,美 術工芸品など:,;.ley,石材,そ の他無機材質を主材料

とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその成果の公表を行って

いる。

環境汚染物質によって無機材質で造られた文化財の劣化が進行して大きな

社会問題になっているが,ど んな修復保存処識が施せるのか研究を行ってい

る。また 「近代の文化遺産」の軍要文化財指定が本格化するに伴って従来の

修復方法では対応出来ない文化財が多くなっているため 「近代の文化遺産」

の修復研究機能の充実をはかっている。

(2)各 論

1.文 化 財 にお ける環境 汚染 の影響 と修 復技 術 の開発研 究(保 存科 学部 と共

同)

鎌倉 市 内に 四 ヶ所 の観 測ス テー シ ョンを設 既 して環境 汚染 物質 の測 定 を

行 ってい る。 また基本 的 な風 向 ・風 速の観 測 を行 うと ともにその 結果 に基
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つ い て風 洞実験 を行 った。

東大 寺 につ いて は酸性 雨及 び大気 汚染 ガ ス 自動 測定 装置 を設 置 し観 測 を

行 う とと もに錆 の分析 を行 った。 その結 果,ア タ カマ イ トや ア ン トレライ

トな どが検 出 され,あ ま りよい錆 の状態 で ない こ とが分 か った。

重要 文化 財 島根 県 日御 碕神社 の劣 化原 因 を知 るため に東 大寺 と同 じ観測

機 器 を設 置 し観 測 を開始 した。

本年 度 よ り韓 国 国立文化 財研 究所 と共 同研 究が 開始 され,韓 岡に おけ る

観 測場 所や観 測 方法 の検 討 と標 準 試料 の作成 な ど を行 った。〈青 木,川 野邊,

三 浦>

2,文 化 財 の伝 統 的修 復材料 の研 究(第2期3年 計 画 の第3年 次)

(1)修 復 材料 お よび修 復 技法 の開発 研究

a.金 属 と漆 の研 究

建 造物金 物 な どに施 され る焼 付漆 技法 の研 究の ため に,/isl`・1は 実

験 サ ンプ ルの作 成 を行 った。 サ ンプル作 成の ため,漆 膜の 完全硬 化 条

件 を検 討 した ところ,漆 種 類 と焼付 温度 に よ り硬化 時 間が 異 なるこ と

が確 認 され,漆 膜 の安 定性 に 及ぼす 焼付 技術 の差 に対 す る示唆 を得 る

こ とが出来 た。(中 里)

3.文 化 財 の材質 ・構造 ・技法 に関 す る研 究

(1)蓮 如 上人 直筆名 号料 紙の 調査

調 査 した4点 の内,2点 の繊維 が竹,2点 が楮 で あ った。竹繊 維 の料

紙 は 当時の状 況 か ら中国製 と推 測で き るが,楮 繊 維 の料紙 に つい ては繊

維 か らだけ では,日 本 製か 中国 製か の判断 は出来 ない。 しか し,楮 紙の

うちの1点 は簑 の 目が12～14本/寸 と粗 く,他 の3点 の40本/寸 と比 較 し

て,日 本製 と推測 す る こと も可能 で あ る。 〈増 田>

4.材 質 の劣 化 に関 す る研 究

(1)厳 島神社 ・高舞 台の修 復 材料 の検討

高舞 台の漆 塗 り塗装 の劣化 速度 を減 少 させ るため の塗装 方法 お よび材

料 の検討 を行 った。 〈川野邊 〉

(2)紫 外 線に よ る人工 劣化 絹 の開発

紫 外 線 を用 い て補 絹 用の絹 を調 整 し,文 化 財修復 材料 としての評価 を
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行 った。 〈川 野邊〉

(3)装 こ う技術 へ の酵素 利用 法の 開発

装 こ うに用 い られ る糊 の 除 去に酵 素反 応 を応川 し,処 置後 の 酵素の 除

去 お よび不活性 化 の手 法の 開発 を行 った。<川 野邊>

5文 化 財修復 技術

(1)金 属 文化 財 の修復 に関 す る研 究

和 要 文化 財和 歌 山市 大谷 占士賞出L金 属 製品 等の1修復 処 概 を実施 した。

大 谷 占墳 出iの 遺物 につ い ては,馬 面やM,1甲な どの 馬具 を中心 に して修

復 を行 った、,とくに馬 甲の 詳細 なii己録 を作成 して い るの で,そ れ を も と

に 考 占学的 な考察 を行 い模 造 製作 等 をll式み るr定 でい る。 プ ラ ズマ 処理

に関 しては象 眼遺物 の クリー ニ ン グに応川す るため に佐賀 県 出土 円頭 柄

頭 な ど数点 の処理 を行 った(1〈ICJ>

(2)lhヒ 木 製品の修 復 に関 す る研 究

従 来の 爽空凍 結乾燥 法 で は,乾 燥 後 に細か な亀裂が発 生 す るな ど,保

存処理 ヒ問題 が あ った、,これ らの問 題 を改良 す る研究 を行 っ て きたが,

実 験の 結 果,乾 燥 庫 内の湿 度 を,ジ胡節 す る ことで亀 裂発生 の程 度 を改 良可

能 なこ とが分 か ったので,乾 燥 庫 内の湿 度rジ司整が で きる真 空凍結 乾燥 機

を製作 した、,f備 実験 と して未処理 の遺物 を湿度 約60%に 調 節 した乾 燥

庫 内 でi・.結;;吃 燥処理 を行 った,,そ の 結果 は,通 常の 水浸 木材 で は,

亀裂の 減少 で満 足すべ き もの であ ったが,n後,乾 燥条 件や 含浸 剤の 検

討 を行 い,'1～初 か らの 目的 で あ る漆 製品へ の 応用 に向け て実 験 を進め て

い くf定 であ る、,〈}畢沐 〉

(3)石 造 文化財 の修 復 に関す る研 究

昨年 度 よ りレー ザー に よ る石材 表 面の 汚染物 質 の ク リーニ ング実 験 を

行 って い る。今 年度 は レー ザー照 射機 器 の導 入に伴 う,被 ク リー ニ ン グ

材 であ る汚染物 質 な どの分 光特性 や 発振 レーザ ーの 強度 等の検 討 を行 っ

た。 〈青 木〉

(4)遺 跡 ・遺構 の保 存修復 お よび復 元 に関す る研 究

史跡r葉 市加 曽利 具塚 に は 只層 断 面 が 覆屋 の 中 で保 存 展 示 され て い

る。この 貝層断 面 の保 イ∫二処理 後約30年 私1の経 過 に よる樹 脂 の劣化 な どで,
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混 土貝 層や ロー ム層 が崩壊 して きたため,ポ リシ ロキサ ン樹 脂 に よる含

浸 強化 試験 を行 っ た。 〈青 木>

6.調 査指 導

(1)木 質建 造物 の 塗装 調査 と復 元

松 山市指 定文化 財釣 島灯 台官舎 の木 目塗 りの技 法 と材質 の調 査 を行 っ

た。木 目塗 りを覆 ってい る塗装 膜 の剥離 方法 に関 す る指導 を行 っ鵡,(川

野邊)

7.受 託研 究

(1)重 要K化 財1E法 、¥惣門彩 色復 原の調 査研 究

屯要 文化財 正法 、～惣 門の 彩色 は劣化 が 激 し く,修 理 の際 して復 原彩 色

を行 うこ と とな った、,本研 究で は,復 元彩 色に必 要 な情報 を得 るため に,

図像復 原 と使 川顔 料の分 析 調査 を行 った、,

図像 復 原 は,斜 光 ラ イ トとデ ジタル カ メラを使川 して 彩 色の痕 跡 を画

像処理 して復 原 した。顔 料 調 査は,採 取 したサ ンプル を微 少X線 回折 に

よ る鉱物 同定 を行 い,走 査 型電r顕 微 鏡 ・X線 マ イ クロアナ ラ イザー に

よ りr1L;分 析 を行 った、,その結 果,全 体 の顔料 の変 質が 激 しい こ とと,

胡 粉の 石膏へ の変'['rが確 認 された。

(2)太 宰 府 市観 世 肖寺1-1° 目地 内出f:の 漆r箱 復 原 に関す る研 究

太宰 府 大字観 音 、,.J一内lilt一の 漆箱復ILに 関す る研 究(3年 計 画グ)3年 次)

詳細 な発掘 と断 片保 存 を行 いなが ら,漆 箱復 元の ための 調 査 を継 続 して

い る。 折 重な った断 片が複 雑 に堆積 してお り,発 掘 にはr想 以 ヒに時 間

を費・や してい る。

(3)装 こ う材 料の 生化,,,,,f一的研 究

保 存科学 部 との 共―i茄汗究

(4)重 要 文化 財 「旧札 幌農学 校 演武場(時 計 台)」 塗装 の研 究 調 査

建築 各 部の塗 装サ ンプル を採取 し,断 面サ ンプ ル を作 成 して,光 学 顕

微 鏡 走査 型電 子顕微 鏡EPMA,レ ー ザ顕微鏡 な どを用 いて,各 塗膜

の構造,顔 料,分 散材 な どの同定 を行 っ た。
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6.情 報 資料 部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作

成,収 集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部

所掌の研究資料に関する情報の統合化をはかることを目的とする。

当部所管の諸資料は美術部創設以来内外の研究者の利用に供され,文 化財

に関する研究資料センターの役割を果たしている。この機能をより充実させ,

学術情報の増加と多様化に対応した所蔵研究資料の効果的利用を図るため,

データの共有化を中心とする美術情報処理システムの研究,画 像処理技術の

応用,文 献データベースの開発などを行っている。

当部研究貝は,上 記業務を行うとともに日本 ・東洋美術史各分野で研究活

動を行っている。調査研究活動の成果は 「美術研究」ほか学会誌,美 術部 と

共催の公開学術講座等で発表されている。

当部は,文 献資料研究室と写真資料研究室の二室をもって構成される。

文 献 資 料 研 究 室

美術 史関係 を中心 と した図 書 ・雑 誌,調 査研 究 活動 に よって収 集 され た各

種研 究資料 の整理 ・保管 ・閲 覧 を行 ってい る。 また,日 本 ・東洋 古美 術関 係

の文献 目録 の作 成 とと もに文 献デー タベ ー スの開発 を行 ってい る。各 年分 の

文献 目録 は 『日本 美術年 鑑』 に掲 載 し,一 定期 間 ご とに総 合 ・増 補 し 『日本 ・

東洋古 美術文 献 目録 』 として刊 行 して い る。 現在,昭 和41年 ～60年 分 につ い

て編纂 作業 をす すめ て い る。

写 真 資 料 研 究 室

研究 用写真 資料 の 作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧 を行 う とと もに,各 研 究

者の調 査研 究活動 に協力 して研 究 資料 を撮 影 し,資料 の 充実 につ とめ てい る。

ま た,こ れ に併行 して,美 術 史研 究へ の デ ジ タル画像 処理 技術 の 応用 及 び,
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美術研究所創立以来蓄積 してきた写真原板のデータベース化に関する研究を

行っている。

(2)各 論

1美 術情 報 処理 シス テム の研 究一 デ ー タの共 有化 を中心 と して一(10年 計

画 の第7年 次)

(1)共 有 デー タの生 産 ・蓄積

1)文 献 ・図書 デー タ

定 期刊行 物所 載文 献 ・所蔵 図書 デー タの 入力 を継続 す る とと もに,

『東 洋美術 文献 目録 』(明 治 ～昭和10年,約30,000件),『 日本束 洋 占美

術文 献 目録 』(u召和11年 ～40年,約36,000件)を デー タ入 力した。

2)美 術 史研 究 資料

『日本 美術年 鑑』のデー タ化 を開 始 し,5年 間分(平 成2～6年 度版)

を入力 した。

3)画 像 デー タ

デ ジ タル画像 約3500件 を入力 した。

写真 資料 関連文 字デー タの入 力 を継続 した。

(2)パ イロ ッ トシステムの構 築

1)定 期刊 行物 所載文 献 デー タベー ス 及び所 蔵 図書 デー タベ ー ス検索 シ

ステ ムの運用 ・評価

日常的 に順調 に稼働 中。

2)画 像 デー タベー ス構築 の ため の基礎 実験

プ ロ フォ トCDマ ス ター を試作 し,画 質,容 量 等 につ いて諸 条件 を検

討 した。

3)ロ ー カルエ リアネ ッ トワー クシ ステム の整備 ・運用 ・評 価

ソ フ トウエ ア をTCP-IP対 応 版 へ 変 更 し,シ ステ ム の 高 度化 を

図 った。

4)検 索辞書 システム の研 究

基礎 的 な諸条件 につ い て調査 ・検 討 した。

II
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(3)「 共有化 」環 境 の検 討

1)「 共有 化 」環 境 をめ ぐる諸問 題 につい ての研 究会 の 開催

特別研 究 「有 形 ・無 形文 化財 デー タベ ー スシ ステム の構 築 に関 す る

研 究」 の一環 と して,関 連 す る研 究分 野 の研究 者6名 を招聰 し,協 議

を行 った。招 聰 者は以 下の 通 り。

1.張 洋 一(堺 市博 物館)2.加 藤 哲宏(大 阪芸 術短期 大 学)

3.成 澤勝 嗣(神 戸市 立博 物館)4.藤 田伸 也(大 和 文 華館)

5.林 知 佐 子(西 尾市 立岩 瀬 文庫)6.松 原(713(京 都 国 立 近 代 美

術 館)

2)文 化庁 を中心 とす る文化財 情 報ネ ッ トワー クシ ステムへ の対 応

平 成7年 度 第一 次 ・第二次 補正 予算に よ り,急 遽,本 年 度 中に,文

化庁 を中心 とす る文 化 財情 報ネ ッ トワー クシステム が整備 され るこ と

とな り,所 内の協 議 で再 確 認 され た方針 に基づ いて仕 様書 を策定 し,

所 内全体 のLANシ ステム を実現 した。 また学術 情報 セ ンター間 に専

川ll11線を敷 設 し,SINETを 利用 して外 部 ネ ッ トワー ク(イ ンター ネ ッ

ト)へ 接 続 した。 各年 の概 要 に基づ いて作成 したホー ムペ ー ジは,平

成8年 度 よ り開 設す るこ とにな った。

3)オ フラ インに よ るデー タ共 有 シ ステムの拡 充

「共有化 」環境 をめ ぐる研 究 会の 開催の ほか,当 部の作 成 したデー タ

ベー スにつ いて,そ の運 用評価 を各 モニ ター機 関 に依頼 した。

4)オ ンライ ンデー タ通信 の有効 利用

学術 情報 セ ンター ・国文 学研 究 資料館 の雑 誌記事 索 引デ ー タベ ー ス

を利 用 し,将 来の デー タベ ー ス公 開に向 け た諸条件 を検 討 した。

2.美 術史研 究 に おけ る語 彙 の研 究(5年 計画 の第2年 次)

(1)語 彙 の収集

継続 的に作 成 して い る定期f=iJ行物所 載 文献 デー タには キ イワー ドの 入

力 が な され てお り,当 デー タファ イルか らの語 藁収 集は本 年度 も進 め ら

れ た。

(2)デ ー タ記述 の 問題

本年 は語彙 特性 分析 への 準備 の一環 として,デ ー タ記述 の 問題 に焦点
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をあて た。 中 で も特 に画像 に おけ るデー タ記述 の 問題 に注 目した。近年

画像 デ ー タの蓄積 利用 環境 は著 し く改善 され てお り,画 像 デー タベ ー ス

は さま ざま な場所 で実 現 されつ つ あ る。 しか し大 量の 画像 デー タの蓄積

は,同 時 に それ を有効 に利 用す るため の検 索 システ ム を要求 す る。 それ

は文字 を中心 としたデー タベー ス とはや や様相 を異 にす る とは い う もの

の,本 研 究 で対 象 とす る画像 は名前 をは じめ とす る文 字属性 をぶ らさげ

て い るの が通例 で あ る し,当 座 は文 字 デー タに依 存 した デー タ記述 をお

こなわ なけ れば な らな い。

画像 の 記述 につ いて の研究 は西 洋美術 の領 域 ではか な り県 くか ら着 手

されて い るよ うであ る。 これ まで の研 究 をか え りみ ると,「 客 観的」な記

述 は いか に した ら可 能か とい う問題 をめ ぐって い るよ うに み うけ られ

る。 そ の ノ」法 をめ ぐる議論 の落 とし穴 は歴 史的,あ るい は 異文化 か ら生

産 され たphj像に対 して 「今,現 在 の常 識」 が いか に有効 か とい う問 いか

け を欠 いて い る ところに ある。 この周 辺 の話題 につ いて は情報 処理学 会

で報告 した(『 情 報処理 学会研 究報 告』95-CH-281995.11)が,当lniは

す でに 記述 され た ものの全文 デー タを蓄積 す るの もひ とつの方 法 であ ろ

う。

(3)語 彙 の特 性分析 へ の準備

1)昨 年度 と本年 度 の検 討 を通 じて,分 野 を限 ったデー タベー ス(た と

えば 江戸 時代 以前 の絵画 史,彫 刻 史研 究文献)を 対象 と した検 索語彙

辞 脅 を作 成す るこ とは比 較 的容 易 であ ろ う とい う見 通 しは 得 られ た

が,本 年 は語 彙の 大幅 な広 が りが予 想 され る近代 現代 美術 を対 象 と し

た語 彙 の収 集 をお こ なった。

2)す でに収集 した古美術 関連語 彙 の一 部 にその属 性 を付す デー タファ

イルや,限 定 され た分 野に おけ る語彙 インデ ッ クスを作成 し,語 彙分

類へ の 準備 を整 えた。

3.デ ジ タル画 像 デー タの蓄積 と活 用 に関 す る基礎 的研 究(5年 計 画 の第2

年 次)

(1)ア ナ ロ グ画像 デー タ(デ ジ タル画像 デー タ)

科 学研 究 費デー タベー ス刊行 費 に よる「有形 文化 財 デー タベ ー ス」(代
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表 者:東 京 国立博 物館 ・高 見沢 明雄)に よ り,前 年度 に引 き続 き,所 蔵

ガ ラ ス原板 の うち キャ ビネ判1328カ ッ トを,ま た今年 度新 たに手札 判515

カ ッ トを入 力 した。 ただ し前 年度 までの アナ ロ グ方式 の レー ザー デ ィス

クを改め,今 年 度 よ りデ ジ タル方式 のCD-ROMを 記録媒 体 に用 いた。

なお各画像 は解像 度300dpi,TIFF形 式 のフ ァ イル とした。

(2)デ ジ タル画 像の 記 臆媒 体

美術 部 第2研 究 室所 蔵 の 黒 田清 輝作 品 を撮 影 した4×5カ ラー ポ ジ

フィル ム20点 お よび情 報資料 部所 蔵 原板 の同 じく4×5カ ラー ポ ジフ ィ

ル ム20点 の計40カ ッ トを原稿 と し,実 験用 のプ ロフォ トCDマ ス ター を

試作 した。

試作 したCDの 画 質等 を検討 した結果,お おむ ね良 好 なデー タを得 た

ため,こ れ に引 き続 き,美 術 部 第2研 究 室所1歳の黒 田清輝 油彩 画4×5

カ ラー;」'ジ139カ ッ ト,同 ス ッケ チ ブ ッ ク4×5モ ノ ク ロフ ィル ム180

カ ッ トお よび情報 資料 部所蔵 原板4×5カ ラー ポ ジ1175カ ッ トよ りプ ロ

フォ トCDマ ス ター を作 成 した。

た だ し,経 年変 化に よって槌 色 した カラー ポ ジフ ィルム を原稿 とす る

場 合の修 正処 理 な どに問題 を残 した。 また将来 の 画像 デー タベ ー スへ の

具体 的 な対処 の方 法 につ いて も課題 を残 して い る。

(3)ハ ー ド,ソ フ ト ・ウェ ア

現有 の汎用 コン ピュー タ(マ ッキン トッシュ・クワ ドラ900)に133MB

の メモ リを搭 載 し,実 験作 業の効 率 を上 げ るこ とがで きた。 また,本 年

度 は128MBの メモ リを増設 した汎用機(パ ワー ・マ ッ キン トッ シュ9500)

に加 え,接 続 機 器 と して フ ィルム な どの透 過原稿 の入力 がで きる イメー

ジ ・スキ ャナ,35ミ リ用 フ ィル ム ・ス キャナ,フ ィル ム ・レ コー ダ(35

ミリ用)な どの導 入 をはか ったの で,デ ジ タル画像 の幅広 い 活用 をめ ざ

した各種 の実 験 が可能 に なっ た。

4.日 本武 装史研 究

刀剣 ・甲冑 ・馬具 ・弓箭 具 な どの 武装研 究 は,有 職 故実 と作 品研 究 が別 々

に行 わ れて いるが,こ れ を作 品 ・故実 ・文 献資料 をあわせ て行 うもので あ

る。 本年 は,愛 知 県 ・猿 投神社 所蔵 の武 器 武具 類 の調査,岩 手 県 ・中尊寺
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所蔵 ・藤 原三代 関係 資料 の内の武 器類 につ いて,調 査 研究 を行 うと共 に,

絵画 資料 を収 集 した。今 後 も資料収 集 につ とめ る。(廣 井)

5.古 代仏 教彫 刻史研 究

平 安時 代初期 木彫 像研 究 を継続 し,東 寺 講堂 諸像,薬 師寺 八幡 疏神像,

奈良 博薬 師如 来坐像,東 博薬 師如 来坐像 等 の作 品調査,及 び関 連資 料の収

集を通 して,八 ・九世 紀 に彫 像 が獲得 し始 め る特 殊 な障磯 神イ。1仰に つ いて

考察 を加 えたO

ま た,中 国に おけ る関連作 品研 究の 一環 と して,陳 西省北 部及 び西音1～の

唐 ・宋時 代 の石窟 を調 査 した、,(長岡)

6.鎌 倉時 代絵 画史 の研 究

1)神 護 、1}一モ画像 につ い ての試 論発 表(『源 頼朝像 一 沈;1然の 肖像p4j』1095.3)

後の補 完的 調 査 を行 った。 長勝 、¥(茨 城 県)蔵 「源頼 朝イ蒙1な らびに聖

智、1、宇(杓lll朔り、91歳 「溺1束`〔・;り1イ象」は ともに 元・卜良μ与イ随グ)[山iイ象て",11il者`・tiii朝

遠 忌 に神護 、1}画像 の模 写,後 者は 斜院復 興 嘱業 を期に制作 され た もの で,

神 護 芋とは まった く関 わ らぬ 画像 であ る。両 者と もに狩 野 派の画 家のf

に なるOこ れ らの作 品 は71:)時 代 前期,孝 院復 興 期に おけ る,苧:創 期 の

大檀 那の 記憶 の 浮 ヒを背 景に持 つ、,絵画 にお け るi三題 浮iの 如脈が形成

され る モデル と して格 好の 弼 列で あ る、,

2)人 の像 と神の像 の 問 にあ って,か な らず し も肖像lilliの中心ll勺な話題 と

な らなか った1=.題では あ るが,仏 や 神や 人の 画像 形成 ヒ1恥要な川 題 をか

か えて いる もの が あ る、、本年 はそれ らの 中か ら 「藤 原鎌 足像1の 調査 を

開 始 した、,

3)伝 記絵 は人の物 語 の形成 の場や 物 語 を必要 とす る社会 集団 のか た ちの

枠 組み を考 察す るLで 駐要 な資料 であ る。 本研 究 では,画 像 奉懸 の儀 礼

と像主 の物 語形成 の 関 わ りへ の関心 か ら伝 記絵 を検 討 してい る,,本 年 は

これ ま で継 続 して い る法 然の伝 記絵 の延 長で仏光 寺(京 都)蔵 親1_fnr:人

伝 絵 の調査 を行 った。

4)こ れ ら調 査 でえ られ た資料 のデー タベ ース化 を行 った。(米 倉)

7.請 来仏 画研 究

日本 に請来 され た宋 元仏画 に関係 す る仏教信 仰 と制作 の場 を考 え るため
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に 中国断 江省の 仏教 史蹟 を訪 れ,そ の 現況 を確 認 した(9月)。 主 た る訪 問

地は,蘇 州,杭 州,径 山,天 目山,紹 興,天ilCI,寧 波,普 陀 山等 であ る。

と りわけ 寧波市 内 の旧寧 波府城 内の東 南に あた る地 域 で は,石 板 巷 な ど寧

波仏 画の款 記 にみ える地 名が 残 る旧市街 が,近 年 の 再開発 で急速 に 失 われ

つつ あ る状 況 であ った。 また佐賀 県萬 歳 、～三痂 歳の 見心 来復像 の賛 文 にみ え

る定 水 孝の所 在 を,慈 渓 市解 家村 に確 認 した、,(月手)

8中 国 におけ る石 窟美 術 の研 究

中国河 南省 にみ られ る阿弥 陀浄 ヒ変相 の 図像 を中心 に研究 をす す めて き

た、,

河 南 省の小 南海 イ1窟に つ いて,近 年行 って きたフ ィー ル ドワー クの成果

を もとに,初 期 几 品往 生1ツ1の展 開 や こ仏 造像 の構 成 とい う点 か ら考察 を

行 った,そ の研 究成 果の ・部 は,学 会 での11頭 発表や雑 誌へ の論 文掲 載の

形 で公 表す るまで にな ってい る、,

さ らに 日中 共同研プ巳 「敦 煙 文化 財の保 イ∫:修復 に関す る調査 研究 」 の一環

として,修 復 研 究に1'ljけた敦 煙壁lliliの調 査 を行'・た0そ れ と並行 し,初 唐 ・

盛唐 期の敦 煙 にお ける阿 弥陀 浄 ヒ変相」く・観経 変相 を対照 に フ ィー ル ドワー

クを行 った、,とくに敦 煙 莫高 窟第431窟 ・第215窟 な ど,来 迎 引接 式 九品往

生図 の壁 画 を有す る'/,につ いて も調査 を行 うこ とが で きた。 そ れ らに対す

る図像 学 的研 究 が 今llの 課題 で あ る,,(勝 木)

7.国 際 文化 財保存修 復協 力セ ンター

(1)概 要

文化財 は 人類共通 の遺 産 であ り,国 家,民 族 を越 えて,そ の保 存 ・修 復 に

当た らなけ れば な らず,そ の ため に は国際 協 ノJが不"∫欠 であ る。 国際文 化財

保 存修復 協 力セ ン ター は,世 界 の 文化財 の保 イ∫:・修復 に関 す る国際 的 な研究

交 流,保 存修復 事業 への 協 力,馴"隊 の 養成,情 報の 収 集 と活 用等 を実施 し,

文化財保 護 にお け る国際的 な 責務 を果た す こ とを1;r1勺と して,平 成7年4月

に従来 の国 際文化 財保 存修復 協 力室 を4ル1充し発足 した、,現在,セ ン ター では

49



「
一一一一一一 一一一一

岡際文化財保存修復協力セ ンター

世 界各 国,各 地域 の文 化財 とその保 存に 関す る資料 の収 集,整 理,デ ー タベー

スの作 成 を行 ってお り,ま た,国 際 共同研 究,国 際 会議 ・セ ミナー の 企画,

実行 や 諸外 国の専 門家 の研修 に関す る仕事 を行 ってい る。 さ らに,基 礎 研究

として,屋 外 の石 造 お よび木 造 文化 財 の劣 化 と保 存 処 置 に 関す る研 究 等 を

行 って い る。

企 画 室

国際 協力 事業 の企画,運 営,諸 外 国,関 係機 関 との連絡,調 整 等の3ド務 を

行 ってい る。

環 境 解 析 研 究 指 導 室

世界のK化 財 の保 存,修 復 に関す る調 査研 究 を行 い,ま た,国 際 協 力'ド黙

の技術 的内容 に つい ての調 査,指 導 を行 ってい る。

(2)各 論

1世 界,特 に ア ジア諸国 にお け る文 化 財保 イ∫:に関 す る情報の 収 集(1円 乏期:

10年 計画 第5年 次)

(1)文 化 財の 劣化状 態 お よび保 存 対策 につ い ての調査

1)カ ンボ ジア のア ン コー ル遺 跡,タ イの クメー ル遺跡群 等 の保 イ∫:修復

事業にお け る現 状 と問題 点 につ いて研 究協議 会 を行 い,意 見 交換 を行

うと同時 に情 報収 集 を行 った。<西 浦 ・松 本 ・朽 津>

2)国 内 ・外で 開かれ た 国際的 な会 議,講 演会,研 究会 等に 参加 し,多

くの 情報 を得 た。 〈西浦 ・松 本 ・朽 津〉

② 組織 機構,プ ロジ ェ ク ト等 につ い ての調査

1)東 京国 立文化 財研 究所 を訪 れ た諸外 国の文化 財保 存 関係 者か ら個別

に各 国の状 況 を聞 き取 り,資 料 とした。<西 浦 ・松 本 ・朽津>

2)海 外で行 わ れて い る国際的 な研修 事 業に おけ る教 育 カ リキ ュラムの

調査 を行 って い る。<松 本>

3)国 内 ・外 で開か れた 国際的 な会議,講 演会,研 究会等 に参 加 し,多
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くの情 報 を得 た。<西 浦 ・松 本 ・朽津>

4)ユ ネス コ(世 界遺産 セ ン ター),イ クロム を訪れ,事 業 内容 と現状 の

問題 点,今 後 の 協力 関係 等に つい ての 調査 と協議 を行 っ た。 〈松 本〉

(3)保 存担 当者 リス トの 作成

1)世 界,特 にア ジア諸国 の 文化財保 存担'1賭 の国別 リス トを作成 すべ

く,情 報 の収 集 に 努めて い る。 この場 合,単 に 人名 を網 羅 す る もの で

な く,実 際 に役 立つ 内容 のあ る リス トにすべ く,デ ー タベ ー ス化 を開

始 した、,<西浦 ・松 本>

2)国 内の文化 財保 イ∫:に関 わ る機 関 及び 人材の リス トを作成 して い る。

この場 合 も単な る リス トで な く,利 川価仙 の 高 いデー タベ ー ス とす る

ため に,そ の整 理 ノJ法等 を検 討 中であ る、,<西浦 ・松 本>

3)国 内の機 関,研 究 者の 海外 協 力事 業につ いて の調査 を開 始 した。将

来出版 物 として定期 的に 情報 を公開 す るf'定 で あ る。<西 浦 ・松 本>

2屋 外 石造 文化 財の 劣化 と保 存修 復処置 に 関す る研 究(中 長期 二10年計画

第5年 次)

(1)洞 窟,磨 産 仏等 の 劣化現 象 と保 存対 策 に関す る調査研 究

1)福 島 県小高田∫,史 跡 ・薬師 堂石仏 の 劣化状 態 を定期 的 に調査 して お

り,大 屋根 架 設後 の 岩体 の乾 燥に伴 う状 態変 化 につ いて,保 存 処置 方

を踏 まえつつ,調 査 を糸1米続 して い る,、<西浦 ・朽 津>

2)中 国 ・敦煩 莫高 窟に おけ る壁画 の塩 類風化 の進 行速 度 を見積 もるた

め に,洞 窟内外 での蒸 発1婁1:のIII測をイfった。 そ の結果,通 常状 態に お

け る壁画 表 面か らの蒸 発は計 測 困難 なほ ど小 さ く,従 って塩 類 風化 は,

通常 の環 境 ドでは 殆 ど進 まず,大 雨の ような例 外 的 な状況 の下 で一 気

に進 行す るこ とが推 定 され た。 こ う した点 を考慮 した保存 対策 が望 ま

れ る。<朽 津>

3)埼 玉 県 ・llボ見百シヒにおい て,壁 面の塩 類風 化 の メカニ ズム とその 速

度 を解 明す る 目的 で,蒸 発lll:の計 測 と析出塩 類 の分析 を行 った。現 在,

デー タを評価 中 であ る、,<朽津>

4)北 海道 の フ ゴ ッペ 洞窟に おい て,壁 面の 劣化状 況 を調 査 し,そ の 結

果 の解析 を進 め てい る、,〈朽 津〉
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5)神 奈川 県,重 文 ・元箱根 石仏群 の保 存修 復 につ いて,材 料 の選 択や

処理 方法 の検 討等 を継 続 して行 ってい る。 〈西 浦〉

(2)石 材 の劣化 現象 につ いて の岩石 学,鉱 物 学的 調査研 究

1)犬 山市 ・明治村 内の石造 文化 財 に用 い られ て い る石材 の脆 弱化 した

部分 の試料 につ いて,偏 光 顕微 鏡等 に よ って劣化状 況 の観察 を進 めて

い る。<朽 津>

2)ド イツ ・レー ゲ ン スブル ク大聖堂 の建 築 に砂 岩 と石灰 岩の2種 の石

材が 川い られ,砂 岩が 著 し く風 触 を受 け て い る状 況 を観 察 し,修 復 ノ∫

法に つい て検 討 した。 〈朽 津〉

(3)Ti材 の保 存材料 に関 す る調 査研 究

1)イ1材 の強 化 お よび擁 水処 理 に川 い られ る代 表的 な シ リ ニ2・一ン樹 脂に

つい て,そ の物性 を比較検 討す るための 実験 を行 ってい る1、凝灰 岩,

砂 岩,安 山岩 試験 片を川 いた浸 透性 測定,石 粒 を川い た強 化 力評 価実

験,処 理 石 材 の水蒸 気透過 性 試験 を行 って お り,特 に,1一 ロッバで

広 く川 い られ て い るエ チ ル シ リケー ト系強 化 剤 であ るWackerOII

と 日本で 多 く川 い られ てい る メチ ル トリエ トキシ シラ ン系擁 水強 化剤

であ るSSlOlと の比 較 を行 って いる,,本 年度 は特 に,こ れ ら シ リコー

ン樹 脂の硬 化過程(重 縮 合 反応)に つ いてFT-IRに よ る解析 を行 い,

完企硬 化 には かな りの期 間 を要 す る こ とが確 認 された、,〈西浦〉

(4)渥 外 石造 文化財 のr境 と劣化 に関 す る研 究

1)大 分県 の石造 文化 財調 査に顧 問 として参加 し,調 査マ ニ コ.アル の作

成 を行い,調 査 ノ1法につ いての 指導 を行 ったO〈 西浦>

2)タ イ国 東北 部の クメー ル石造 遺跡 の劣 化現 象に つい ての調 査を行 っ

てお り,特 に パ ノム ・ルン遺跡 に おいて は,無 電源 長期環 境 計1則シ ス

テム を設 置 し,測 定 を行 って い る。 〈西浦>

3,文 化 財 の保 存 を目的 と した レンガの劣化 現象 と保 存対 策 に関す る調査研

究(中 長 期:5年 計画 第2年 次)

(1)国 内 にお け る調 査

1)函 館市 の伝 統 的建造 物群保 存 地 区にあ る金森 倉庫群,ベ イ函館,旧

北海 道庁 函 館 支庁 書籍 庫等 の レ ンガ造 建造 物 にお いて,そ れ ぞれ レン
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ガの劣 化状 況 を観察 した。 各建 物 では,塩 類 の析 出に よ る レンガ表而

の劣化 が 目立 った ものの,海 岸 に近 い金 森倉 庫群,ベ イ函館 と,や や

海 岸か ら離 れて い る旧北 海道庁 函館 支庁 じIF籍1・1ことでは,析 出塩 も劣化

状 況 も異 なって お り,レ ンガの 劣化 に対 して 海水 が密接 に 関係 して い

る こ とが判 明 した。 〈朽 津>

2)関 東 近郊 に残 るレンガ造建 造物 に おけ る レンガ の劣化状 況 につ い て

観 察 を行い,採 取 した試料 の分析 を現 在進 め てい る。<朽 津>

3)VIIIAIiigJ治 村 にあ る レンガ造建 造物 に おけ る レンガの 劣化状 況 につ

いて,現 地'1季務所 と連絡 を取 りなが ら観察 を続 け てい る。 〈朽 津〉
、

(2)国 外に おけ る調 査

1)タ イ国の代 表的 なレ ンガ造 遺跡 で あ る スコー タイ遺 跡,ア ユ タヤ 遺

跡 にお いて,レ ンガの 劣化現 象に つ いての 詳細 な調査 を行 った。また,

両 遺跡 に無電 源 長期環境(大 タく温 度,大 気湿 度,日 照 強度,雨 量,レ

ンガ 表而温度,レ ンガ内部温 度)計lllilシステム を設 置 し,測 定 を行 っ

て い るO〈 西浦 ・朽 津〉

(3)'案 験 向勺看斤'究

1)タ イ国の代 表的 な レン ガ造 遺跡 で ある ス コー タ イ遺 跡に お いて,レ

ンガの 劣化 原因の 大きな もの の一 つ とな ってい る塩類 の析 出 の問題 を

考察す る 目的 で,同 遺跡 に川 い られて いた オ リジナ ルの修 復用 の モル

タル と蒸留 水 とを反応 させ て 乾燥 させ る実験 を行 った。 その結 果,修

復 川の モル タル の場合 に の み顕 薯:な塩 類 の析 出 が観 察 さ れ た こ とか

ら,こ の場 合 には,修 復 川の モル タル 中の成 分が,レ ンガの塩 類風化

を促 進 させ てい る"∫能性 が考 え られ る、,〈朽津>

4.そ の他

(1)顔 料分 析 な ど

1)松 戸市 立 博物 館蔵 の板絵 に 見 られ た鉛 白の 変色 と,そ れ に対す る修

復処 置 に伴 う顔 料鉱物 の変 質 につ いて,微 小 部X線 回折 を用 いて観 察

を行 った。 これに よ り,鉛 白が硫 化 鉛に変 質 す るこ とに よる黒 色化 の

メカニ ズムは解 明 され たが,修 復 処 置に伴 う噸'1色 につ い ては 未だ解

明 され てお らず,今 後の 課題 として残 されて い る。 〈朽 津〉
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2)水 沢市 ・正 法寺 惣 門の彩 色壁画 の顔料 を分 析 し,現 在 は変 色 してい

る と考 え られ る もの につ いて も,使 われ た当初 の顔料 と色 を推 定 した。

壁 画の修 復 に際 し,こ の分析 結 果が尊 重 され る予定 で あ る。<朽 津>

3)島 根 県 ・神 原神 社古 墳 に用い られ た赤 色顔 料 を,X線 回折 に よって

分析 した。 その結 果,竪 穴 式石 室内部 に は朱 が 用 い られ て いたの に対

して,石 室外 の埋 納坑 内の 土器 には,多 量のベ ンガラが保 有 され てい

たこ とが判 明 した。 この事 実か ら,今 後 古代 にお け る赤 色顔 料の使 い

分 け に関す る議 論が 発展す るこ とが 期待 され る。<朽 津>

4)函 館 空港 遺 跡出土 の土器 片 に付着 して い た顔 料 を,EPMA分 析 した

結 果,ベ ンガ ラで あ るこ とが判 明 した。 これ は,こ れ まで に科学 的に

確 認 され たベ ンガ ラの使用 例の 中 で,か な り古 い例 に 当 たる と考 え ら

れ る。 〈朽 津〉

(2)考 古 試料の 分析

1)島 根 県 ・荒神 谷遺 跡 にお いて,銅 剣の 状面 を概 って い た蝋色hの 粒

土分析 を行 った結果,こ の部分 では,周 辺の 土壌 とは全 く異 なる細粒

の粘 土が用 い られ てい る こ とが判 明 した。つ ま り,銅 剣の 直1:lidは,

別 の 場所 か ら持 ち込 まれた粘 土 とい うこ とにな る。〈朽 津〉

(3)古 代 を中心 としたア ジア各国 の研究 意 匠の比較 研 究

1)装 飾的 な斗棋 や いわ ゆ る 「チ ャイ ティア 窓」 と呼ば れ るよ うな,ア

ジアに広 く普 遍性 を持 った意 匠の源 流 と伝播 の可 能性 につ いて検 討 し

て い る。 〈松本 〉

(4)遺 跡建造物 の 復原 のあ り方 につ いての調 査

1)文 化財 の保 存 と活用 におけ る復 原の問 題 は オー セ ンテ ィ シティに関

わ る重要 な問題 であ る。 文化 のバ ッ クグ ラウ ン ドの異 な る国々 との 国

際協 力 を行 うにつ いて は,充 分 な調 査 と理解 が必 要で あ り,実 際 の事

例 資料 を収集 してい る。 〈宮本 ・松 本〉

(5)史 跡,建 造物 の保 存整備 事業 につ い ての指導,助 言

1)下 記 の国指 定 史跡保 存整備事 業 につ い ての指導,助 言の 実施 く宮本 〉

・三 内丸 山遺 跡(青 森 県,建 設省)

・下野 薬師寺 跡(栃 木 県南部 町)
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・中高瀬観 音 山遺 跡(群 馬県富 岡市)

・松 本城(長 野県松 本 市)

・平 塚 川添遺 跡(福 岡県tf木 市)

・吉 武高 木遺 跡(福 岡県福 岡市)

・吉 野 ケ里遺 跡(佐 賀県,建 設 省)

2)岡 山 県津lll市お よび大阪府 富 川林 市のイ11統的建 造物 群保 存整 備事 業

につ い ての指 導,助,1の 実施 〈松 本〉

(6)発 掘 調 査につ いて の指導,1111

1)ド 記の 国指定 史跡の 発掘 調 査に つ いての指 導,助 言の実施 く宮本 〉

・北 野遺 跡 一和泉A遺 跡(新 潟県)

・池L曽 根 遺 跡(大 阪府)

・原 の辻 遺跡(長 崎 り19

・
;lf川一新宿 占墳イ1羊(栃木 県小川 町)

・来住 廃 寺跡(愛 媛 県)

8.国 際 調査研 究

(1)敦 煤文化財保存修復に関す る調査研究(中 長期10年

計画 第5年 次)

(1)環 境研 究班

1)長 い スパ ンで の敦煙 莫高 窟の保 存環 境 につ いて 考察 す る ため に,地 球

規模 で の 長期 の環 境 変動に つ いて,種 々 のデー タか ら解析 した とこ ろ,

中国 中央部 にお い ては,ADI200以 降 は気 温変動 が他 の地 域 に比 べ て小

さ く,遺 跡保 存 の点 でイ1利で あ った と考察 され た。

2)第194,53,258窟 に設 置 した環 境、;i'測機 器に よ り,外 気 温度,外 気湿

度,日 照 強度,風 速,洞 窟 内 各部位 の1占lt度と湿度,岩 体 内温度 と湿 度等

を測定 して い る。 本 年度 も継続 して計 淑1比てお り,回 収 したデ ー タの解

析 を行 っ た。

3)敦X周 辺 の水 の分 析 調 査,特 に イオ ウの起 源 を探 る分 析 調査 を行 って
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い る。

4)洞 窟 内外の 粉塵 量の調 査 を行 った。 特 に開放 窟 におけ る見学 者 の出 入

りに伴 う変化 につ い て測定 し,現 在解 析 中で あ る。 未だ 充分 なデー タは

得 られ て いない が,今 後 中国側 でデ ー タの集積 が な され るf定 で あ る。

(2)病 害研 究班

1)壁 画 の塩 類風化 の進行 速 度 を見積 もるため に,洞 窟内 外 での蒸 発111:の

計 測 を行 った。 その結 果,通 常 状態 に おけ る壁画 表面か らの 蒸 発は計 測

困難 なほ ど小 さ く,従 って塩類 風化 は,通 常 の環境 下 では殆 ど進 まず,

大雨 の よ うな例 外的 な状況 の下 で一 気 に進行 す るこ とが 推定 され た,,

2)第194窟 にお け る大1k模 な壁 画の 崩落 と塩類 の析 出 が,い つ どの様 な状

況 で起 きたか につ いて,文 献等 か ら調査 した ところ,1908年 ベ リオに よ っ

て撮 影 された 第194窟 内部 の状 態 と現 在 の状 態 とが ほぼ 同 じであ る こ と

がblqjった。この こ とか ら,現 在 の第194窟 の劣化 は,1908f卜 以 前の極 め て

例 外 的 な大雨 に よる もの では な いか と考察 され た、,

(3)修 復 材料研 究班

1)第53窟 の壁画 の斜 光写 畑 最影 を終 え,図 化 を行 うf定 で あ る、,

2)洞 窟 内壁 画の"」二畑 最影 を簡 便 か つ精 ∫ワに 行 うため の撮 影 装 ・r'を開 発

し,試 作 した。 現イ量三最終 的 な改良 を行 って い る ところであ る,,

3)第258窟 の煙 燃壁 画の ク リー ニ ン グを行 うに 当た って,レ ー ザー ガンに

よ るク リーニ ングノJ法につ いて,試 験 片 を使 った実験 を行 った、,実際 に

現場 で 応川で きるか ど うか,今 後検 討 して い く、,

4)壁 画修 復川擬t.に つ いて,特 にその透 気性,透 水性 につ い て,実 験 室

での測定 を行 っ た。

(4)国 際研 究集会

「敦 煤莫 高窟保 存 国際 シ ンポ ジウム」を開催 し,研 究報告 と討議 を行 って,

莫高 窟保 存の課 題 と展望 につ いて考 察 した。

(5)研 修 事 業

敦 煙研 究院か ら2名 の研 究者 を招 へ い し,壁 画の修 復材 料,技 法 につ い

て の研修 を行 った。
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(2)ス ミソニ ア ン研究 機構 との国際研 究交流

今 年度 は 「科学 技術 を利 用 した文 化財研 究 丁一法の 開発 の総 括」 とい う科 学

研究 費 のテー マの 下 で,特 にベ トナ ム出土 の陶磁 器につ い て研 究 を行 った。

日本 側か ら3月 に青柳 洋治(上 智 大"γ:)が訪米 し,ブ リア ・サ ックラー 美術 館

の所 蔵 す る陶磁 器 の調 査 を行 い,ア メ リカ側 か らは2月 にパ メラ ・バ ンデ ィ

バー(保 イ∫二分析 研 究所)が 来 日して,研 究成 果の 交流 を行 った、,

(3)タ イ国 レンガ造遺跡の劣化現象 と保存処置 に関す る調

査研究

科 学研 究費 国際'γ:術研 究 海外 　,に よ り,本 年度 か ら3ヶ 月計画 で調

査研 究 を開始 した、,本年度 は7月 と12月 に タイ国 を訪 れ,タ イ国 内の レン ガ

造遺 跡の 調査 を行 い,代 表的な 遺跡 であ るアユ タヤお よび ス コー タ イに環 境

計測 シ ステム を設 置 した,3月 に タ イ側 研究 者2名 を招 へ い し,調 査 研究 結

果 と'r後 の研 究計 画に つい ての 協議 を行 った。

(4)文 化財保護に関す る日独学術交流

'1冗成5年 度 か ら科 学研 究 費に よ り1漆 ・ニ スな ど伝統 的 天然樹 脂 塗膜 の劣

化 と保イ∫:に関 す る研 究1の 共同研 究 を行 い,今 年度が11x終年 度 で ある。6月

に川1'」 渉 が 訪独 して 漆試料 の分析 に関 す る 共同{lll:究を行 い,7月 に三浦 定

俊 と加藤寛(東 京 国立 博物館)が 訪独 して ドイツ国 内の漆 工 品お よび関 連資 料

につ い ての調査 を行 った。2月 に は歴 史民俗 博物館 の11高 薫 が訪独 し,15-16

世 紀 の南蛮 貿 易資料 の収 集 にあ たっ た,,ま た11川 こドイツ側 か らベ ル ンハ ル

ト・ドー ル(連 邦政府),ミ ハ エル ・キ ュー レン ター ル(バ イエ ル ン州 立 文化 財

研 究所),ジ ー クフ リー ト・エン デル ス(ヘ ッセ ン州K化 財 局)の3氏 が 来 日し

て,岐 阜,石 川,沖 縄 な どにお いて漆L芸 品 の調 査 を行 う とと もに,関 係 者

と研 究協議 を行 った。 この他,建 造 物保 護分 野で の 共同研究 に関 す る打 ち合

わせ を行 った。
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(5)シ リア,ア イ ンダーラ神 殿遺 跡の保 存修 復

ア イ ンダー ラ神 殿 遺 跡 はBC10世 紀 に遡 る古 代 オ リエ ン トの 重 要 な遺 跡

で,1956年 と1976年 に発 掘が行 われ た。 この遺 跡 を特 徴づ け るのは 玄武岩 に

彫 られ たス フ ィン クス及 び ライ オ ン像 の レ リー フ であ る。 これ らは 発掘 直後

か ら損傷 が著 し く,早 急 な保 存修復 処 置が 必要 とされて いた。 そこで昨年 度

よ り5年 計 画で,住 友財 団 の助成 を受 け,シ リア考 古総局 との共 同で,保 存

修復 事 業 を行 ってい る。 日本 側研 究者 及 び技術 者が4月,10月,12月 に現 地

を訪 れ,石 彫 レ リー フの ク ラッ クへ の樹 脂 注 入充愼 処置,足 跡石の 強化 防水

処 置,床 石 の 講上 げ処 置等 を行 っ た。 秋 には1ヶ 月問 シ リア か ら研修 生 を招

へ い し,保 存修復 の基 本技術 を習得 させ た。

(6)文 化財の保存修復技術 に関す る国際共同研究一文化財

の保存修復 に用いられる新材料 〈1>合 成樹脂 一(中 長

期:9年 計画 第2年 次)

本研 究 は文化 財 の保 存修 復 に用 い られ る新 材料 につ い ての タ イ国及 びベ ル

ギー 国 との国際 共 同研 究 で ある。本 年度 は その 第2年 次 であ り,合 成樹 脂 に

つい て,タ イ国立博 物館 との共 同研 究 を継続 す る と ともに,本 年 度 よ りベ ル

ギー 王立文 化財 研究 所 との共 同研究 を開 始 した。

(1)建 造物 等崖外 文化 財の保 存修 復 に用 い られ る合 成樹脂 に 関す る調悩}F

究

1)タ イ国に お いて建 造物,遺 跡等 屋外 の文 化財 の保 存,修 復 に用 い ら

れて い る合 成樹脂 につ いて の調査 を,タ イ国政 府芸術 局考 占部 と共 同

で行 った。特 に東 北部 の クメー ル遺 跡,及 び アユ タヤ遺 跡での 調査 を

石 材 及び レ ンガの保 存対策 と絡め て調 査研 究 を進め て い る。

2)ベ ル ギー 王立文 化財研 究 所 を訪 れ,石 造 建造 物 の保 存,修 復 に用 い

られ て いる合成樹 脂 につ いて,そ の 現状 と問題 点,さ らには,物 性 評

価 法 の標 準化 につ いての研 究協議 を行 い,具 体 的 な共 同研 究 の進め 方

につ い て協 議 した。併せ て,イ クロム を訪 れ,石 造文 化 財保 存修復 用

P
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国際調査研究

合 成樹 脂 につ いての 情報 を収集 した。

(2)美 術 工 芸 品等屋 内文化 財 の保 存修 復 に用 い られ る合成樹 脂 に関す る調

査研 究

1)タ イ国等 東南 ア ジアで,美 術工 芸 品,考 古 遺物,民 俗 資料,古 文 書

等,博 物館,美 術 館 の収 蔵 品 を中心 と した,屋 内 に保 存 されて いる文

化財 の保 存,修 復 に用 い られ てい る合成樹 脂 につ いて の調査 をタイ国

立博 物館 保 存部 と共 同で行 っ た。 東 南ア ジア では 天然樹脂 もか な り用

い られ てお り,合 成樹脂 との使 い分 けや,そ の根 拠 な どにつ いて も調

査 を行 って い る。

2)大 英博物館保 存部 を訪れ,大 英博物館 で行 われ てい る修 復作 業 に用

い られ てい る合 成樹 脂 につ いて,ま た,そ れ らの物性 評価 方法 につ い

ての 研究 協議 を行 っ た。 併せ て,ロ ン ドン大学考 古研 究所 を訪 れ,保

存修 復用 合成樹 脂 につ いての 情報収 集 を行 っ た。

(3)各 種 合成 樹脂 の物性 等 に関す る研 究

1)ベ ル ギー王立 文化 財研 究所 の研 究者 を 日本 に招 へ い し,壁 画修復 用

合成樹 脂 の物性 につ い ての研 究協議 を行 った。

2)実 験 的研 究 として,木 造 古建 築 の外装 塗装 と しての 丹塗 りへ の合 成

樹脂 の応用 につ い て,そ の耐 久性 の面か らの 評価 実験 を行 って い る。

(7)海 外所在 日本美術品調査

当研 究所 では,昭 和63年 以 来,欧 米所 在 の明 治時代 以 前の 日本 美術 作 品 に

関 す る基礎 デー タの収 集に努 め て きた。 平 成2年 度 よ り,文 化財 保 存修 復 学

会(旧 古文 化 財科学 研 究会)が 日本 芸術 文化 振興 会 か ら助成 を得 て 「海外 所

在 の 日本文 化財 を対 象 とす る調査研 究」 を行 うこ とにな り,当 研 究所 が その

委嘱 を受 け て調査研 究 を担 当 した。 平成2年 度の メ トロポ リタン美術館,3

年度 のバー ク ・コ レクシ ョン,バ ー ク ・フ ァウンデー シ ョン,4年 度 の フ ィ

ラデル フィア 美術館,5年 度 のプ ラ イス ・コレ クシ ョン,6年 度 のサ ンフ ラ

ンシス コ ・ア ジア 美術 館 の調査 に 引 き続 き,7年 度 はブル ッ ク リン美術 館 の

予備調 査 を行 った。
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書三要研究業績

9.主 要研究 業績

①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究 発表

⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他'1城7.4～8.3

美 術 部

鶴 田 武 良0ミ 術 部長)

②111国 油 画 ・撤 チ1「 現 代 中国油 画展1日li吸 好会館)ミ術 館

② 揚州 八怪(講 談 社 「水 墨 美術体 系」i・ 巻の 中 文丸1訳)

qll団 「,i,iイL)こ争1サ家1総 第8Jell

② 北 京駅11又蔵 現代 中国 画 にみ る国plliの移 り変 り

i北 京姑秘 蔵伸伽蔓1東 京 ステー シ コン ギャラ リ・一

② ノ∫暦 一 乾隆間 のll吋洋 絵1山iの流入 と洋風i師

「中iillの洋 風画 展lUf川1市 、ヒ国際版llhl連術館

②

③

③

④

④

④

陶冷・月につ いて(補 遺)

中匡渓 術 館め ぐり4台 北 故1川専物院

『中国 年鑑]995年 版』 史化 ・美術 の項

中国の 前衛)ミ彷∫

在 日本的現代 中国絵 画収蔵 虚 白斎匡1際検 討 会

―)〔三争iサ石月:究1363

「季 「lj/kA艮1由il72

1i窟liくi{1ナ『究 声りi

所 内総 合 側 究 会

香港 美術 館

在ii本ri勺徐 悲橿 作品 不II徐悲橿IIIIid任イrl年「九 老図1

北 京 ・徐 悲橿 誕辰100年 学彷∫検 討会

⑤ 中国 の社会i蔑 美術 ・1949-19851Dl1友 好 会f'i;

⑤ 張大Tの 芸 術的 生涯 松溝 美術館

⑤ 中国 美術 一 ポス ト'89日 中友好 会館

⑤ 現代 中 国美術 の動 向一社 会 主義 美術 か ら前衛 美術 へ一

文字 文化研 究所 第三 十六 回定例 研 究会

⑥ 当代 中 国油画(郎 紹 才重論 文 の 日訳)「 現代 中国 油画 展」

日中友 好会館 美術 館

7.4

7.h

7.9

7.10

8.1

7.4

7.7

7.12

7.10

7.6

7.6

7.5

7.5

7.4

.1

一



一
1:'y'研究 業績

島 尾 新(主 任 研 究 官)

① 瓢 鮎 図 一 ひ ょ う た ん な ま ず の イ コ ノ ロ ジー 一 平 凡 社7。6

② 花 鳥 図 屏 風 の 図 像 学 「国 華 」12017.12

② ドキ ュ メ ン ト と し て の 絵 画 一 王 義 之 ㌃1欄 図 の1由iと詩 一

「x三争1サイリF多巳」3637。12

③ 伝f一佐 光信 筆 花 鳥 図 屏 風 「国 華 」12()17.12

④ 会 所 飾 の 問 題 空 閾

唐 物 を巡 る 「X術 」シ ス テ ム か ざ り研 究 会7.12.23

④'1油 ・人 門'1≧ 舟 サ ミ ッ ト 岡 山 県1書訓 ・i[r∫8.3.25

⑥ 日本)ミ 術 の 至 宝 「'1「舟lIIICIq・ ハ イ ビ ジ ョ ン8.3

田中 淳 住 任研 究 官)

①1リ1治 の洋画 黒lllll8脚とr噛 会 日本の)ミ争1サ351至 文堂7.1

③ 「男の顔 」 がわか らない とい うこ と

「男の顔 展 図録1ギ ャラ リー 長谷 川7.7

③ 卜亀広 太郎 筆 顔 「美術研 究 」3638.1

④ 萬鉄'i.郎の 自画イ象

シンポ ジ ウム ・萬鉄'i.郎の 白画イ象 萬鉄1i.郎il己念 美術館7.5.1

④ 後期印 象派 考)ミ 術}苓ll・情 報資料 部研 究会7.12.13

山梨絵 美子(1こ 任研 究官)

① 高橋 由一・と[リ」治lli∫期 の7'」:phl「 日本の 美術 」349至 文 堂7.6

③ 高橋 由一 「花魁」 毎li新 聞 「二枚 の絵」7.8.8

④ 「黒 川清 輝 と東京 美術 学校 の 洋画教 育 」

韓 国 美術 史 ・美術教 育学 会 シ ンポ ジ ウム7.6.10

④ 「日本画 」概 念の形 成 を巡 って

④

5

(日本画 シン ポジ ウム)米 国セ ン1・ル イス)ミ術館7.11.4,5

明 治期 におけ る彫刻 概念 の確 立 と銅 像彫 刻

連 続 シ ンポジ ウム 〈美術 〉一「彫 刻の位ii'司東 京 日仏 会館8.1.27

H本 近代洋 画 史概 説 韓国弘益 大学 校7.6.9
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主要研究業績

⑤ 描かれた 「海の幸 ・山の幸」一その主題の変遷

ブリヂストン美術館土曜講座

⑥ 徳川慶喜 「油絵を描 く将軍」NHK「 日曜美術館」

⑥ 今,日 本画をどう見るか 世界の中の 「日本画」

7.7.8

7.10.1

8.1.24

岡田 健(主 任研究官)

③ 作品解説(兜 蹟毘沙門天像,五 大虚空蔵菩薩像,他)

『東寺の歴史と美術 新東寳記』真言宗総本山東寺7.11

中野 照 男(第 一 研究 室長)

② クチャ地方 の 中国様 式絵 画 「美術 研 究」3648.3

③ 麦積 山石 窟,雲 岡石 窟,醜 門石 窟 「月刊 しにか 」70大 修 館i鉢店8.1

④ 西域 クチャ地 方の 中国様 式絵 画

美術 部 ・情報 資料部 公 開学術 購座7.11.25

⑤ 町 の名 の由 来 「十 王」 茨城 県 多賀郡 卜」1町8.3.26

三輪 英夫(第 二研究室長)

① 明治の渡欧画家

④ 黒田清輝一人と作品

⑥ 川村清雄研究(共 編)

日本 の美術3507.7

米子 市立 美術館8.3.3

中央公 論 美術 出版杜6.11

芸 能 部

蒲 生 郷 昭(芸 能部 長)

② 日本音 尿中看到 的 中国影 嘱(王 耀華 訳)

「比較 音樂研 究」総 第11期(福 州)8.1

「音樂研 究」1996年 第1期(北 京)8.3

② 長 唄の 鬼 「芸能 の科学 」248.3

② 長 唄正 本研 究152～163(共 同研 究)「 邦 楽 と舞踊 」538～5497.4～8.3

④ 伝統 芸能 の 鬼 夏期学術 講座7.7

④ 日本音楽 に み られ る中 国の投 影
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中 日音楽 比較研 究 国際学 術会 議,中llll福 州li玲斐鎖 大17。11.8

⑤ 日本 の語 り物 と三 味線

第26回 東 京国立 文化 財研 究所芸 能 部公開 学術 講座7.11.28

⑥ 東京 国立文化 財研 究 所芸能 部 公開学 術 講座 語 り物 の 音楽

「川:1」文化財 」385号7.10

鎌倉 恵 子(演 劇研 究 室 長)

② 近松Ill佐衛1"1の鬼 浄瑠璃 の場 合 一 「芸能 の科 学」248.3

② 演劇 の 隆盛(占 浄瑠∫蘇9

階 波 講座 日本 文学 史1第7巻 岩波 評糖8。1

③ 歌舞伎 に 見るrl然 史1,2,3

1国 、ンニ科学 博物 館 ニ ュー ス」8.1～8.3

④ 伝統 芸 能の 鬼 夏期 学術 講座7.7

細 井 尚 子(演 劇 研 究 室)

② 「中 国 泉 州 提 線 木 偶 戯 『目蓮 戯 』 の 『李ll眠 遊 地 府 刑

1芸 能 の 科 学 」248.3

⑤ 中 国 の 語 り物 一歴 史 唾 ・纐 ・楽 器 一

第261111iis,:i藍1、/.文イヒ貝・ケイ1川二究,りL}'ξ育旨}馴5づ!、1}封詩}∫ニイボh;静ノ4≦7.11.28

⑥ 川 劇 に み る化 粧(8)(9)(翻 訳/原 文張 中学)「 化 粧 文化 」32,33,7.5,11

羽 田 爽(ii"%r:舞 踊 研 究 室 長)

② 虚rと 能 一 演 者 ・評 者 ・作 者 と して の 「俳 句 」4月 号7.4

② 戦 後 五 十 年 の 能 ・狂 言 『戦 後 日本 の 芸 術 文化 史』(ぎ ょ うせ い)7.12

③ 能 の 広 が り 『能 人 門 淡 交 ム ッ ク』(淡 交社)7.5

③ 〈祭 祀 空 間 と芸 能 空 間 〉 を め ぐ っ て

「年rll藝 能 」 第2り ゜(藝 能 学 会)8.3

④ 伝 統 芸 能 の 鬼 夏 期 学 術 講 座7.7

⑤ 能 の 作 者 に つ い て 金 春 円 満)f=会 公i網 講 座7.8.6

⑤ 新 作 ・復 曲 の 動 き 法 政,,,,f.能 楽 セ ミナ ー7.8.26
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⑥ 企 画展 示 「新 作能 の 流れ」 監修

⑥ 大 蔵流 ・和 泉流共 演 「宗論 」監修

高桑 いつみ(音 楽 舞踊研 究 室)

② 鬼狂 言と太 鼓

② 乱声 の系 譜

③NHK能 楽鑑 賞 入門 テ キス ト

④ 伝 統 芸能 の 鬼

⑤NIIK能 楽鑑 賞 入門

⑤ 能 の,,:楽

⑤ 能 楽鑑 賞講座

⑥ ・ti`「海道 ドり」 の背 景

国立能 楽堂8.12

NHK古 典 芸能 鑑賞 会8.2.29

「鋏 イ山一14327.4

「芸 能 の 科 学 」248.3

日本 放 送 川 版 協 会7.4

夏其月ε'γ:争iサrl降'人1≦7.7

NHK教 育 テ レ ビ7.4・8・12

梅 若 能 楽 学 院 公 開 講 座7.6

1iξ1、ンニ育旨楽 雪窺づ奏け目ll跨1践睦81～3

Dξ1、ンニ育L'楽'と詮llJJ1:iu1筋II}二7.11

石 井 倫 子 倍 楽 舞踊研 究 室)

② 〈小 鍛 冶〉 の 「白頭 」 片 山)L郎 イf衛門後援 会 会 報58

② 蹴 鞠 に関す る一・試論 一能 の身体 との 関 わ りか ら 一

f"`1;能の科学124

③ 鐘 巻 か ら道 成 孝へNHK日 本の伝寿♂己芸能

③ 能 の歴 史 とその変遷NHKII本 の伝統 芸能

中村 茂子(民 俗芸能研究室長)

② 民俗行事 ・民俗芸能にiuる鬼の形態 「芸能の科学124

③ 東京の舞台で見られる民俗芸能 「音楽鑑賞教育1320

③ 民俗芸能の鬼と天狗 第14回 「蝸牛の会」

③ 江戸大神楽一歴史と現状一

国立劇場第13回特別企画公演 「江戸木遣りと大神楽」

③ 花祭りを支える人々 「音楽鑑賞教育」324

④ 伝統芸能の鬼 夏期学術講座

⑤ 山名神社に伝承される砥園祭の芸能

静岡県周智郡森町文化会館 ミキホール
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H.3

7.4
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7.9

8.1
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一1三要 研究 業績

山本 宏 子(民 俗 芸能研 究 室)

② 「河童 の民俗 芸能(続)」 「芸 能の科 学 」24

④ 「バ リ島のや し酒 の歌 とその背景 」 日本 民族 学会

④ 「神 戸 の雨乞 歌 にみ る水管理 ・環 境保 全 とメン タ リテ ィー の関係 」

東洋 音楽 学会

④ 「沖縄 の 太鼓 とその周 辺 」 民俗芸 能 学会

④ シンポ ジウム 「ブイール ド ・ワー ク、測

イン ド,;:楽研 究会 ・東 泉芸例;伏学 民族,;:楽ゼ ミ主催

④ 「福建 省の 人 形劇1東 京芸術 大学 民族 高楽 ゼ ミ

⑤ 「SOYAさ か いi番 組解 説NHK大 阪

⑤ 「沖縄 の 人々 と弦楽 器1那 覇ll注llll『弦 と歌 う』

⑥ ―沖縄 の エ イサー の太鼓1『 たし・こ ろ じい』11巻

⑥ 「伝統1!:楽 文化 の厚 み 福建 省泉州 と1[1・縄 県読谷1

『人 と芸 能』2号

⑥ 「バ リ島 トゥ ンガナ ン村 ガム ラ ン ・スロ ンデ ィンの神聖 」

『東洋1陰f楽研 究』60号

⑥1サ モア の舞 踊 と リズム楽 器1『 たい こ ろ じい』12巻

⑥ 「バ リ島 のわ らべ 歌 を追 いか けて ・そ のlol

『スラ ッ ト ・バ リ』25号

8.3

7.6

7.10

7.io

7.11

8.2

7.10

8.2

7.4

7.7

.

.

.

.

7
σ

7

7.12

保存 科 学部

三 浦 定俊

① エ ミシオ グラ フ ィー 『考 占資料分 析法(考 占学 ラ イブ ラ リー65)』

川li・ 斎1爆翁髄1,pp.10-11,7.10

① 「残 差画像 チ測法 」『1・dヒ』 同 ヒ,PP.12-13,7.10

① 「文 化財保 存修 復 学会 の沿 革1『 よみが え る 文化 財一 芸術 と科学二の接 点』

K化 財保 イ∫二修 復学 会編,pp.7-19,7.10

② 化 学的 ・光 学的情 報 を川 いた遺 跡探 査の1一法 に関す る研究(共 著:川 野邊 ・

佐 野 ・中條 ・中浜 ・[111i),「亟点領域 研究 「遺 跡探 査」 第4回 研究 成 果検 討

会 議論文 集 」,pp.207-219,8.2
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主要研究業績

② 紫外線 劣化 絹の修 復 材料へ の応用 の可能 性(共 著:川 野邊 ・佐 野 ・米 山 ・田

畔 ・岡),「 保 存科学 」35,pp.40-48,8.3

② 文 化財 試料 の化 学発光 測 定 におけ るS/N比 の検討(共 著:佐 野 ・米 山)

「保 存科学 」35,pp.57-65,8.3

② 東京都 美術館 「法隆寺 金 堂壁 画展」 に 関す る保 存環 境調 査

(共著:佐 野 ・木 川),「 保 存科学 」35,pp.66-73,8.3

② 展 示公 開施 設の 館 内環 境 調査報 告一 平成6年 度一(共 著:佐 野)

「保 存 科 学 」35,pp.74-79,

③ 航 空 機 か ら 赤 外 線 画 像 で 遺 跡 を探 査 す る"Newton"15(5),pp.13,

③ 文 化 財 ・考 古 学 に お け る光 ・画 像 計 測

「非 破 壊 検 査 」44(8),pp.621-628,

00

4

8

7

7.9

③ 国指定 文化 財等 展示 公開施 設 の シー ズニ ングにつ いて 一平成5年 度展 示公1粥

施 設 の館 内環境 調査 か ら一(共 著:佐 野),

「月刊 文化 財 」,384,pp.4-11,7.9

③ エ ミシ オグ ラフ ィー と透 過X線 写真 撮影 に よる調査

「修復 」2,pp.12-13,7.11

④ 隠 され た 肖像 画 の画像 解析(2),(共 同:花 泉 ・山 田 ・田中)

第17回 文 化財 保 存修 復学 会 講演 会大会,7.6.3-4

④ 法隆寺 「焼 損金堂 ・壁 画」 特別 公開 に おけ る保 存対 策(共 同:佐 野 ・木川 ・

④

④

④

0

0

0

坂 本 ・神 庭),第17回 文 化財保 存修 復学 会 講演会 大会7.6.3-4

気球 か らの 画像 を用 い た遺 跡探 査(共 同:花 泉 ・妻 島 ・川野 邊)

日本 文化財 科学 会第12回 大会,7.6.17-18

博 物館 の保 存環境,'95日 中博物 館建築 ・文 物保 存 国際検 討会

(中国歴 史博物 館,於 北 京),7.8.24-26

敦 燈莫 高窟壁 画保 存 のため の 日中共 同研究

第45回 東方学 会全 国会 貝総 会,7.11.10

考 古学 と不 可視 画像,不 可視 画像 ワー クシ ョップ7.6.21

梱 包概論(梱 包 の科学)

指 定文 化財(美 術工 芸品)展 示 取扱 い講 習会(東 京),7.7.13

梱 包概論(梱 包 の科学)同 上(京 都),7.11

一66一



主要研究業績

⑤

⑤

⑤

⑤

⑥

保存科学概論,貨 幣博物館セミナー,

海外における文化財保護の歴史,聖 徳太子奉賛会講演会,

文化財の国際交流,平 成7年 度文化財行政上級講座,

博物館における保存科学の役割,第6回 博物館保存科学研究会,

博物館の保存環境について感じたことなど,

「日中博物館 ・美術館文物保存国際シンポジウム報告集」,

7.12.5

7.12.21

8.2.15

8.2.16

pp.2/11/12,7.12

佐野 千 絵

① 第3章 調査2木 灰漆 の分析r東 大 寺南大 門 国宝木 造金 剛力士 立像 修理 報告

書本文 篇』 文 化庁 文化 財保,獲部 美術工 芸課 編,pp.82-86,5.3

① メスバ ウアー 分 光分 析 法 『考 占資料分 析 法(考 古学 ライブ ラ リー65)』,

田 口 ・斎 藤編,pp.44-45,7.10

① 電子 ス ピン共鳴分 析法 『同上』 同上,pp.46-47,7.10

② 紫外線 劣化 絹の修 復材 料へ の応 用の 可能性(共 著:川 野邊 ・米 山 ・三 浦 ・田

畔 ・岡),「 保 存科 学 」35,pp.40-48,8.3

② 文 化財 試料 の化学 発光 測定 に おけ るS/N比 の検 討(共 著:米 山 ・三 浦),

「保 存科 学 」35,pp.57-65,8.3

② 東京都 美術 館 「法隆寺 金堂 壁画 展」に関 す る保 存環 境調 査(共 著:三 浦 ・木川),

「保 存科 学 」35,pp.66-73,8.3

② 展示公 開施 設の館 内環 境調 査報告 一 平成6年 度一(共 著:三 浦),

「保 存科 学」35,pp.74-79,8.3

③ 国指定 文化 財等 展示公 開施 設 の シー ズニ ン グにつ いて一平 成5年 度 展示 公 開

施 設 の館 内環 境 調査 か ら一(共 著:三 浦),

「月刊 文イヒ財」,384,pp.4-11,7.9

④ 法隆寺 「焼 損金 堂 ・壁 画」 特別 公開 にお け る保 存対 策(共 同:三 浦 ・木川 ・

　

L

坂本 ・神庭),第17回 文化財保存修復学会講演会大会

④ 博物館収蔵庫内の空気環境一酸性物質について一

第17回文化財保存修復学会講演会大会

⑤ 文化財の保存(1環 境)

一67一
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i三要研究業績

指定文化財(美 術工芸品)展 示取扱い講習会(東 京)

⑤ 文化財の保存(1環 境)同 上(京 都)

⑤ 化学発光法を用いた文化財の劣化の研究の現状

第2回CL技 術研究会

⑤ 文化財の保イ∫:と環境,指 定文化財(美 術工芸品)イi理技術者講習会

7

11

7
6

7
6

9

9

7
」

7

平 尾 良 光

① 荒神 谷 か ら出 量:したglj鋼 製lll、の 化 学 組 成 『荒神 谷 遺 跡 と1雪∫銅 器 』,(分 担 執 廊"三

久 保Bl裕f・ 二宮 修 治)1∴1根 県lif代 文 化 セ ン ター 編,同 朋 舎 出 版,7.11

10LEADISOTOPERATIOSOFCOPPER,ZINCANDLN:AI)MINI?IZALS

IN'1'UIZKEYINIzELA'1'IONTOTIEYROVENANCI?S'1'11UYOF

ARTIFACTS-一``Essaus(mAncientAnatoliaanditsSurr(》 しmdillgCivili・

zations"HarrassowitsVerlag(Wiesbaden),pp.89114(1995),Jullko

EnomotoandI-lidek()Tachikawa,7.11

①lfl代 東 ア ジ ア の1霊∫銅 製 品 鋳 造 に 関 す る 基 礎 的 研 究 文部 省 科 学 研 究'1℃補 助 金

20

OO

0

0

OO

(総 合 研 究A)研 究 成 果 報{lhl}:代 表 者'F尾 良 光1)p.1778.3

火n)の 科 学 的 調it『 落 川i跡 Ⅲ(rl然 科 学 嗣lli)』(共 著::榎 本 淳r・)

ll野li∫落 川 遺 跡 調 査 会 編,Pp.121131,8.3

汐 留 遺 跡 か ら出i一 し た 金 ・銀 貨 の 蛍 光X線 測 定 『汐 留 遺 跡 』 第3分 冊

(共 著:小 林lr1:r),汐 留 遺 跡 地 区 遺 跡 調 査 会 編,pp.3673738.3

岡 山 県 赤 磐 郡 斎 富 遺 跡 出 ヒ珠 文 鏡 の 鉛 同 位 体 比 『斎 富 遺 跡 』(岡ill県 川 蔵 文化

具オ発 劫1{r調査 報 て㌣ll}:第105集),(n:著:窄 夏ノトこ沖:f),

岡lli県 教 育 委 員 会 編,pp.4854878.3

法 隆 寺 献 納 宝物 金 針1仏 の 蛍 光X線 に よ る材 質 調 査

『法 隆 孝献 納 宝 物 金 銅 丁∠、1』,東 京 国 立 博 物 館 編,pp.4024358.3

鉛 同 位 体 比 法 に よ る春 日市 出 土 青 銅 器 の 研 究 『春 日市 史(上)』,

(共 著:佐 々 木 美 喜 ・竹 中 み ゆ き),福 岡 県 春 日市 編,pp.860-9017.10

② 銅 製品 の科学 的研 究 『斑 鳩藤 ノ木 古墳 第二 ・三 次調 査報 告書 ・分 析 と技 術編』,

(共著:榎 本 淳子),橿 原考 古学研 究所 第2編pp。7-397.9

② 廣 漢三 星堆 遺物 坑青 銅 器的鉛 同位 体比値 研 究(共 著:金 正耀 ・馬淵久 夫 ・W。

・.

1
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1三要 研 究 業績

T.Chase・ 三 輪 嘉 六 ・陳 徳 安 ・趙 殿 増),「 文 物 」465,pp.80-85,7.9

② 鉛 同 位 体 比 法 に よ る 古 代 鉄 器 の 原 料 産 地 推 定 の 試 み(共 著:榎 本 淳 子)

「考 古 学 とr1然 科,,,,,f.」29,pp.41-537.9

② 中 性 子 放 射 化 分 析 法 に よ る カ マ ン カ レ ポ ユ ッ ク遺 跡 出 量:の銅 製 品 の 多元 素 定

lll:(共 著:鈴 木 章 悟 ・平 井 昭 司 ・ll浴1≧ 一・,

z

Cif

0

③

④

④

④

L̂

L̂
.

0

0

「.,,.,iii!=と1'1然科,.,'t=29,pp.25-407.9

福 岡 県 北)L州 市 近 郊 か ら出isし た 弥 生 ～ll蹟 時 代 の 銅 鏡 の 鉛 同 位 体 比

(n:著::≦ 冷ノトこ?{i「r),1」 ヒノし'1hlll∫、Z考1㌧『1享斗勿負官イ11i:究糸己`要」2,pp.1-57.5

日本 の1量j:銅文化 の 曙(1)「 バ ル カー レ ビ ー1-397,

iI本 バ ル カーis㈱ 編,pp.1-67.7

1i本 の 占:銅 文化 の 曙(2)― バ ル カー一レ ビ:,_-1398

日本 バ ル カーis㈱ 編,pp.1-67。8

11本 の1書f銅 文こ化 の 曙(3)「 バ ル カー一レ ビ ュー1399

11本 バ ル カ ーL業 ㈱ 編,pp.14-207.9

古代 イ1灰 岩 レ リー フ の 博物 館 収 蔵lllの 劣化 と保 イ∫:処置 供 同:西 浦,忠 輝 ・海

老澤 孝 雄),第17回 文化 財 保 イ∫:修復 学 会 講 演 会 大 会7。6.3-4

カマ ン カ レポ ユ ッ ク遺 跡 川t.の 銅 製llliの機 器 中 性r放 射 化 分 析(共 同:鈴 木

';定悟 ・'1勺IW{lfl・ 占 谷L・) ,日 本 文化 財'科 学 会 第12回 大 会7.6.17-18

福 岡 県 春ihi∫ 出i一の}量f銅 製 品 の 鉛1・ll位体 比(u:同:佐 々 木 美 ドを 竹 中 み ゆ き),

lI本 ～ヒ化 財 科 学 会 第12回 大 会,7.6.17-18

11f代i'銅 の 生 産 地 群 馬 県北 橘 村 歴 史 民 俗 資 料 館 講 演,7.11

占代 青 銅 器 の 保 存 科 学 一 サ ビ か らIlf銅 の起 源 を 探 る

千 葉 大 学 環 境 科 学 研 究 機 構1溝 演 会,一 「葉 大 学 理 学 部7.6

文化 財 保 存(劣 化 一 そ の 化 学 的 側 面)

指 定 文 化 財(美 術L芸 品)展 示 」側 及い 講 習 会(東 京),7.7

文 化 財 保 存(劣 化 一 そ の 化 学 的側lllDI・IH:(京 都),7.11

門 倉 武 夫

④ 酸性 雨 等 の環 境 汚染 と文化 財保 イ∫:METEC95(表lfll技 術 総合 展95)

特 別 講演7.

(i9



主要 研 究業 績

●RemovalofStainsCausedbyFungifromtheAsianPaintingsonSilk

Supports,(MasakoKoyano,MaryA.BeckerandYoshikoMagoshi)

"3rdInternationalConferenceonBiodeteriorationofCulturalProperty

(ICBCP-3)Preprint"7.7.4-7

④ 文 化 財 に 及 ぼ す 環 境 汚 染 の影 響 に 関 す る研 究(1)一 鎌 倉 大 仏 を 取 り巻 く環 境 測

定 結 果 一(共 同:二 宮 等),第36回 大 気 環 境 学 会 年 会,7.

④ 文 化 財 に 及 ぼ す 環 境 汚 染 の影 響 に 関 す る研 究(2)一 酸 性 雨 環 境 に お け る銅 お よ

び ブ ロ ン ズ板 の リー チ ン グ試 験 一(共 同:二 宮 等),

第36回 大 気 環 境 学 会 年 会,7.

④ 東 ア ジ ア 地 域 を 対 象 と し た 大 気 汚 染 物 質 の 文 化 財 及 び 材 料 へ の{;t;調 査

一(第3報)(共 同:前 田 等) ,第36回 大 気 環 境,,,,,f.会年 会,7.

⑤ 文 化 財 の 保 存 科 学,明 治 大 学 博 物 館 講 鵬7.10

木 川 りか

② 文化 財の 新 たな害 虫駆 除 法に関 す る研究(1)一パ ラ ジク ロルベ ンゼ ン併1iJによ

る低 酸素 濃度 殺虫 法の処理 時 間短縮 一(共 著:山 野),

「文 化財保 存修 復学 会 誌」40,pp.24-34,8.3

② 東 京都美術 館 「法 隆寺 金 堂壁画 展」 に 関す る保 存環境 調査

(共著:三 浦 ・佐 野),「 保 存科 学」35,pp.66-73,8.3

④ 出 土木材PEG含 浸槽 におけ るPEG分 解 菌

第17回 文化 財保 存修 復学 会講 演会 大会7.6.3

④ 低酸 素 濃度殺 虫法 に関す る基礎 実験(1)一処理 時 間短縮 の試み 一

第17回 文化 財保 存修 復学 会講 演会 大会7.6.3

④ 法 隆寺 「焼損 金堂 ・壁画 」特別 公 開に おけ る保 存対策(共 同:三 浦 ・佐 野 ・

坂本 ・神 庭),第17回 文化 財保 存修 復学 会講 演会 大会7.6.3

●lnvestigationofBacterialandFungalAttackinthePEGTreatmentof

ExcavatedWood,"3rdInternationalConferenceonBiodeterioration

ofCulturalProperty(ICBCP-3)Preprint"

④ 分 裂 酵 母 の 紫 外 線 感 受 性 で 減 数 分 裂 不 能 の 変 異 株mei6,mei7

(共 同:飯 野 ・今 井 ・山本),酵 母 遺 伝 学 フ ォ ー ラ ム,
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一1:要.{,}『究業糸責

④ 分 裂 酵母 のUV-DDB相 同遺伝rの 単離 と機能 解析

(共同:飯 野 ・今井 ・山本),第18回il本 分r・生物 学会,7.12.6

⑥ 文化 財 の収 蔵 展示環 境 と生物 汚染

第15回 文化 財 虫菌 害燃 蒸処理 実務 講習会,7.11.7

⑥ 無公 害 な文 化財 虫 害防 除法 に関す る),!;礎研 究

平成7年 度 笹川 科学研 究ll)1成研 究発 表会,8.3.12

⑥ 無公 害 な 文化財 虫 害防除 法 に関す る,1腱 研 究 一低 酸 素濃度 殺虫 法の 日本伝 統

文化 財へ の適川'F成7年 度 笹 川科学 研究∬力成研 報告 書,8.3

山野 勝 次

①"悪 い 虫"か ら 楽術 品 を 守 る 『)聯1品 をlo倍 長持 ち させ る 本 』(共 著)

日糸XBP社,pp。185-189,8.3

② シ ロ ア リ防 除1濃 処 理 にDDVP樹 脂 燃 散 剤 を 利 川 一サ"る試 み

「し ろ あ り」IO3,pp.12-18,8.1

② 文 化 財 の 新 た な 害 虫駆 除 浬こに 関 す る 研 究(1)バ ラ ジ クロ ノレベ ンゼ ン併 用 に よ

る低 酸 素 濃 度 殺 虫 法 の 処 理 時 間 短 縮 一(共 暑::木 川),

「Kイヒllオイ呆イ∫:イ1多復 学 会 誌:140,pp.24-34,8.3

⑬ 〈/Af'.Iln>より よ い 機 関 誌 を 目指 し て(司 会 ・ま とめ)

「し ろ あ り1100,pp.14-34,7.4

③ 〈文献 の 紹 介 〉 博 物 館 ・i・.虫の 温 度 処 理 に よ る防 除 総 説

「文化 財 の 虫 菌 害 】29,pp.19-39,7.6

③ 「第15回 文化 財 虫 菌害 燃 蒸処 理'案 務 講 習 会 」 報告

「文 化 財 の 虫 菌 害130,pp.33-39,7.12

③ 〈文 献 の 紹 介 〉二 酸 化 炭 素 との 混 合 に よ る%・化 メチ ル と弗 化 ス ル フ リル の シ ロ

ア リに 対 す る協 力 作 用 「文化 財 の 虫 菌 害130,pp.26-31,7.12

④ 低 酸 素 濃 度 法 殺 虫 法 に 関 す る基 礎 実 験(1)一 処111!時問 短 縮 の 試 み 一

第171111文化 財保 イ∫:修復 学会 講海{会大会

⑤ 文化 財 の害 虫 と防除対 策

第17回 文化 財の 虫 菌害保 イ∫:対策研 修会

⑤ シ ロア リに 関す る実務 知 識
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平成7年 度 しろあ り防除施工 士 資格 第2次 指定 講 習会

⑤ 文化 財 虫菌害 漁蒸 処理仕 様 書 な らび に危害 防止 措置規 定 につ いて

第15回 文 化財 虫菌 害煙蒸 処理 実務 講 習会,

⑤ シ ロア リの生 体 と被 害

'iZ成8年 度 しろあ り防除施工 士 資格 第1次 指定 講 習会
,

⑤ 昆虫学 の基礎 知 識,昆 虫 に よる文化 財の被 害 と防 除文化 財の 殺 虫,

度文化 財 虫菌 害防除作 業1三任 者の能 力 認定 試験 とその 講習会

⑥ 車内 昆虫談 義 「しろあ り」100,p.5〔},

⑥ ノ円 蕩 幸先生 の思 いlil「 しろあ り」101,Pp.31;i3,

⑥ シロア リの ノJii「 しろあ り1101,p.4L,

7.9.7

7.11.7

8.1.26

・r成7年

H.2.7

7.4

7.7

7.7

修復 技術 部

増 田 勝彦

⑥ 「紙 ・布 を素材 と した 文化財 の保 イ∫二1イ 川 県 、ズ庭術 負官研 修 会

⑥ 史料 の保 イ∫:科学 国 、/.史料 館i=.催史料 管理 学研修7.

⑥ 劣化 と保 イ∫:各論Ⅲ 一紙

博物 館 ・)ミ術館 等 の保 存担'1～学 芸 貝イlll修

⑥ 修復 材 料 各論 一伝 統材 料

博物 館 ・)ミ術館 等 の保 イ∫:担'i㌔学 芸 貝研1修

⑥ 文化 財修 理 と科,,,,,f一 美彷∫11芸課 溝習 会

⑥ 「伝 統 技術 に よるlll絵phjの修 復」1静 剃KI湖巌)こ術館iこ1{1°講 演会

⑥ 資料保 イ∫:におけ る従 来の技術 を再考 す る

国立国 会図iii'館主催 第6回 資料保 存 シ ンポ ジウム

⑥

装 こ う師連 盟 一1三催 国 際 シン ポジウム,

7.;"i.28

7.1516

7.7.'17

7.7.27

7.9.14

7.11.3

7.11.20

「日本 の修復 技術 とその応 川 及び海外 にお け る 日本修復 技術 の 評価 　tl'k修理

日本 美術 品の保 存修 復 と装 こ う技術

7.11.26

⑥ 史料 の保 存科 学

埼 玉県文書 館主催 平成7年 度文書 史料 取扱 講習 会8.2.6

⑥ 「H本 の 美術 品の 損傷 と修 復=近 代 日本 画 の損 傷 と修 復一2」 二房 での 修復 例

を挙 げて 一」 文化 庁文 化部 主催 第7回 近現代 美術 専 門研 修 会8.2.21

一72一
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⑥ 「イ ク ロ ム と共'({tして い る 『紙 のイ呆存 修 復 』 国 際 研ll劉

国 立 国 会 図ll}:館 協 力 懇 談 会8.3.22

⑥ 「紙 の 保 存 修 復 」 国 際 研 修7.11.24～7.12.14

川 野 邊 渉

② 占建 築 の外 装 塗 装 の 物 性 に 関 す る研 究(IID(i,Ll浦 ・岡 部 ・川 野 邊)

「イ呆イ∫二,.,'f:」35,pp21-318.3

② 紫 外線 劣 化 絹 の 修 復 材 料 へ の 応liJの 可能 性(川 野 邊 ・佐 野 ・米II1・ 三 浦 ・田

ilr卜・1苗」)「 イ11イ∫:不こト学135,pp40-488.3

② 熱 分 解 ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ィー に よ る 漆 試 料 の 同 定 の11∫能 性 に つ い て(川 野

邊)「 保 イ∫二科 学135,pp40-488.3

中里 壽克

② 高 台 芋の 蒔絵 なごみ57.5.1

②llガ 代螺3111の研究(i)国 華10997.10

② 占代螺 釧 の研究(ド)国 華11038.2

③q噂 孝金 色堂 の漆 塗技法 と修 復 建 築保 全No.977.9

⑤ 小 型宝 塔 が納め られ た漆 箱に つ いて

埼k県 埋1歳文化 財 セ ンター研 究会7.5

⑤ 劣化 と保 イ∫:各 論 ・漆 博物館 ・)ミ術館 等保 イ∫二担 ≧1～学 芸貝研 修7.7

⑤ 高 台 寺蒔絵 が 及ぼす 漆 芸 文様 への 影響 会津 若松 支援 セ ン ター7.7

⑤ 蒔絵 源流 か ら1:流 へ 京都lk位 博物館 土曜 講座7.10

⑤;1噂 寺 の荘 厳 につ いて シンポ 「'r泉孝院 の荘厳 をめ ぐって」7.11

⑤ 平安時 代漆 芸 品の科 学的研 究 京 都rl∫is試 験 場8.3.14

尾 立 和 則

⑤ 「劣化 と保 存」各 論一絵 画 の彩 色層 一

博 物館 ・)芝術館 等保 耐il'h学 芸 員研 修7.7.21

⑥ 「紙の保 存修復 」 国際研修7.11.24～7」2.14

一73
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松 本 修 自

② 束 の な い 間 斗 東 一 「中 備 」 の一 考 察 一

奈 良 国 立 文 化 財 研 究 所 『文 化 財 論 叢II』 同朋 社 出 版7.9.20

0"Technologicalproblemsintheinternationalcooperativeactivityin

conservation"(宮 本 ・西 浦 と 共 著)

5thseminarontheconservationofAsianculturalheritage7.10

② 歴 史 的 建 造 物 の 赤 色 塗 装

「木 造 古 建 築 の 保 存 を 目的 と した 外 装 塗 装 の 物 性 評 価 」8.3

⑤ 私 の 見 た 寺 内 町 富 田林 富 田林 市7.6.4

青木 繁夫

② 高徳院国宝銅像阿弥陀如来座像の表面に生成する腐食生成物の解析

「イ呆イ∫:不こレツ:」35

② 加曽利貝塚の保存について 「貝塚博物館紀要」23

② プラズマ処理による象嵌遺物の保存処置法の開発研究

科学研究費補助金一般研究(C)研 究成果報告瀞

⑥ 阪神大震災における文化財レスキュー

埼玉県文化財保謹担当者研修会

⑥ 出土金属製品の保存 高崎市文化財保議担当者研修会

⑥ 劣化と保存一考古資料の保存一

博物館 ・美術館等保存担当学芸員研修

⑥ 劣化と保存一金属文化財の保存一

博物館 ・美術館等保存担当学芸貝研修

⑥ 金属遺物の安定化処理 奈良国立文化財研究所保存科学研究会

⑥ 文化財パトロールにおける保存上の注意点

富山県文化財パ トロール研修

8.3

8.3

7.5

7.7

7.7

7.7

8.2

8.3

情報資料部

廣井 雄一(情 報資料部長)

② 金銅丸鞘太刀 『刀剣 美術 』7.4

一74一
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②

②

④

④

④

0

金銅丸鞘太刀(続)『 刀剣美術』

中世における刀鍛冶の居住地 『季刊考古学』57号

厳島神社の太刀について ㈹ 日本甲冑武武研究保存会

絵画に見る武器武具 美術部 ・情報資料部公開学術講座

ベニス東洋美術美術館所蔵の甲冑について

㈹日本甲冑武具研究保存会

日本の刀剣 東京都高等学校歴史教育研究会

7.10

7.11

7.11

7.11

8.2

7.11

井 手賊 之輔(主 任 研究 官)

③ 世 界の カ リグラ フ ィ6,阿 弥陀如 来像 の胸 臆に みえ る卍

『月刊百 科』392号 表紙解 説7.6

③ 「lI」水画」解 説TBSブ リタニ カ世 界百科 辞典7.7

④ 中国 江南 の仏教 史蹟 室 町水墨 画研 究会7.8.26

⑤ 以亨得 謙禅 師 の 中国修 行 の地,発 見 萬歳寺 文化 講座7.10.7

④ 中国 漸江地 方 の仏教 史蹟

特 別研 究 「中 国仏教 美術 基準 作品研 究調 査研 究」 に関 す る

研 究会8.2.21

長 岡 龍作(主 任研 究官)

② 仏像 を考 え る とい うこ と 『国華』1202号8.1

② 美術 史研 究 に おけ る画 像 情報 利用 の基礎 的 条件

文 部 省科 学研 究 費補助 金1995年 度研 究成 果報告 書 『重点 領域研 究 人文科 学 と

コン ピュー ター コンピ ュー タ支援 に よる人文科 学研 究の 推進 』8.3

⑤ 仏像 を考 える とい うこ と(第7回 国華 賞受 賞記 念講 演)

朝 日新 聞東 京本 社7.10.23

米倉 迫夫(文 献 資料研 究 室長)

② アー トドキュ メ ンテー シ ョンの 諸問題 一画 像 を探す ・画像 を記述す る

『情 報処理 学会 研 究報告』95-CH-287,11

③ 作 品解 説(公 家列 影図,随 身庭騎 絵,中 殿 御会 図,天 皇摂 関影,天 皇摂 関大
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臣影,法 然上 人伝 絵,拾 遺 古徳伝 絵,う たた ね草紙)

『絵巻 物総 覧』 角 川書 店7.4

④ 『源 頼 朝像』 につ い て 肖像 画 シン ポジ ウム 静 嘉堂文 庫7.6.11

④ アー トドキュ メンテー シ ョンの 諸 問題一 画像 を探 す ・画像 を記述 す る

④

④

fi

情報 処理 学会(人 文科 学 とコン ピュー タ)7.11.25

神 護 寺蔵 「伝 源 頼 朝像 」 一美術 史をか え りみ るための覚 番 一

国文学 研 究資料 館研 究 会8.1.12

源頼 朝像 をめ ぐって

シンポ ジウム 「肖像 画 と歴 史学」 東 京大学 史料編 纂 所8.3.2

i'Sイ象phjと名!ブけ 『、亨、;吾』24117.11

勝 木 言一郎(K献 資 料研 究室)

② 小 南海イ1窟中窟の モイム造像 と九 品往∫

④ 中国 におけ る九iiii往生図の 初期 的1

0

④

⑤

0

0

0

0

0

⑥

一モ図 浮・彫 にlllす る 考 察

『美術 史』139り'8.2

・ 小 南 海 石 窟 中窟 の 几 品 往 生 図 浮1晶1'を

中心 に一)ミ 術 部 ・情報 資料 部合 同研究 会

ノ」・南海イ1窟中 窟にお け る九品往 生図 浮彫 につ い て

美術 史学 会全国 人 会

安 陽 小南 海イ1窟と林 りi辱洪 谷 芋石 窟 につ いて 所 内総 合研 究 会

法隆 加 歳k虫 短仔 にみ え る仏教 説話図の 源 流 をたずね て

一こ鷹 市 市民
、;彫座

法隆 芋金 堂壁 画の 系's.1(%をたず ね て 三 鷹 市 市民 講座

,i.t麻曼 茶羅の 源流 を中 国へ た どって 三鷹 市 市民 講座

教 王護 国 芋蔵 兜蹟 毘沙 門天像 につ いて 三鷹 市 市民 講座

中 国 美術 にみ る吉祥 図像 東 久留米 市市 民講座

馬 王堆 前漢 出土の 吊画 の図像解 釈 をめ ぐって 三鷹 市市 民講座

蓬 莱 山 と海 亀 海 がめ ワー ル ド財 団設 立実行 委 員会

『モ シモ シカ メ ヨカメサ ン ヨ物語』

7.5.10

7.5.28

7.6.13

7.11.5

7.11.19

7,11.26

7.12.3

7.12.9

7.12.17

7.6.4

鈴木 廣之(写 真資料研究室長)

一76一



0

OO

OO

③

⑤

i三要石川二究 業糸責

異 論 ・岩 佐 又兵衛 浮世 絵開祖 説

小林 忠編 『肉筆浮世 絵 大観』 第6巻(麻 布)ミ術L芸 館)講 、淡社7.4

絵 画の アル ケ オロ ジー 一室町 時代 に おけ る屏風 絵 の意義

『国 醒』1200号7.12

雷神 黒 田 日出 男編 『歴 史,./-'-r典』 第3巻(か た ち と しる し)

弘 文堂7.7

岩佐 又兵衛 ・海北 友松 ほか 『世 界人物逸 話 大31喚 』 角 川玉1糖8.2

桃lll時代 の狩 野派

板橋 区 、/:術 館Pl:戸 狩 野 派の変 貌PART2展 』 記念 講演 会②7.4.22

国際 文化 財保 存修復 協 力セ ン ター

宮 本長 二郎(セ ンター 長)

① 家 型埴 輪 日本の 美術348場 至 文堂

② 巨木遺跡 のil-:休 縄 文 文物の 発 見PHP研 究所

② 弥生 時代 の祭儀建 築 と外 来 文化 壱 岐 ・対 馬の 倭 人伝

大阪 府 、ンニ弥生博 物館

② 大型 祭建物 と祭祀 祭ll巳考占第5写 祭祀 考古 学会

④1穴 住 居 の系 譜 奈1運Ill位文化 財研 究1リアシ ンポ ジ ウム

⑤ 国分 孝と建 築 市川 市立 博物 館

⑤ す まい と%F:(Rr襲 卿 ノ総 風i記 の 丘資料 館

7.5.15

7.9.21

7.10.7

7.3.30

7.11.1

7.10.15

7.10.22

西 浦 忠 輝(環 境 解 析 研 究 指 導 室 長)

OITheProjectforRestorationofStoneReliefsofAinDaraTemple,Syria

(AnnualReport:June1994toMay1995)

東 文研 ・国1際 文化 財 保 イ∫:修復 協 力 セ ン タ ー7.7

① 文 化 遺 産 の保 イ∫二と環 境 〔講座 一 文明 と環 境 〕 供 拷:)朝d/iii:lltl7.11

① 木 造 占建 築 の 保 イ∫二を 目的 と し た外 装 塗 装 σ'1色 塗 装)の 物 性 、計i乏価

科 学 研 究'f't成 果 報{量「li}:8.3

02ExperimentalEvaluationofStoneConsolidantsUsedinJapan.

"MethodsofEvaluatillgProductsfortheC()nservati(mcifYc)rousIうuildillg

77



主要研 究 業 績

MaterialsinMomuments"(ICCROM)7.6

② 敦 煙 莫 高 窟 の 保 存 一 日中 共 同 研 究 の あ ゆ み と成 果 一

「ア ジ ア に お け る文 化 遺 産 の保 存 と救 済 」 シル ク ロー ド学研 究 セ ン ター7.9

0ConservationoftheDunhuangMogaoCaves-ProgresstoDateofa

Japan/ChinaJointStudy-ConservationofCulturalHeritageandInterna-

tionalAssistanceinAsianCountries?.9

② 古 建 築 の 外 装 塗 装 の 物 性 に 関 す る研 究 〔III〕一 丹 色 塗 装 の 屋 外 曝 露 試 験 〈2>(川

野 邊 ら と共 同)「 保 存 科 学 」358.3

④ 石 材 保 存 用 樹 脂 の 評 佃i試 験 〔IV〕一 強 化 用 樹 脂 のFT-IR分 析 一(大 石 ら と共

同)第17回 古文 化財 科学 研究 会 大会7.6

④ 占代石 灰岩 レ リー フの 博物 館収 蔵 中の 劣化 と保 存処 置(平 尾 ら と共 同)

第17回 古 文化財 科 学研究 会 大会7.6

④ 丹色 塗装 の屋外 曝露 試験 〔II〕(川野邊 ら と共同)

第17回 古 文化 財科 学研究 会 大会7.6

④ シ リア,ア イン ダー ラ神 殿遺 跡石彫 レ リー フの保 存修 復処 概 〔1〕(海 老澤 ら

と共同)第17回 古文化財科学研究会大会

④ 占建築の保存を目的とした外装塗装の物性評価(川 野邊らと共同)

日本文化財科学会第12回大会

④ シリア,ア イン・ダーラ神殿遺跡石彫レリーフの保存修復協力事業

東京国立文化財研究所総合研究会

7.6

7.6

7.10

40AnOverviewfortheConservationofMogaoGrottoes-AimandProce-

dureoftheSymposiumTheConservationofDunhuangMogaoGrottoes

andtheRelatedStudies

④ シ リア のア イ ンダー ラ神殿 遺跡 の保存 修復 〔1〕(井 上 と共 同)

第3回 西 ア ジア発 掘 調査報 告会

⑤ シ リア,ア インダー ラ神殿 遺跡 の保存 修復 ラ ジオ 日本

⑤ 劣 化 と保 存 各論 一木 一 博 物館 ・美術 館等保 存 担 当学芸貝 研修

⑤ 劣化 と保 存 各論 一石 一 博 物館 ・美術 館等保 存 担 当学芸貝 研修

⑤ 保 存科 学 東 京農工 大学 大学 集 中講義(博 物 館学)

0

8.2

8.3

7.4

7.7

7.7

7.s

TechnologicalProblemsintheInternationalCooperativeActivityfor

一78一
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主要研究業績

Conservation(宮 本 ら と共 同)第5回 ア ジア文 化財保 イ∫:セミナー7.10

⑤ 文化 財 の保 存(劣 化 ・:木,金 属,石 の劣 化)

文 化庁 指 定 文化 財展 示取 扱講 習会7.11

⑤ 石 造文 化財 の保 存修復 京都 造 形芸術 大 学集 中 講義(保 イ∫二学 実 習II)7.11

⑤ 敦 煤保 存修 復の事 例か ら見 た国際協 力

第10回 「大 学 と科 学」 公 開 シ ンポジ ウム:ア ジア ・知 の 再発 見一文 化財保 存

とIKlll祭1渤ノJ-8.1

⑤ 日中 共同研 究の あゆみ と成 果 〔スラ イ ド解 説〕

敦煙 莫高 窟保 イf:国際 シ ンポジ ウム(公 開 シ ンポ ジウム)8.2

⑥ 遺産 保 護の現 状 とill」題 点ll堺 遺産 条約 がllljいか け る もの一(座 談会)

ユ ネ スコill二界遺 産19958 .2

朽 津 信明(環 境解 析研 究指 導 室)

② 札幌 市 ・北 海道庁II体 庁 舎 に おけ る煉 瓦 の劣化 と保 イ∫:

「考 占学 と白然 科学 」

② 愛媛 県今 治 市の 占墳 の 赤 色顔 料 につ い て 「遺 跡」35

② 松戸 市 、ンニ博物館 蔵 のfilx絵に 見る鉛 白の変 色 と再 白色 化(下 山,

「保 存科学 」35

④

④

石造K化 財で観察される蒸発岩

4

り
0

7

8

野 田 と共著)

日本地質学会第IO1年学術大会

敦焼 莫高窟 におけ る蒸 発iii:と壁画 の焔談1{風化(段 と共同)

9
σ

4

8

7

日本沙漠 学会 第6回 学術 大会7.5

④ ブ ルー ジュ救世1汰 聖'}詮に おけ る煉 瓦 の劣 化 とその保 存

④

④

島根県穴神1号 横穴墓の赤色顔料

第17111hlゴ 文 化 財,.,.'t一研 究 会 大 会7.6

1i本 文化 財 科 学 会 第12回 大 会7.6

EvaporationandSaltEfflorescenceofMuralPailltillgsintheMogao

GrottoesTheConservationofDunhuangMogaoGrottoesandthe

RelatedStudies8.2
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IV.大 学 院教 育

平 成7年4月 よ り東 京芸術 大学 と連 携 して大 学院教 育 に従事 し,人 材 養成 を直

接行 ってい る。 シ ステム保 存学(連 携 研究 分野)は,文 化財 の置 かれ てい る環 境

問題 を考 究す る保 存環境 学 講座 と,保 存修 復 に適用 され る材料 に つい て 考究す る

修 復 材料 学 講座 に 分か れて お り,所 貝が 各講座3名 ずつ 併任 教官 として指 導に あ

たって い る。

(1)併 任教 官 及 び担,i,i授業

イ呆イ∫二環♪竜'7:轟昨ノ嘱

併 任教 授 一モ浦定 俊(保 イ∫:科学 部 長):保 イ∫:環境lll・画 論(前 期)

併 任 教授1勺 己良 光(保 イ∫:科学 部化 学研 究室 室 長):

イ呆イ∫:」環ナ尭♪1:牛、㍉㍉;nillUII(後期)

併 任助 教授 佐野r絵(保 イ∫二科学 部1こ任看ll究官):

イ呆イ∫:」環」ray,,,,,Sdt:牛、～㍉論1(前 期)

修 復 材料学 講14≦

併任 教授 宮本 長二郎(圏 際 文化財 保存修 復 協 力セ ン ター1):

修復 計画 論(後 期)

併任 教授 増 田勝 彦(修 復 技術 部 長):修 復 材料学 特論1(前 期)

併任 助 教授 川野 邊渉(修 復 技術 部1=.T.T:研究官):

イ修そ夏季オ)ドト学埼守1論II(後 期)

文化 財保 イ∫:学演習(TJY任 教官全 員 が担 当)

1回 目(i%成7年11月14日):西 川 杏太郎 客 員教 授(所 長)の 講義,温 湿

度 測定 の 基本的 な機 器の取 扱 いの実:;≫

黒 田清 輝記 念室 見学

2回 目(平 成7年11月21日):所 内見学

(3)平 成7年 度 入学 選抜 試験

平成7年 度 の入学 選抜 試験 は以下 の よ うに実施 され た

:1

「



大学院教育

実 施 日:平 成7年4月12L!～14日

試験 内容:筆 答試験(英 語,基 礎,割"1,小 論 文),面 接

受 験 者数:1名 合 格 者 数:な し

(4)平 成8年 度 入学選 抜 試験

14成8年 度の 入学選 抜 試験 は以 ドの よ うに 実施 され た。

実 』f色il:'F,茂8{r21」6【i～8日

試験 内容:筆 答試験(英 語,基 礎,馴g匪j,小 論 文),面 接

受 験 者数:2名 合格 者数:2名(各 講座1名 ずつ)

S1

一.一一 一__一 」



一
V.事 業

1.出 版

(1)美 術 研 究

平 成7年 度は 第363号 か ら第364号 が 下記 の 内容 で刊行 された。

美術 研 究 第363号(平 成8年1月)

中 国花鳥 画の 意味(上)

一藻魚 図 ・蓮 池水 禽 図 ・草虫 図の寓 意 と受 容 につ いて 一

ドキ ュ メン トと しての 絵画

一「王 義之 書扇 図の画 と詩 」

陶 冷 月につ いて(補 遺)

(図版解 説)

十 亀広 太郎筆 顔

宮崎 法子

島尾 新

鶴田 武良

田中 淳

美術研 究 第364号(平 成8年3月)

クチ ャ地方 の 中国様式 絵画

中国花 鳥画 の意 味(下)

一 藻魚 図 ・蓮 池水 禽図 ・草 虫図の 寓意 と受 容 につ い て一

(研究 資料)

白 馬会 関連新 聞 記事 資料

美術研 究総 目次(359～364号)

(2)日 本美術年鑑

平成7年 度版(平 成8年3月)

平成6年 の内容 を もつ 。B5版339ペ ー ジ

一82一

中野 照男

宮崎 法子

植野 健造



「

事 業

平成6年 の 美術 界 年 史

美術 展 覧会(現 代 美術 ・西洋 美術)

美術 展 覧会(東 洋 古美術)

美術 文献 目録(定 期 刊行 物所 載)(現 代 美術 ・西洋 美術)

美術 文献 目録(定 期 刊行 物所 載)(束 洋 占美術)

物 故 者

(3)芸 能 の 科 学

tai典1¥能につ いて の研 究論K調 査報 告,資 料翻 刻 等 を掲 載 して い る。平

成7年 度 は ド記の 論 考集 を1=UTrした、,

芸能 の科学24(平 成8年3月 発行)

民俗行 嘱 ・民俗 芸能 に 見 る鬼の 形態

「乱 声1の 系 譜 一雅 楽 ・修il-:会か')鬼 狂 、1へ一

近松 門左衛 門の 鬼 浄瑠 璃の 場合 一一

長 唄の 鬼

蹴 鞠に関 す る ・試 論 能 の 身体 との関 わ りか ら

1河 歳 」の民俗 芸能(続)

中 国泉州提 線 木偶 虚父口1蓮 戯1の1李 世民遊 地府1

(4)f呆 イデ 不斗 学

中村 茂子

高桑いつみ

鎌倉 恵子

蒲生 郷昭

石井 倫子

山本 宏子

細井 尚子

所属研 究 員 に よる 文化財 の保 イ∫二と修 復 に関す る科,,,,,1・的 調査,受 託研 究報告

等の 論 文報 告 及び修復 処^r概 報等 を掲 載 してい る。'r成7年 度 は第35号 を発

行 した。 掲 載論文 は ド記 の通 りで ある、,

保 存科 学第35号

高徳 院 国宝 阿弥 陀如 来坐像 の 表 面にノi成す る腐 食生成物 の解 析

松 川 史朗 ・青 木 繁 夫

古建築 の 外装塗 装 の物性 に関 す る研 究(Ⅲ)

一丹色 塗装 の屋外 暴購 試験 〈2>一

西 浦 忠 輝 ・岡 部 昌r・ 川野邊 渉

松 戸市立 博物館 蔵 の板絵 にみ る鉛 白の 変色 と再 白色化

H3



膨1す 業

朽 津 信 明 ・野 田 裕 子 ・下 山 進

紫外 線 劣化絹 の修復 材 料へ の応 用の 可能性

川野 邊 渉 ・佐 野 千 絵 ・米山め ぐ美

三 浦 定俊 ・山畔 徳 一・・岡 岩 太郎

熱分 解 ガ ス クロマ トグラフ ィー に よ る漆 試料 の同定 の;1∫能 性 につ いて

川野 邊 渉

文化財 試料 の化学 発 光測定 にお け るS/N比 の検 討

佐 野 「・絵 ・米山め ぐ 爬 ・ モ浦 定 俊

東京都 美術館1法 【`条芋金堂 壁画 展 」に関 す る保 存環 境調 査

{左堅ff・ 絵 ・三浦 定 俊 ・木川 りか

展 示公 開施 設の 館内環 境調 査 報告'F成6年 度 佐野 「・絵 ・ ゐ浦定 俊

'ド成7年 度修 復 処 置概 報 修 復披術 部

2黒 田 清 輝 巡 回 展

」切1瑚1%　 !k8;i:21J25日(日)～31J24日(日)

場 所 米r市)ミ 術館

展示作 品 油絵 ・パ ステルphj60,!',1,木炭 デ ッサ ン50点,

そ の他 参 考資料 等25点

3公 開 学 術 講 座

美 術部 ・情 報資料 部(第29回)

日Il寺'1勺 」ζ7でト111J25U(」:)13:30～16:30

会 場 国 、ンニ教 育会館

講 演(1)「 西 域 クチ ャ地 方の 中国様 式絵 画」 中野 照 男

(2)「絵 画にiuる 武 器武具 」 廣11=雄 一

芸能部(第25回)

11時 平 成7年11月28日(火)18:00～20:30

.,

1



会 場 江戸 東京 博物 館 ホー ル

テ ー マ 語 り物の_ii:>fiCII

講 演(1)日 本 の語 り物 と三 味線

講 演 ② 中国 の語 り物

実演 と話 一常 磐津 節 と長 唄の比 較 実'lei

9
卜

蒲生 郷 昭

糸田ヲ事h埼f一

常磐 津一 祐 太夫

常磐 津紫 リノ、

杵屋 利 光

今藤 長龍 郎

聞 き 手

蒲生 郷 昭

4.夏 期 学術講 座

芸能 部(第20回)

芸能 部 では,芸 能の 多角 的 かつ総 合的 な研究 に資 す るこ とを 目的 と して,例

年夏期4日 闘に わた る'ン:術講座 を,i`iCIS圏 各大学の 大学院 生 を対 象に実 施 して

い る、,会場 を東 京国 、isx化財研 究所 会議 室 と し,芸 能部 員が それ ぞれ の専 門分

野にお け る研 究成 果を体系 的 に論ず る、,

'ド成7年 度は1伝 統 芸能 の 鬼1と い うテーマ を設 けて部 員5人 が分担 して,

7月IO日 か ら1311よ での4il問 にわ た り実 施 した。受 講者 は慶 応義 塾大 学,実

践 女r大 学,お 茶の水 女 ヂ大学,ii叱稲 川大学,共 ・ンニ女子大 学,法 政 大学,東 京

芸術 大学,東 海 大学,明 治 大,,.t-,東京rlV.11,f・1:大学,日 本 大学,国 立 音楽大 学,千

葉大学,成 城 大学 の 各大学 院 生で,受 講 者数 は40名 、日程 及 びテー マ細 目は下

記の通 りであ る。

7月10日(月)

序論 蒲生 郷 昭

民俗 行事 ・芸 能 にみ る鬼 の系譜 と扮 装 中村 茂 子

修 正会 の鬼 の展開 中村 茂f

7月11日(火)

鬼の而 の系 譜 羽 川 爬

85



事 業

歌舞伎 ・浄瑠 璃の 鬼 の姿

近 世戯 曲 に見 られ る鬼の性 格

7月12日(水)

能 ・狂 言 の鬼の 足つ か い

鬼 の登場 の音楽

能 と歌舞 伎舞 踊の 鬼

7月13日(木)

近世 邦楽 の 鬼(そ の1)

近世 邦楽 の 鬼(そ の2)

質 疑

5.能 楽技 法講 座

鎌倉 恵子

鎌倉 恵子

み

み

飛

つ

づ

い

い

桑

桑

田

高

高

羽

蒲生 郷昭

蒲生 郷昭

芸能部では能楽研究を志す学生や若手研究者を対象に,実 技の修得,脚 本構

造の技法分析等,能 楽を楽劇 として総合的に把握するための基礎的な講義を

行っている。

講 師 高桑いつみ 羽田 爽 及び外部の研究者 ・実技者

期 間 平成7年 から2年 間(毎 週水曜日午後6寺 ～8時)

場 所 別館会議室または芸能部舞台

内 容 脚本構造 ・謡の技法 ・鷹子の技法 ・面装束の用法 ・狂言の技法等

6.博 物館 ・美術館等の保存担当学芸員研修

研修内容

間

所

者加

期

場

参

・文化財の保存環境に関する科学的な基礎知識及び調査処理法の指

導

・文化財の修復技術に関する基礎知識及び科学的な基礎技法の指導

平成7年7月17日(月)～7月28日(金)

東京国立文化財研究所別館会議室

21名
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保存環境総論

保存環境 〈実習>

18日(火)

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 く実習>

19日(水)

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 く実習>

20日(木)

保存環境 各論

保存環境 各論

保存環境 〈実習>

21日(金)

生物被害 虫

生物被害 カビ

劣化 と保存 各論

劣化と保存 各論

保存環境 〈実習>

24日(月)

劣化と保存 各論

劣化と保存 各論

劣化と保存 各論

劣化と保存 各論

保存環境 く実習>

25日(火)

事 業

一文化財の保存と環境一 保存科学部長 三浦 定俊

一温湿度測定機器の取扱い一 三浦 定俊

一温湿度一 三浦 定俊

一展示梱包ケースの湿度調節一

国立歴史民俗博物館 神庭 信幸

一湿度の制御法一 三浦 定俊

一大気汚染とその影響一 生物研究室長

一室内汚染一 保存科学部主任研究官

一室内汚染の調査法一

一光 と劣 化一

一照 度基 準一

一照 度の 測定 と調 節一

一害虫の生態と被害一保存科学部調査貝

一要 因 と メカニ ズムー

一紙 一

一伝 統 材料 一

一環境 調査1一

生物研究室

修復技術部長

一木一 環境解析研究指導室長

一石一

一ガラスー 環境解析研究指導室

一考古遺物一 第三修復技術研究室長

一環境調査2一

門倉 武夫

佐野 千絵

佐野 千絵

佐野 千絵

神庭 信幸

佐野 千絵

山野 勝次

木川 りか

増田 勝彦

増田 勝彦

佐野 千絵

西浦 忠輝

西浦 忠輝

朽津 信明

青木 繁夫

佐野 千絵
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業

劣化 と保 存 各論

劣化 と保 存 各論

劣化 と保 存 各論

劣化 と保 存 各論

保 存環境 く実 習>

26日(水)

調 査 手法 各論

調査 丁一法 各 論

修 復 材料 各論

修 復 材料 各論

保 存環境 〈実 習>

27日(木)

ケー ススタデ ィ

一油 彩画 一 東 京芸術 大 学大学 院教授

一漆 一 第一修 復 技術研 究 室長

一金 属1-

一 金属2-

一 環境調 査3一

一化学 分析 一

一p4jイ象言汁測一一

一合 成樹1脂一

一絵 画の 彩色 層

」漿ナ尭討司査4一

イヒ,,,,1:贋牙究 縁ミ1

名誉研究員

第:修 復披術研究乞{

(於:府 中市郷 ヒの1,i}:物 館)

一 博物 館 にお け る収 蔵 ・展示 の1"1題 とその 対 策

一 美術館 に おけ る収 蔵 ・展示 の 問題 とその 対 策

281i(金)

文化 財科 学の動 向 現 状 と歴 史一

閉 講式

歌田 眞介

中果 壽克

占木 繁夫

}書f木繁夫

佐野 千絵

・r尾 良 光

こ浦 定 俊

樋 口

尾 、ンニ 和 則

笹4・堅r「 糸全≡

イノ}:里r「 ・糸.,:

ゐ浦 定 俊

モ浦 定俊

7.国 際研究集 会

(1)「 第19回 文化財 の保 存 と修 復 に関 す る国 際研 究集 会」

名 称 敦煤 莫高窟の保 存 国際 シ ンポ ジウム

期 間'iえ 成8年2月1日 ～3日[2月4日:公 開 シンポ ジウム]

場 所 奈 良 県新公会 堂

参加者250名(う ち外 国人25名)

発表 者 ・発 表題 目等(以 下 の とお り)

セ ッ シ ョ ン(1):基 調 講 演

..



莫 高窟保 存 の歴 史

段 文 傑(敦 煙研 究院,中 国)

莫 高窟保 存 の ための共 同研 究

焚 錦 詩(敦 焼研 究院,中 国)

莫 高窟保 存へ の展 望一 シンポ ジ ウム 開催 に あた って一

西 浦 忠輝(東 京国 立文化 財研 究所)

セ ッシ ョン(2):地 形,地 質 と石 窟 の環境

敦煙 付近 の過 去2000年 の環境 変動 につ い て

福 田 正 己(北 海道大 学)

敦煤 の気候

高橋 英紀(北 海 道大 学)

莫高 窟の 気象

前 川 信(ゲ テ ィ保 存研究 所,ア メ リカ)

莫 高 窟の微 気 象

張 擁 軍(敦 煙研 究 院,中 国)

莫 高 窟に おけ る蒸発 量 と壁画 の塩 類風化

朽津 信 明(東 京 国立文 化財 研 究所)

洞窟 壁画 の環境 保護:コ ンバ レー ユ洞窟 に おけ る応用

JacquesBRUNET

ジャ ッ ク ・ブ リュー ネ(歴 史記 念物 研 究所,

莫 高 窟に おけ る砂 対策

Po-MingLIN

事

フラ ンス)

ポ ・ミン ・リン(ゲ テ ィ保 存研 究所,ア メ リカ)

セ ッシ ョン(3):石 窟の構 造的安 定化

中国 におけ る石 窟の保 存

黄 克 忠(文 物 研 究所,中 国)

莫 高窟 にお け る地 盤工 学的 問題 点

RobertE.ENGLEKIRK

ロバー ト ・E,エ ンゲル カー ク

業

(地盤工 学 コンサ ル タ ン ト,ア メ リカ)
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事 業

大仏寺 石 窟の構 造 的安 定 化

GerdGUDEHUS

ゲル ド ・グデ フス(カ ー ルス ルーへ 大学,

岩体 強化 用PS-Fグ ラ ウテ ィン グ材 の物性

李 最 雄(敦 燈研 究院,中 国)

楽 山大仏 の修復 材 料 く伝 統 材料 と新材 料〉

馬 家 郁(四 川省考 古研 究所,中 国)

セ ッ シ ョン(4):壁 画 の強化 と修 復

莫 高窟壁 画補修 用 擬 土につ い て

増 田 勝彦(東 京 国立文化 財研 究所)

ア ジャ ンタ洞窟壁 画 の保 存修 復

O.P.AGRAWAL

O,P.ア グラ ワル(イ ン ド保 存研 究所,

日本古代 壁 画の 強化 と修復

沢 田 正 昭(奈 良 国立文 化財研 究所)

壁 画修 復用 合成樹 脂 の物性

EddyDEWITTE

エ デ ィ ・デ ウ ィッ タ

セ ッシ ョン㈲:総 合討 議

敦 燈莫 高 窟保存 の課 題 と今 後 の展望

[座長]樋 口

三浦

ドイ ツ)

イ ン ド)

(ベル ギー王 立文化 財研 究所,ベ ル ギー)

隆康(シ ル クロー ド研究 セ ン ター)

定俊(東 京国 立文化 財研 究所)

(2)ア ジア文化 財保 存セ ミナー

「第5回 アジア文化財保存セミナー」

主 題 文化財保存国際協力事業における技術的諸問題

期 間 平成7年10月17日 ～19日

場 所 奈良県新公会堂

発表者 ・発表題目等(以 下のとおり)
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事 業

基 調 講 演

文 化 財 保 存 国 際 協 力 事 業 に お け る 技 術 的 諸 問 題

伊 藤 延 男(イ コ モ ス 副 議 長,日 本)

カ ン ト リー レ ポ ー ト

ヴ ェ トナ ム に お け る文 化 財 の 保 存 と国 際 協 力

HoangDaoKinh

ホ ア ン ・ダ オ ・キ ン(ヴ ェ トナ ム 国 、ン:記念 物 修 復 セ ン ター)

マ ニ ラ,イ ン トラ ム ロ スの サ ン ア グ ス テ ィ ン教 会 の保 イ∫二

EmeritaVeranoAlrnosara

エ メ リ タ ・ベ ラ ノ ・ア ル モ サ ー ラ(フ ィ リ ピ ン 国 、k歴史 研 究 所)

文化 財 保イ∫:国際 協 力 事 業 に お け る 技 術 的 諸 問 題

DorjiWangchuk

ドル ジ ・ワ ンチ ュ ク(ブ ー タ ンk化 財'管理 局)

文化 財 保 イJ:国際 協 力4僕 に お け る 技 術 的 諸 問 題

MohammedAli

モ ハ メ ド ・ア リ(バ ン グ ラ デ シ コ.考liゴ局)

パ キ ス タ ンに お け る 文化 財 の 保 イ∫:と国 際 協 力

MuhammadAbclulI-lalim

ム ハ マ ド ・ア ブ ドゥ ル ・ハ リム(パ キ ス タ ン考 古 局)

文化 財 保 イ∫:国際 協 力Jrに お け る技 術 的 諸 問 題

AbdulSamcetiHassan

ア ブ ドゥ ル ・サ ミー ユ ・ハ ッサ ン

(モ ル デ ィ ブ 国 立 言語 歴 史 セ ン ター)

ム ア ラ ジ ャ ン ビ に お け る遺 跡 保 イ∫:

JunusSatrioAtmodj()

ジ ュ ヌ ス ・サ ト リオ ・ア トモ ジ ョ

(イ ン ドネ シ ア 地 区K化 財 保 存 事 務 所)

文 化 財 保 イ∫二国 際 協 力:そ の 課 題 と展 望

KamarttlHaharinbinHttyotlg

カ マ ル ・バ ハ リ ン ・ビ ン ・ブ ヨ ン(マ レ ー シ ア 文化 財 管 理 局)
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事 業

プ ラン ・サ ム ・ヨ ド遺 跡 の修 復事 業

ArakSunghitakul

ア ラ ク ・ス ン ヒタ クル(タ イ国芸 術総局)

基 調講演

文 化財 保 存国 際協 力事業 に おけ る技術 的諸 問題

MarcLaenen

マ ー ク ・ラー ネ ン(イ クロム)

カ ン トリー レポー ト

日本の文 化財保 存 国際協 力事 業 にお け る技 術的 諸問題

宮本長 二郎(東 京 国立文化 財研 究所)

上 海博物 館 にお け る古代 青 銅器 製造 技術 に関 す る研 究

廉 海 藩(中 国上 海博物 館)

大理石 製石 塔 の保 存:ソ ウル の石塔 を例 に

白 燦 圭(韓 国文 化財 管理 局)

保 存修 復 中央研 究所 の国 際協 力事 業

UlkuIzmirligil

ウル ク ・イズ ミル リジル(ト ル コ文化 財保 存修復 中央研 究所)

ダマ ス カス 旧市街 の保 存に おけ る技術 的諸 問題

MouhammadHoumamZaiem

モハマ ド ・ホーマ ン ・ザ イエム(シ リア 国考古 総局)

古代 都 市ル ア ン ・プ ラバ ンの保 存

BounhamChanthamat

ボー ンハ ム ・チ ャン タマ ッ ト(ラ オス国考 古 ・博物 館局)

ネパー ルで の歴 史記念 物 の保 存 国際協 力 にお け る技術 的諸 問題

UddhavAcharya

ウダヴ ・アチ ャ リャ(ネ パー ル考 古局)

総 合質 疑応 答 ・総 合討 議

(座長)馬 淵 久夫(作 陽短 期大 学)

マ ー ク ・ラー ネ ン(イ クロム)

一92一



事 業

8.敦 燵莫高窟壁画保存修復協力事業の実施

ア)訪 中(平 成7年6月20日 ～29日)

宮本 長二郎,西 浦 忠輝,朽 津 信明,中 野 照 男,勝 木言一 郎

訪 中(平 成7年10月24日 ～11月3日)

渡邊 明義,宮 本長 二郎,西 浦 忠輝,門 倉 武 夫,朽 津 信 明,

勝 木 言一郎,山 代 文雄

イ)研 修(平 成8年1月22日 ～3月21日)

李 実,段 修 業

9.第4回 「紙の保存修復」の国際研修

L

世 界の紙 の修復 専門家12名(12力 国)を 集 め,文 化庁 お よび 国際文 化財 保 存

研 究 セ ン ター(ICCROM)と 共 同開催 で 「紙 の1呆:イ∫:修復」 国際研 修 を行 っ た。

脆弱 な古文 書や版 画 な ど,紙 を素 材 と した文化 財 の修 理 で は,世 界 の文化 財 に

日本 の表具 技術 が役 に立 つ事 が知 られ るよ うに な って い る。 この研修 で は,こ

のH本 の 表具 技術 を伝 え るこ とをu的 とした。

3週 間 の研 修 は表具 の 基本的 な技術 を参 加 者が 経験 で きる よ うな内容 の実技

研修 を中心 と したが,口 本の文 化 史 ・文化 財保 護 法の沿 革 ・文化 財 に使 われ て

い る伝統 的 な素材 ・和 紙 と洋紙 の特性 等につ いて の講義 を行 う とと もに,研 修

旅行 で は和紙 の 紙漉 場 で修 復 材料 で あ る和紙 をよ り深 く理 解 す る よ うつ とめ

た。

海外 か ら,よ り正確 な技術 を求め る声 が増 え る中,今 回の ような 日本の 専 門

家の 直接 の指 導の も とで行 われ る研修 会 の意義 は深 い と確 信 してい る。

〈主催〉

東 京国立 文化 財研 究所

文化 庁

イ クロム(ICCROM)

〈協 力〉 京都 国立 博物 館
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事 業

く期 間 〉 平 成7年11月24日 ～12月14日(21日 間)

<場 所>11月24日 東 京 国 立 文 化 財 研 究 所

11月25日 ～12月14日 京 都 国 立 博 物 館

ス タ デ ィー ツ アー 奈 良 市 ・奈 良 県 吉 野 郡 吉 野 町

〈参 加 者 〉

トボ ア ・エ リザ ベ ス

THOBOIS,Elisabeth

オー ス ト リア ア ル ベ ル テ ィー ナ グ ラ フ ィ ッ ク コ レ クシ ョ ン

コ ッ コ ・ベ ア ト リス

COCCO,BeatrizB.M.

ブ ラ ジル サ ン パ ウ ロ 美 術 館 付 属 図 瀬 官

マ ッ ク ウ ィ リア ム ズ ・ワ ン ダ

McWILLIAMS,WandaD.

カ ナ ダナ シ ョナ ル ギ ャ ラ リー

ヴ ァ レ ン トー ヴ ァ ・ヴ ラ ス タ

VALENTOVA,Vlasta

チ ェ コ プ ラハ ナ シ ョナ ル ギ ャ ラ リー

エ ル ・エ ッセ イ り ・ア ブ ドゥ ル ーサ ラ ム

EL-ESSEILY,Abdel-Salam

エ ジプ ト ソバ グ大 学

ラ ロ ー ク ・ クロ ー ド

LAROQUE,Claude

フ ラ ン ス パ リ第 一 大 学

ル フ ・スザ ン ヌ

RUF,Susanne

ドイ ツ シ ュ ツ ッ トガ ル ト州 立 美術 館

ウ イ ナ ー ・カ ル ヴ ィ ン

WINNER,Calvin

イ ギ リス テ イ トギ ャ ラ リー

ク ラ イ ス ・イ ル デ ィ コ
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KRAISS,Ildiko

ハ ン ガ リー 国 立 文 、1}:館

ヘ イ ケ ル ・ヴ ィ ッキ … ア ン

HEIKELL,Vicki-Anne

ニ ュー ジー ラ ン ド国 、ンllツlll}二館

ダ ン セ ル ・マ リルー

1)ANCI?L,MarilOuM.

フ ィ リ ピ ンllミ1、ンニ片盛史イリ1;究1り1

フ 」 ル ナ ンデ"lam・ テ レザ

FERNANI)EZdeIio1)adilla,Teresa

スペ イ ン プ ラ ド博物 館

10.会 議

(1)文 化財保存修復研究協畿会

iこ

日

場

ト

題

時

所

旨

講 演

―有機t'!化 財 に関 す る調 査研ヲ巳の 新 しい展 開」

・ドI」文7isll112(工 日(11)

東京国 、,./.化財 研究 所別館 会 畿室

有機 質K化 財 の構造 ・材 質 ・劣化 な どに関す る科 学的研 究 は,

近 年,分 析 技術 の 向 ヒに も助 け られ なが ら,め ざ ましい進 歩 を

遂 げつつ あ る、,しか し,非 破壊 的 獄去での分 析の 限界 な ど,研

究iの 抱 え る技 術的 な問題 な ども少 な くない 。本研 究協議 会 は,

科学 的 なデー タの討 議 に加z,有a'f't文 化 財 の研 究に対 して望

まれて いる情 報,将 来の 展望 につ いて も検 討 し,保 存 と修復 に

関す る調 査研究 の 向 ヒを1ヌ1るこ とを 目的 とす る。

有機 質文化 財保 存の問題 と科学 へ の期待

文化 庁)ミ術1:芸 課 鈴 木 規 夫

漆の 同定 に関 す るPyGCMSの 応川
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事 業

明治大学理工学部 宮腰 哲雄

アミノ酸分析による膠の同定

東京芸術大学美術学部 真貝 哲夫

三次元蛍光分光法による染料その他文化財構成材質の分析

東北芸術工科大学芸術学部 松田 泰典

保存処理薬剤ポリエチレングリコールの微生物による分解

東京国立文化財研究所保存科学部 木川 りか

コ
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11.国 際 ・国 内交流

(1)平 成7年 度職 員 の海 外渡航

事 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

川野 邊渉 ウズベキスタン 出土塑像の保存方法の検rと指導 、iZ成7年4月10目

～竜賊7年4月26日
国際交流基金

西浦忠輝 シリア

イタリア

シリア,ア イン ・ダーラ神殿遺跡

石彫 レリーフの保イf:に関す る調

査,研 究及び指導並びにイタリア

岡内イ1造文化財保イ∬調査

平成7年4月14日
～'賊7年5月3日

住友財団

11/尾 良 光 米国 鉛同位体法による産地推定に関す

る講滴

'f'・成7年4月25日

～'賊7年 朔29日
私費

宮本長二郎 トル コ トルコ木造建築文化財の保イ∫:修復

指導

1え成7年5月15日
～平成7年5月29日

国際交流基金

青 木繁夫 トル コ 出i:金属製品修復の検討 と指導 平成7年5月15日
～1城7年5月29日

国際交流基金

平 尾良光 中国 「商文化国際学術討論会1出 席及

び研究調isのため

'1'成7fr5月19日

～'r成7年5月28日

私費

.浦 定 俊 イタリア イクロム財政事業委員会出席のた

め

平成7年5月23日
～、1械7年5月30日

イクロム

lll梨絵美f 韓岡 韓国美術史学教fi""r:会il催シンポ

ジウムでの発表及び韓岡近代美術

品の調査

'F成7年6月7日

～械7年6月11日
先方負担

鶴 田武良 中国 徐悲鴻学術討論会出席並びに現代

中国絵画調査

平成7年fill10日
～平成7年6)119日

私費
一部先方負担

川野邊渉 ドイツ 漆芸品の調査法の開発のための交

流と実験

平成7年6月12日
～、r成7年7月30日

科学研究費

宮本長二郎 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

平成7年6月200
～'i城7年6月29日

科学研究費

西浦忠輝 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

平成7年6月20日
～'F成7年6月29日

科学研究費

朽 津信明 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

平成7年6月20日
～9'成7年6月29日

科学研究費
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1

!」孚 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

中野照 男 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

平成7年6月20日
～平成7年6月29日

外国旅費

勝木言一郎 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

平成7年6月20[i
～平成7年6月29日

外国旅費

三浦定俊 韓国 文化財における環境汚染の影響と

修復技術開発共同研究の協議

平成7年6月25日
～平成7年6月28El

外国旅費

青木繁 夫 韓国 鯨国文化財研究所と行われる共同

研究の実施協議

平成7年61J2511
～平成7年6月28日

外国旅費

門倉武 夫 韓岡 韓国文化財研究所と行われる共同

研究の実施協議

平成7年6月2511
～亀賊7年7月2日

外国旅費,文 化財

保fr:修復学会

井餓 之輔 li1国 中国延安地ノ∫石窟寺院の調査研究 'f'成7年6月3011

～11(成7年7H1511

私費

長岡 龍作 i国 中国延安地ノ∫石窟 、鴇乞の調査研究 械7年6月300
～隔F成7年7月1511

私費

増川勝 彦 オ ランダ,ベ ル

ギー,ド イツ

在外日本占美術品修1夏協力に係る

欧州調査

械7年6月28日
～噸ド成7年7月911

文化庁

貴志 辰夫 オ ランダ,ベ ル

ギー,ド イツ

文化財の海外交流に関する欧州関

係機関との連絡調整

平成7年6月28目
～'賊7年7月911

文化庁

西川杏太郎 ドイツ 「漆 ・ニス等伝統的天然樹脂塗膜

の劣化保存に関する研究」に関す

る調査及び協議

平成7年7月2目
～、F成7年7月1〔}日

科学研究費

三浦定 俊 ドイツ 漆1.rinの調査と研究協議 平成7年7月211

～平成7年7月1〔 〕日

科学研究費

木 川 りか タイ レンガ造遺跡の劣化と保イ∫:対策に

関する調査

'賊7年7月31i

～平成7年7月9日
科学研究費

西浦 忠輝 タイ レンガ造遺跡の劣化と保存対策に

関する調査

平成7年7月411
～平成7年7月911

科学研究費

鎌倉 恵子 中国 中国泉州人形劇調査 平成7年8月11(1
～平成7年8月1811

日本学術振興会

三浦 定俊 中国 日中博物館 ・文物保存国際シンポ

ジウム出席

平成7年8月23f1
～平成7年8月28FI

川 健築技術交流
会

佐野 千絵 中国 陳西省における漆液の成分に関す

る科学的研究と調査

平成7年8月19EI
～平成7年8月28日

私費

鶴IH武 良 中国 中国早期油絵の研究 平成7年8月19日
～平成7年8月29日

私費
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1

事

氏 名 渡 航 先 目 的 期 問 旅費の出所等

西浦忠輝 イギ リス,ベ ル

ギー,イ タリア

文化財の保存に用いられる合成樹

脂に関する調査と研究協議及び国

際協力に関する調査と協議

平成7年8月30日
～平成7年91110N

外国旅費

朽津信明 イギ リス,ベ ル

ギー,イ タ リア

文化財の保存に用いられる合成樹

脂に関する調査と研究協議及び国

際協力に関する調査と協議

'1'成7年8月30日

～械7年9月10日
外国旅費

長岡龍作 タ イ,ミ ャ ン

マー,カ ンボジ

ア

タイ ・ミャンマー,カ ンボジアの

彫刻関係資料収集と現地調査

'F成7年8川7H

～械7年9月91i
科学研究費

島尾 新 中国 中国江南地ノ∫の仏教史跡探訪
・賊7年9月1日

～'ド成7年9月151i
私費

ll手誠之輔 中国 中国江南地方の1∠、教史跡探訪 ・F成7年9月1日

～俄7年9月15H
私費

勝木言一郎 韓国 大韓民岡における仏教美術の調査

研究

・械7年9月3iI

～械7年9月6日
私費

蒲生郷昭 中国 中国伝統1、楽 の現状 とその教Y;制

度の調査

'賊7年9月200

～械7年9月28日
私費

勝木言一郎 台湾 台湾における中国絵画の瀞司査研究 11/成7年10川6日

～械7年10月18日
私費

鶴 田武良 香港,台 湾 香港芸術館での発表ならびに高尾

市立美術館,台北国立故宮博物院
での調査

'賊7年10月26日

～II/成7年11月6日
香港芸術館及び私

費

増 田勝 彦 米国 イ1三米 日小こ)∈そ}「7iiit{呆イ∬:イ1蓼そ夏協 ノJ`こカ・

かる調査

bF成7年10月22日

～械7年101128日
国際交流基金

貴志 辰夫 米khl イ1三米 日本 美彷∫品イ呆イ∫イ1多復tai,ノ」にか

かる協議

'1城7年10月22日

～hi∠成7年11月1日
匡際交流基金

宮本長二郎 ll個 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

、F成7年IO月24日

～'1城7年11113日
外国旅費

ICI代文 雄 中国 日中共同研究の推進に関する中国

関係者との協議等

、1城7年10月24日

～械7年ll月3日
外国旅費

門倉武 夫 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

亀F成7年10月24H

～俄7年11月3日
外国旅費

西 浦 忠、輝 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

1城7年lO月24H

～'F成7年ll月3日

科学研究費

朽津信明 中国 中国砂漠地帯におけるX化財の保

存対策に関する調査研究

隔F成7年10月24日

～ 械7年11月311

科学研究費
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聖4 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

勝木言一郎 中国 中国砂漠地帯における文化財の保

存対策に関する調査研究

平成7年10月24日
～平成7年11月3日

外国旅費

増 Ⅲ勝彦 韓国 湖巌美術館での講演 平成7年11月1日
～平成7年11月5日

湖巌美術館

島尾 新 台湾 台北国立故宮博物院での調査 平成7年11月1日
～平成7年11月5日

科学研究費

蒲'k郷 昭 中国 中国音楽比較研究国際学術会議へ
の参加

平成7年ll月611
～'N成7年11月13iI

私費

福建師範 大X11//1:

叫1野 照 男 米国 海外所在日本文化財調査のため 平成7年111111【i
～1城7年11月18il

文化財保イf:修復学

会

島 尾 新 米国 海外所在日本文化財調査のため 平 成7年ll月llH

～'1'成7年11月18日

文化財保イ∬:修復学

会
　 一

浅 見 清 米匡1 在米li本美術品保イ∫:修復協力事業

にかかる協議

亀賊7年11川1日

～平成7年lI月18日
外国旅費

一 　 一

.浦 定 俊 イタリア イクロム総会,理 事会,事 業財政

委貝会出席

平 成7年ll月24日
～1F成7年12114日

文部省

西浦忠輝 タイ タイ国イ1造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する調査

平成7年12月5日

列 城7年121】15日

科学研究費

朽 津信明 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する調査

平 成78`121151]

～平成7年12月15日

科学研究費

松 本修 自 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処i霞に関する調査

平成7年12月5日
～平成7年12月15日

外国旅費

渡避 重夫 タイ タイ国関係機関との協議 平成7年12月5U
～平成7年12月15CI

外国旅費

松 本修 自 イタリア

フランス

イクロム,ユ ネスコ,イ コモス等

関係機関 との協議

平成8年1川0目
～平成8年1月19[]

外国旅費

篠 原 ・ 夫 イタリア

フランス

イクロム,ユ ネスコ,イ コモス等

関係機関 との協議

平成8年1月10El
～平成8年1月19日

外国旅費

山梨絵X子 米国 セントルイス美術館で開催 される

日本画展に伴うシンポジウムでの

発表ならびに関連行事への出席

平成7年10月31日
～平成7年11月8EI

先方負担

私費

川中 淳 米国 ブルックリン美術館所蔵の日本近

代絵画の調査等

平成7年12月27日
～平成8年1月9日

国際交流基金

私費

L _一 一一一
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事 業

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

長岡龍作 イギ リス,ア イ

ル ラン ド,フ ラ

ンス,ド イツ,

チェ コ,オ ース

トリア,イ タリ

ア,エ ジプ ト,

イン ド,中 国

文部省在外研究

「東西古代世界における宗教彫像」

の調査 ・研究

'F成7年12月15日

～'賊8年101114日

文部省

西川杏太郎 タイ LI・タイ協力に関する協議とタイ

国文化ll掃腔

平成8年2月11日
～・ド成8年2月18日

外国旅費

西 浦 忠 輝. タイ 日・タイ協力に関する協議とタイ

国文化財調査

・r成8年2月11日

～'i乏成8年2月18日
外国旅費

門介武 夫 中国 東アジアの酸性雨の文化財及び材

料への影響評価に関する研究

11/成8年31j3日

～r成8年3月12日
大気環境学会

宮本長二郎 中国 目中共同研究の推進に関するlll岡

関係者との協議等

'賊8年2月26日

～、F成8年3月1日
外国旅費

段 志 辰 夫・ 中国 日中共同研究の推進に関する中国

関係者との協議等

平成8年2月26日
～'1'成8年3月1U

外国旅費

松 ド冬樹 中国 日中共同研究の推進に関する中園

関係者との協議等

平成8年2月26日
～平成8年3月1日

外国旅費

平尾 良光 米国 米国地質研究所及びカリフォルニ

ア工科大学の質量分析計の調査

`(`ik8fi`3月5日

～、ド成8年3月11日
私費
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事 業

(2)招 へい研 究員等

国外招へい研究員

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

李 瑠姫 韓 国 漆芸品修復家 6.06.17

8.03.31

漆芸品の伝統的技法の

調査と新枝術の開発

修復技術部
1111艮1競

金 杢虎 韓 国 湖巌美術館保存科

学室・研究貝

6.09.01

7.06.30

金属文化財の保イ∫:科学

的研究

保イ∬:科学部

9'IC良光

FERNANDF.S,

MariaLeonor

VieiraLeiria

ポル トガ

ル

ホセ ・デ ・フィグ

レイド研究所

保イ∫:専門家

7.05.03

8.04.30

i]本漆器の修復技法 修復技術部

Illi購児

安 喜均 韓 国 韓国文化財研究所

研究貝

7.05.08

7.05.14

文化財に対する環境汚

染の影響と修復技術の

開発研究

修復技術部

1林繁夫

姜 大 一・ 韓 国 韓国文化財研究所

研究貝

7.05.08

7.05.14

文化財に対する環境汚

染の影響とll笏復技術の

開発研究

{ix,復技術部

i'休繁 左

金1E耀 ※ 中 国 中国社会科学院

世界宗教研究所

lllll研究貝

7.11.10

～7 .12.27

中国酎騎 銅器の白然
科学的研究

保存科学部

1尾尾1胱

BRAU,Lorna

M.奉

米 匡1 H本芸能研究者 7.07.06

7.07.15

落語の技法研究の現状

と今後の国際交流にっ

いて

,ミ能剖～

中村茂r

WATSKY,

AndrewM.'

米 匡1 ヴァッサー大学美

術史科助教授

7.07.24

～7 .08.07

桃山時代における美術

資料の研究

督椒 資料部

鈴木廣之

TODD,

Andrew串

カ ナ ダ 修復1¥門家 7.09.04

～ ,09.14

屋外陳列彫刻の保存管

理技術

修復技術部

i'休繁夫

HENIZICII-

SEN,Christof

Paul

ド イ ツ ケルン大学美術史

東洋X術科

剛 ご過税

7.11.01

8.12.31

日本における文化財建

造物修理の理念と実施

国際文化財保イ∫:修

復協力センター

宮本長二郎

●■

DOLL,Bern-

hard

ド イ ツ ドイツ連邦政府科

学技術省人文科学

部長

7.11.01

7.11.10

漆工品の保存に関する

研究打合せと調査

保存科学部
三浦定俊

o■

KUHLENTH-

AL,Michael

ド イ ツ バイエルン州立文

化財研究所

ll多復部長

7.11.01

7.11.10

漆工品の保存に関する

研究打合せと調査

保存科学部
三浦定俊
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事 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究諜題 研究代表者

ENDERS,

SiegfriedRCT

ド イ ツ ヘッセン州文化財

管理局主任文化財

調査官

7,ll.01

7.11.10

漆工品の保存に関する

研究打合せと調査

保存科学部

三浦定俊

GHAFEUR,

SamerAbdel

シリア ・

アラブ共

和国

アレッポ国立博物

館 技術員

7.08.31

7.09.30

アインダーラ神殿遺跡

イf彫レリーフ修復事業

に関するイf造物の合成

樹脂による修復に関す

る調査研究

国際文化財保存修

復協力センター

西浦忠輝

KOMIN7,,

Laurence'

米 国 ポー トラン ド州立

大f:教授

7.12.08

～7
,12.18

歌舞伎研究の国際交流 芸能部

鎌倉恵子

金 思悠 韓 国 韓国文化財'研究所

保イ∫:科学研究室

研究員

7.12.15

7.06.14

文化財に対する環境汚

染の影響と修復技術の

開発研究

ll多復技術部

青木繁夫

LARSEN,

KnutEinar

ノル ウェ

ー

ノル ウ ェー1二 科 大

X11/,J・教 授

7.1LO8

7.11.19

アジアと西欧との民家

等・建造物の保存法の比

較研究

国際文化財保存修

復協力センター

宮本長二郎

SCHLOMBS,

Adele

ド イ ツ ケルン市立ii洋美

術館長

8.01.20

～7 .01.26

在 ドイツ美術館所在の

11本美術品の劣化状況

及びその保イ∬:と修復

東京国立文化財研

究所長

西川杏太郎

段 修業事 中 岡 敦煙研究則腋 研

究所 助理研究員

s.oi.z2

8.03.21

椥膜 高窟壁画の修復

材料に関する研究

修復技術部

増田勝彦

李 実 中 国 敦焼研究員保護研

究所 助理研究員

8.01.22

8.03.21

敦煙莫高窟壁画の修復

材料に関する研究

修復技術部

増田勝彦

i/二本光信' 米 国 アメリカ地質調査

所名誉研究貝

8.01.25

～8 .02.07

鉛同位体比の地球科学

的巡化に関する甚礎的

研究

保存科学部

平尾良光

utcnLrzrtz,

loses

ド イ ツ ラトゲン研究所長 8.01.25

～8 .02.07

文化財分野における機

器分析についての研究

修復技術部

川野邊渉

ADDAI,Jhon

Kwesi

ガ ー ナ ガーナ博物館記念

物局技師

8.01.30

8.04.29

文化財の劣化の原因と

修復方法

国際文化財保存修

復協力センター

松本修自

朴 相国 韓 国 韓国文化財研究所

芸能民俗研究室長

8.02.01

8.03.08

無形文化財の記録保存
の方法

芸能部

羽田利

LEVUSH-

KINA,Svet-

lanaValer-

yonovna

ウズベキ

スタン

文化省ハムザ美術

科学研究所考占学

部1"1化学担当官

8.02.13

8.03.22

合成棚 旨を川いる1肚

遺物の処理法の開発研

究

修復技術部

川野邊渉
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拝 業

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

GIRMOND,

Sybille

ド イ ツ ケルン市立ケルン

東洋美術館学芸員

8.02.16

8.02.23

在ドイツの美術館所在

の日本美術館の劣化状

況及びその保存と修復

修復技術部

増田勝彦

VANDIVER,

Pamela'

米 国 スミソニアン研究

機構保存分析研究

所

8.02.26

8.03.07

陶磁器の科学的調査と

研究打合せ
保存
三浦定俊

GERASIMOV,

Evgenij

Nikiforovich'

ロシア連

邦

国立エ ル ミター

ジュ美術館絵画修

復室研究貝

8.02.26

8.03.05

油彩画の修復に膠を使

用する方法についての

技術的問題

修復技術部

増川勝彦

小山真由美串 イタリア イプレア市立ガル

タ美術館学芸貝

8.02.26

8.03.10

イタリアにある日本漆

芸品修復に関する調査

研究

修復技術部

中里譲貌

馳堵 中 国 中央美術学院教授 8.03.03
--8 .03.16

1920年 代フ ランス留

学し1咽画家の研究

X術部

鶴川武良

KANTAR-

CIOGLU,Ayse

Serda'

ト ル コ トルコ1映 保存修

復研究所研究員

8.03.04

8.03.16

木造彩色の保存修復に

関する研究

国際文化財保存修

復協力センター

宮本長二郎

CHATRAKUL

NAAYUDD-

HAYA,

Wongechat'

タ イ 芸術総局考古博物

館局考古部修復計

画課技官

8.03.11

8.03.24

躍外文化財の保存に関

する調査

国際文化財保存修

復協力センター

西浦忠輝

POSITYANAN-

DANAVasu

タ イ 芸術総局考古物館

局記念物保存部建

造物保存課技官

8.03.11

8.03.24

日本における文化財の

保存研究に関する調査

国際文化財保存修

復協力センター

西浦忠輝

ABE,Stanley

Kenji'

米 国 デューク大学

美術 ・美術史学科

助教授

8.03.07

8,03.21

日本国内に所在する中

国仏教美術資料の収樂

X術部

岡川健

劉 東光寧 中 国 河北省術郷市文物

管理処文博物館

8.03.13

7.03.30

南北朝後期における中

原地方の石窟美術につ
いて

情報資料部

勝木串 ・郎

趙 力寧 中 国 中央美術学院美術

史系講師

8.03.15

7.03.28

文革後の美術における

外国美術の影響

美術部

鶴晦 娘

鄭 光謄 韓 国 大田保険専門大学

博物館科専任講師

8.03.21

8.03.25

文化財における環境汚

染の影響と修復技術に

開発研究

修復技術部

青木箕夫

注1)*は 研究所の予算で招へいしたことを表す。※は一部研究所の予算で招へいしたことを表す。

2)国 際研究集会,ア ジア文化財保存セミナー,「紙の保存修復」の国際研修の国外招へい研究員等について

は各々の項に記載した。
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事 業

国内招へい研究員

氏 名 現 職 招へい期間 共 同 研 究 課 題 研 究 代 表 者

三村 昌義 神戸親和女子大学

助教授

8.02.19

8.03.01

明治期の寄席 芸一f7i1117に見

る外国の影響 一

芸能部

中村茂子

(3)平 成7年 度海外研究者等の来訪

氏 名 国 籍 所 属 等

UAyeKo外2名 ミ ャ ン マ ー 考占局技官(記念物)外

PIIUNG,Phu

外1名

ヴ ェ トナ ム フエ遺跡修復センター副所長外

YEO,In-Seon

外3名

韓IK1 全南大学校工科大学轟1り教授外

OHLAU,Juergen

Uwe

ド イ ツ ザクセン州文化財団理事長

VANTONGER-

EN,Casper

オ ラ ン ダ オランダ報道関係者

SRNASTAVA,AK イ ン ド 内務省警察研究開発局技官

安 榮喜 外3名 韓 岡 文化財管理局国立文化財研究所資料室

鵜 庚武 外2名 中 国 陳西省歴史博物館副館長外2名

KOSOVA,Katar・

ina

ス ロヴ ァキア スロヴァキア文化財保獲機関会擬

李 治国 外1名 中 国 雲岡石窟文物研究所所長外1名

李 長洛 外39名 韓 国 文化体育部文化財研究所庶務課長外

GARDJII'0

外1名

イ ン ドネ シア 国立図書館納本保存センター手稿整備課長外1名
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VI.研 究 施 設 ・設 備

1.蔵 書

美 術 関 係 図 書

日本 ・東洋古 美術,日 本近代 ・現 代 美術,西 洋 美術 の全般 に わ たる研究 所

を中心 に,関 連図 書,各 種 叢 書,辞 典類 な ど和 漢香(42,764),1-t-iii(4,182),

計46,391冊 の ほか,各 都 道府 県市 町村教 育委 貝会 編集 の文 化財 関係報 告書,

美術 関係 雑 誌,紀 要 類,売 立 目録,展 覧会 目録 な どを所蔵 し,所 内及 び所 外

の研 究 者の利 用 に供 してい る。

芸 能 関 係 図 書

雅楽 ・寺事 ・能 ・歌 舞伎 ・文 楽 ・邦楽 ・邦 舞 ・民俗 芸能 ・寄席芸,そ の他

わが 国の伝 統芸 能の研 究 に必要 な図 、1}:10,262冊を所 蔵す る。 演芸 画報 ・歌 舞

伎新 報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新 劇 ・上方 ・民俗 芸術 ・日

本民俗 ・芸能復 興 ・郷 土研 究 ・旅 と伝説 な どの雑 誌,そ れ に声明 本 ・謡本 ・

噺 子手付 本 ・丸 本 な どの 台本 ・譜本 も収 集 して い る。

保 存科 学 ・修復技術関係 図書

伝統的生産及び工芸技術井,技 術史またはそれらの科学的究明を試みたも

の,修 理工事報告書及び化学・物理学・生物学部門の保存科学の関連和洋書,

合わせて3,249冊を所蔵している。

本年度における収集数と総計は次表のとおりである。

区 分
美 術 関 係 芸 能 関 係

保 存 科 学 ・
修 復技術関係 計

和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 書

7年 度 51g冊 11冊 335冊 14冊 43冊 5冊 927冊

総 数 42,764冊 4,182冊 10,436冊 176冊 2,172冊 1,077冊 60,807冊
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研究施設 ・設備

2.資 料

美 術 関 係 資 料

実物 よ りの直接 撮影 を主 に した写 真資料 の作 成整理 と,購 入写真,複 写写

真 に よ る補 足整備 に加 えて,印 刷 物 中の図 版 をお さめ る とい う方式 で,当 研

究所 設立 当初 よ り一貫 して 力 を注い で きた写真 資料 を有す る。 それ らは 日本

東洋 古 美術,日 本 近代 ・現代 美術,西 洋 美術 の全 域 にわ た り,そ れ ぞれ絵 画,

香籍,彫 刻,工 芸,建 築 等 の諸部 門に 及ぶ。 特別 大型 の ものか ら小 型の もの

まで総数 凡 そ26万 点,原 板 保 有量 はほぼ3分 の1に あた り,別 にマ イ クロ ・

フ ィルム255巻 が あ る。写 真 資料 の ほか,拓 本,作 家 伝 記資料,落 款印章 資料,

近代 ・現代 作家 ・団体 ・作品 資料,資 料 ス クラップ等 と,図 書 カー ド,図 版

カー ド,各 種 索引 類な ど 多数。

芸 能 関 係 資 料

レ コー ド,録1、:テー プ,シ ネ フィルム,ビ デ オテープ,写 真等 に よ る芸能

資料 を数 多 く備 え てい る。 レコー ドには,毎 年 各社 か ら発 売 され る伝 統 芸能

関係 レ コー ドの ほか,昭 和35年 度 文 部省機 関研 究費 に よって購 入 した安 原 コ

レ クシ ョン レコー ド5,450枚 が含 まれ てい る。安 原 コレ クシ ョン は,明 治 ・大

正 ・昭和 三代 に わ たって発 売 された各種 邦 楽 レ コー ドを網 羅 した もの で,近

代 にお け る邦楽 の実態 と変遷 を知 る上 で 貴重 な資料 であ る。 録 音 テー プ,ビ

デオ テー プ,及 び写真 は,雅 楽 ・能 ・歌 舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行 事 ・民俗

芸能 その他 の 伝統芸 能 を対 象に記録 して きた もので,奏 演法 の解析 を中心 と

した写真,テ ープ,あ るい は各種文 書 の記録 写真 等 も含 ん で いる。 資料別 の

所蔵 数 は,つ ぎの とお りで あ る。

区 分
録 音 テ ー プ シネ フ ィル ム ビデ オテー プ

analog digital 8mm 16mm β,VHS方 式 8mm

平成7年 度 37本 0本 0本 0本 95本 18本

合 計 2,922本 336本 198本 4本 485本 105本
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研究施設 ・設備

区 分
音 盤

SP・LP CD VHD・LD

平成7年 度 1枚 416枚 0枚

合 計 7,119枚 572枚 16枚

3.主 要機 器 ・設 備

美術部 ・情報資料部

名 称 使 用 目 的 備 考

X線 透過撮影装置 軟X線 照射による絵画 ・彫刻の顔
料 ・構造等の非破壊分析。

紫外線照射装置 紫外線照射による蛍光物質の分析。
補絹 ・補彩領域の明別。

顕微鏡装置 双眼実体顕微鏡による美術作品細部
の非接触観察。

KARLZEISS

赤外線テレビ 赤 外 線照 射 に よ る墨 線 の 抽 出。 下

図 ・銘 文等 の解読 。

浜松 テ レ ビ

ビ デ オ イ メー ジ ス

コー プ
内視鏡による彫刻作品等の内部観
察。

オ リンパ ス

ロー カ ル エ リア ネ ッ

トワ ー ク

LANに よ る情 報 処 理 の 円滑 化。 情

報の統 合 ・共有化 。

NETONE(ア ン

ガ マ ンバ ス)

画像処理装置 デ ィ ジタル画像処 理技術 に よる 多角

的画像 分析 。画像 デー タベ ー スの試

作。

NEXUS6800シ

リー ズ

光 デ ィス クフ ァイ リ
ン グシス テム

大量 の調 書 ・カー ド類 の一 括管 理。

簡易 画像 デー タベ ー スの 試作。

RIFILE
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研究施設 ・設備

芸 能 部

名 称 使 用 目 的 備 考

舞台(試 聴室) 日本の古典芸能を実演するのに必要 間 口590cm奥 行

最小限の広さを持ち,実 技者を招い き485cm残 響 時

て研 究 のた めの試 演 を行 う。 また そ 間0.30/秒

の実演を舞台に続 く調整室で撮影 し
録音 す る。

録音室 実技者を招いて分析研究のための, 間 口421cm奥 行

良質 な録 音 を行 う。 き670cm残 響 時

間0.15/秒 アナ ロ

グ ・デ ジタル の録

音可能 。

メログラ フ 音の高さと強さの細かい変化を正確 型名B/T
に計 り,分 か りやす いグ ラフで記録

して,音 学的分 析 を行 う。

レ ー ザ ー ・ タ ー ン レー ザ ー 光 で ア ナ ロ グ ・レ コ ー ド を エルプLT-IX

テー ブル 非接 触で 再生す る。 貴重 な レ コー ド

を半 永久 的 に使 用 で きる。

保存科学部

名 称 使 用 目 的 備 考

螢光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器 な どの化 学

組 成 を非破 壊的 に測定 す る。理 学電

機 製 は可搬 型 であ る。

フ ィ リ ッ プ ス

PW1404LS,理 学

電機TBFO1

原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属 な どに含 まれ る元

素 組成 を測 定す る。

ジ ヤー レ ル ア ツ

シュAA8500

誘導結合プラズマ分
析装置(ICP)

岩石,土 器,金 属 な どに含 まれる元

素 組成 を測定 す る。

セ イ コーSPS1100

質量分析装置 鉛,ス トロ ンチ ウム 同位 体 比測定 か

ら,青 銅,岩 石 な どの 原料産 地 を推

定 す る。

VG-Sector-J

イオ ンク ロマ ト分 析

装 置

岩石,錆 中の陰 イオ ン濃度や 空気 中

のNO。,SOX濃 度 の測定 か ら錆の 進

行状 況や,空 気汚 染の程 度 な どを推

定す る。

横 河 電気IC500P
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名 称 使 用 目 的 備 考

電子スピン共鳴装置 遷 移金 属 イオ ンや 劣化 に伴 って生 じ

るフ リー ラ ジカルの 強度 を測定 し,

劣 化 の進み か たや 程 度 を推 定す る。

日 本 電 子JES
-REIX

化学発光計測装置 化学反応に伴って放出される微弱な
光の強度を測定し,反 応の進みかた
や劣化の度合いを測定する。

東 北電 子CL-100

走査型電子顕微鏡 高倍率 で試料 表而 の状態 を観察 す る

と ともに,構 成元素 の分布 を調 べ,

構 造 ・技 法に つ いて情報 を得 る。

「!本 電f

JMS5100

低 ユ'↓空 度走 査型電r

顕微 鏡

高倍率 で試料 表 面の状 態 を観 察す る

と ともに,構 成 元素の分布 を調べ,

構造 ・技 法に つ いて情 報 を得 る。

日本 電r5800LV

工 業川X線 検 査装

置
透視 撮影 に よっ て彫 刻 ・工 芸 ・考 占

遺 物 ・な どの 構 造や 光電r撮 影 に

よって絵 画の 顔料 を調べ る。

ブ イ リ ッ プ ス

MG321他

減圧k蒸 装置 文化 財加 害生 物 を防除 す るため の燃

蒸法 の研 究 ・開発 を行 う。

SK2

微生物検休作成装置 微生物胞子の発芽に及ぼす風の影響
を調べる。

小林精機CP型

ガ ス クロマ トグラフ

質 量分 析 計

有機質文化財の構成物質および劣化
の判定のためにガス状として有機物

を分離し,有 機分子の判定を行う。

ヒ ユ … レ ッ ト パ ッ

カ ー ドIIP5890,

日 本,,・L('

Automass150

液体 クロマ トグラフ

質 最分 析 計

有機質文化財の構成物質および劣化
の判定のために液体状態で有機物を
分離し,有 機分子の判定を行う。

ヒ ュ ー レ ッ トバ ッ

カー ドIIP,日 本

電 子LX2000

DNAシ ー ケ ンサ 文 化財 の劣化 原 因,生 物等 の遺伝 子

配列 を調べ,種 の判定 を行 う。

フアル マ シア バ イ

オテ ク

修復技術部

名 称 使 用 目 的 備 考

太陽追跡曝露試験機 修復材料の耐侯性試験をする。 スガ試験機
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名 称 使 用 目 的 備 考

プラズマ装置 酸化した出土金属遺物を水素プラズ
マを利用して還元処理をする。

神 港精機MP1017

紫外 線 フ ェー ドメー

タ

塗料,有 機 質材 料の 耐侯性 試験 をす

る。

スガ試験機

大 型 ステー ジ顕 微鏡 文 害,染 織 品等 を平 置の まま構 造 を

観 察 で きる大 型移 動 ステー ジ(1×

1m)を 備 えた光学顕 微鏡

三 啓SLP-1000

走査 型 レーザー 顕微

鏡

レーザ ー を走査 して,天 然 物 な どを

きわめ て深 い焦 点深 度 で観 察 し,立

体 的 な情報 を得 るこ とが で きる、,

レ ー ザ ー テ ッ ク

ILM21

耐候性試験機 修復材料他の耐候性試験をする。 ス ガ 試 験 機,サ ン

シ ャ イ ン ウ ェ

ザ ー メー ター

凍結乾燥機 水 漬有 機物 の 乾燥 処理 を行 う,, 共和真空

ガス腐食試験機 修復材料他の汚染ガスの影響試験を
するO

山崎精機

酸性雨試験機 酸性雨物質による修復材料の試験を
する。

板橋理化

材料試験機 修 復材 料の 曲げ,圧 縮 強度 等の 試験

をす る、、

島 津製作 所 オー ト

グラ フ

赤外分光分析計 文化財 や修 復材料 物 質の1司定 な どを

行 う、,

島 津 製 作 所FT
-IR8500

国際文化財保存修復協カセンター

名 称 使 川 目 的 備 考

微少部付全 自動X
線回析装置

微 最の 試料 で,顔 料,金 属,岩 石 な

どの鉱 物同 定 を行 う。

マ ックサ イエ ンス

MP-XHF-SRA

レーザー回析式粒度

分布測定装置
土 器や 煉瓦 な どの粒度 を調べ,そ の

特 性 を明 らかにす る。

島 津 製 作 所

SALD-3000

比表 面積 ・細孔 分布

測定 装iii:

岩石や煉瓦などの劣化状況を把握す
る

島津 製作所 アサ ッ
プ2400
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4.黒 田記念室

黒 田記 念室 は,本 研究所 が 帝国 美術院 長 子爵 黒 田清 輝 の遺 言に よって創 立 さ

れ た経緯 か ら,黒 田の画 業 ・功績 を記 念す るために 設け られ た陳列室 で あ り,

黒 田清輝 の油絵 ・素 描 ・写生 帖等 を収蔵 して い る。

創 立 当時,主 と して黒 田家 か ら寄贈 され た ものは,油 絵125点,素 描170点,

写生 帖 等で あ るが,そ の後黒 田照 子夫 人,樺 山愛輔,田 中良 氏等か らの寄贈 が

加 わ った。収蔵 品の主 な る もの は,「 智 ・感 ・情 」・「花野 」・「湖 畔」・「赤髪 の少

女 」・「もるる 日影 」・「温室花 壇」 な どで あ る。

5.閲 覧 室

本研 究所情 報 資料 部 の図 潜写真 及 び各種 研究 資料 は,週 三 日(月 ・水 ・金),

主 と して研 究者 ・学 者 ・美術 関係 専攻 の学 生等 の利 川に供 してい る。
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VIL関 係 法 規

◎文部省繊 令(抄)螺 謬 蕩糟127号)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国語研究所を置 く。

2前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公

表を行 う機関とする。

2国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる。

3国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部組織は,文 部省令で定

める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国語研究所及び国立文化財研究所は,法第5条 第37条に規定する政

令で定める研究施設とする。

◎文部省設置法施行規則(抄)螺 鯉3済 轡 第2号)

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位概)
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関 係 法 規

第116条 の9

る。

国立文化財研究所の名称及び位置は,次 の表に掲げるとおりとす

第1款 の2東 京国 立文化 財研 究所

(所 長)

第117条 東京 国立 文化財 研究 所 に,所 長 を置 く。

2所 長は,所 務 を掌理 す る。

(P勺音i～糸呈L織)

第118条 東京 国立 文化財 研究 所 に,庶 務 課,次 の5部 及 び国際文 化財保 存修 復

協力室 を概 く。

一 美 術 部

二 芸 能 部

三 イ呆存示斗学 音β

四 修 復技術 部

五 情 報資料 部

2前 項 に定 め る もの のほか,東 京国 立文化 財研 究所 に,国 際 文化財保 存修 復

協 力セ ンター をiliく。

(庶務 課の 事務)

第119条 庶務 課 にお いて は,次 の事務 をつ か さ どる。

一 職 員 の人事 に関す る事務 を処理 す るこ と
。

二 職 貝 の福 利厚 生 に関す る事務 を処 理 す るこ と。

三 公 文書 類の接 受 及び公 印の 管守 その他 庶務 に関 す るこ と。

四 経 費及 び収 入の予 算,決 算 その他 会 計に関 す る事 務 を処理 す る こと。

五 行 政財産 及 び物 品の管 理 に関す る事務 を処理 す るこ と。

六 庁 内の取締 りに 関す る こ と。

七 前 各号 に掲 げ る もの のほか,他 の所 掌に属 さない事務 を処 理す るこ と。
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(美術部 の二 室及 び事務)

第120条 美術部 に,第 一研 究 室及 び第 二研 究 室 をi置く。

2第 一 研 究室 にお いて は,わ が 国の上代,中 世 及 び近 世の 美術並 びに東洋 美

術 に関す る調査 研究 を行 い,及 びその 結果 の公表 を行 う。

3第 二研 究室 にお いては,わ が 国の近代 及 び現代 の 美術並 びに 西洋 美術 に関

す る調 査研 究 を行 い,及 び その結 果の 公表 を行 うと ともに 黒 田記念 室 に関 す

る事務 をつ か さ どる。(芸 能部 の三 窒及 び事務)

第121条 芸 能部 に,演 劇研 究室,音 楽舞 踊研 究室 及 び民 俗芸 能研 究室 を置 く。

2演 劇 研 究室 にお いては,演 劇 及 びそ の保 存に関 す る 一..研究 を行 い,並 び

に その結 果の公 表 を行 う。

3音 楽 舞 踊研究 室 におい ては,音 楽 及 び舞 踊並 びに これ らの保 存 に 関す る調

査研究 を行 い,並 びにそ の結 果の公 表 を行 う。

4民 俗 芸能 研究 室 におい ては,民 俗 芸能 及 び保 存 に関 す る調 査研 究 を行 い,

並 びに その結:果の公表 を行 う。

(保存科学 部 の三 室及 びh務)

第122条 保 存科学 部 に,化 学研 究室,物 理研 究 室及 び生物研 究室 を置 く。

2化 学 研究 室に お いては,文 化 財及 び その保 存に 関す る化 学 的調査 研 究(分

析 化学 的調ifi:研究 を含 む。)を 行 い,並 びに その1:果 の公 表 を行 う。

3物 理 研究 室に お いては,文 化 財及 び その保 存に関 す る物 理学 的 調査研 究 を

行 い,並 びに その結果 の公 表 を行 う。

4生 物 研究r:に お いては,文 化 財及 び その保存 に関 す る生 物学 的調 査研 究 を

行 い,並 びに その結果 の公 表 を行 う。

(修復 技術 部 の三室 及び事 務)

第122条 の2修 復 技術部 に,第 一修 復 技術研 究 室,第 二修復 技術 研究 室及 び 第

三修復 技術研 究室 を置 く。

2第 一修 復 技術研 究室 にお い ては,木,漆 その他 次項 及 び第4項 の材料 以外

の もの を材料 とす る文化 財 の修 復に 関す る科学 的,技 術的 調査 研究 を行 い,

及 びその結 果の公 表 を行 う。y

3第 二修 復 技術研 究室 にお い ては,紙,布 又は 革 を材 料 とす る文化 財 の修 復

に関す る科 学的,技 術 的調査 研 究 を行 い,及 びその結 果の 公表 を行 う。
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4第 三修復技術研究室においては,石,土 又は金属を材料とする文化財の修

復に関する科学的,技 術的調査研究を行い,及 びその結果の公表を行 う。

(情報資料部の二室及び事務)

第122条の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置く。

2文 献資料研究室においては,第118条第1号 から第4号 までに掲げる各部の

所掌に係る文献資料その他の資料(写 真資料を除く)の 作成,収 集,整 理,

保管,公 表,閲 覧及び調査研究を行う。

3写 真資料室においては,第118条 第1号 から第4号 までに掲げる各部の所掌

に係る写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧及び調査研究を行 う。

(国際文化財保存修復協力センター)

第122条の4国 際文化財保存修復協力センターにおいては,文化財の分野にお

ける国際的な貢献に資するため,世界の文化財の保存修復に関する国際協力,

資料収集,調 査研究及びその結果の公表並びに専門的,技 術的な研修を行 う。

(国際文化財保存修復協力センターの長)

第122条の5国 際文化財保存修復協力センターに長を置く。

2前 項の長は,国 際文化財保存修復協力センターの事務を掌理する。

(国際文化財保存修復協力センターの二室及び事務)

第122条の6国 際文化財保存修復協力センターに企画室及び環境解析研究指

導室を概く。

2企 画室においては,世 界の文化財の保存修復に関する国際協力及び研修に

ついて,企 画及び実施に係る事務を処理する。

3環 境解析研究指導室においては,世 界の文化財の保存環境の解析に関する

資料収集,調 査研究及びその結果の公表並びに専門的,技 術的な研修を行う。

(客貝研究員)

第122条の7東 京国立文化財研究所に客貝研究貝を置くことができる。

2客 員研究貝は,所 長の命を受け,東 京国立文化財研究所において行う調査

研究に参画する。

3客 貝研究貝は,非 常勤とする。
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